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契約妻ですが、とろとろに愛されてます
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一　恋は突然の出会いで
















「ゆ～ず、おはよう。今日は大丈夫？」

　すでに会社の制服に着替えた仲のいい同僚、片かた山やま麻ま奈ながロッカールームに入ってきた。そして制服に着替えている私を覗のぞき込む。

「おはよう、麻奈」

　制服のリボンを直しながら、鏡の中で目が合った麻奈に笑いかけた。

「で、今日は大丈夫？」

　麻奈は私が着替え終わったのを見て、もう一度尋ねる。

　数日前に、金曜日は仕事のあと食事に行こうと誘われていた。つまり、今日。すっかり約束を忘れていて、内心焦る。

「う、うん」

　弟の慎しんは大学のテニスサークルで昨日から泊まりに行っているし、姉の美み紀きも友達と映画を観に行くと言っていた。特に急いで帰らなければならないわけでもない。というのも、わが家は両親が他界しているため、姉弟で家事の役割分担をしている。

　もともと今日は、私が夕食を作る番だった。

「よかった！　じゃあ、あとでね。私、お茶当番だから先に行ってるね」

　麻奈は満面の笑みを浮かべて、ロッカールームを出ていった。




　十七時半までの就業時間が終わると、私たちは急いでロッカールームに向かった。

　麻奈は身長がすらりと高く、切れ長の綺き麗れいな目をした美人だから何を着ても様になるけれど、今日はいつもよりおしゃれをしていた。夏の装いにぴったりなレモンイエローの涼しげなノースリーブのトップスと、白の短めのスカートに着替え、鏡を覗き込むようにしてメイクを直している。

　今日の約束をすっかり忘れていた私は、朝、クローゼットの中から適当に選んだ服を着て出社していた。

　麻奈と出かけるんだったら、もっとおしゃれをしてくればよかったな……。

　少し後悔しながら、オフホワイトのパフスリーブ袖のブラウスと、膝丈の黒いハーフパンツに急いで着替える。着替えを済ませてメイクを直していると、麻奈が声をかけてきた。

「ゆず、そのブラウス、可か愛わいいね」

「ありがと」

　適当に着てきたけれど、Ｖ字の襟ぐりに大きなフリルがついた女性らしい柔らかなデザインのブラウスは、わりと気に入っている。麻奈に褒められて少しホッとした。




　私と麻奈は共に二十四歳。私立の大学を卒業してから、電気設備施工をはじめとして開発やメンテナンスなども請け負う会社で、一般事務をしている。私たちは入社するとすぐに意気投合した。同じ部署に入ったせいもあるけど、私は麻奈の活発で物もの怖おじしない性格をすぐに好きになった。

　会社を出た麻奈は、地下鉄の駅に向かっている。私はいつものように会社の近くで食事をするのかと思っていた。

　そして麻奈に引っ張られるようにして地下鉄に乗せられて、降りたのは東京駅。

「麻奈？」

　ここは、麻奈の恋人の会社がある丸まるの内うち。

　ウキウキと隣を歩く麻奈が私を見て、不敵な笑みを浮かべる。

「いいから、いいから。この先においしいお店があるのよ」

　もしかして……と、半信半疑な私の手を麻奈は引っ張り、目的の店を目指す。

　案内された店は、白と黒を基調としたモダンなインテリアで、落ち着いた雰囲気。そして待っていたのはふたりの男性。そのうちのひとりは、私も面識のある麻奈の恋人、北きた野の修しゅう二じさんだった。二十七歳という若さで課長を務めるエリート。彼の勤務先の子会社が私たちの勤めている会社で、所用で来社した修二さんが麻奈にひと目惚ぼれをして、ふたりは付き合い始めた。今は付き合って二年になろうとしている。

　そして今回、麻奈が私を連れてきたのは、修二さんの部下を紹介するためだった。でも、私はお勧めされる男性にも心を動かされず、会話を楽しむだけだった。




　食事が終わって、まだ飲み足りないらしい三人に断り、先に帰ることにした。

　中座の非礼を丁重に詫わびてテーブルを離れ、店を出たところで私の足が止まる。

「えっ！　雨が降ってる……」

　雨足は激しく、今朝の天気予報が外れ、深いため息が漏れる。

「どいてくれないか」

　背後から、店のドアが開く音と同時に、少し低めの深みのある男性の声が聞こえた。

「あっ！　ごめんなさい」

　どうやら出口をふさいでしまっていたらしい。慌てて横にずれると、土砂降りの雨が私を濡ぬらした。

「きゃっ！」

　両手を頭の上に置いた直後、驚いたことに私の腰に男性の腕がまわされ、屋根のあるところまで引き寄せられた。

「すまない。雨が降っていたんだな」

　私は腰にまわされた腕の持ち主を見上げる。その男性は背が高く、襟足に少しかかるくらいのさらさらの黒髪に、高い鼻び梁りょうの整った顔立ちをしていた。そして切れ長の目は、イエローゴールド。不思議な色合いの瞳に強烈な印象を受ける。

　こういう琥こ珀はく色いろのことをなんて言うんだっけ……そうだ、アンバーだ。

「あ……」

　ビリッと感電したような衝撃に弾かれ、男性から離れた。

　え!?　……今の何？と思った瞬間、再び私に雨が降りかかる。すると男性はため息をつき、私はまた力強い腕に引き寄せられる。

「懲りない女だな」

「す、すみません」

　今度は濡れないように彼から離れると、深く頭を下げる。

「琉りゅう聖せい様」

　その声に顔を上げると、傘を差し、スーツを着た三十代と思われる男性が目の前に立っていた。後ろには黒塗りの高級外車。その男性から差し出された傘を、琉聖と呼ばれた彼が受け取る。

「ちょうどいい」

　そう言って傘を差した彼は私を見て、にやりと笑った。それから私の腕を少し強引に掴つかむと、車に向かう。

「ちょ、ちょっと離してくださいっ！」

　驚いて抵抗する間もないまま、高級な革のにおいのする後部座席に私は座らされた。

「離して！　降ろしてください！」

　必死に腕を動かして、まだ掴んだままの男性の手を振りほどこうとする。

「安心していい。どうするつもりもない。ちょっと付き合ってもらえないか」

「嫌です！　信用できません。今すぐ降ろしてくださいっ」

　このまま誘拐されてしまうのでは、と不安が大きくなり、首を激しく左右に振って抵抗する。

　すると、先ほど彼のことを〝琉聖様〟と言った男性が運転席に乗り込んだ。

「桜さくら木ぎ、名刺を」

　その男性が車に乗り込むと同時に、私の隣に座る彼が口を開いた。桜木と呼ばれた男性は、胸の内ポケットから革の名刺入れを取り出し、一枚を私に渡す。桜木さんがつけてくれた車内灯を頼りに、私は名刺を見た。

　そこには、【真ま宮みや琉聖】【真宮コーポレーション副社長】と書いてあった。

　〝真宮コーポレーション〟といったら、うちの会社の親会社で、修二さんの勤めている会社。そこの副社長ということになる。

「納得したか？」

「えっ？」

　掴まれていた手はいつの間にか外されていた。

「濡れたままでは風邪をひく。ちょっと付き合ってくれないか」

　真宮さんが桜木さんに何かを伝えると、私が返事をする前に車は動き始めた。

　雨音と規則的に動くワイパーの音が、車内に響く。私は混乱していた。連れ去られる理由がわからなかった。しかも、こんなに簡単に連れ去られていいものなのだろうか……と自分自身にも困惑している。

　何より、真宮さんを見たときに受けた、ビリッと感電したような衝撃の理由──なぜ真宮さんのことが、こんなにも気になっているのかが知りたい。

　名刺は本物のよう。以前、真宮コーポレーションの副社長は若いと聞いたことがあった。きちんとした身なりの運転手がいるし、社会的地位のある人なら少しは信用できる……？

　渦巻く疑問と不安。その答えとなる手がかりが欲しかったが、聞き出せずにいる。だけど、このままではいけないと意を決して聞こうと思い、隣を見ると、彼は長い足と腕を組み、頭をシートの背もたれに預けて目を閉じていた。

　寝ているの……？

　それにしても、こんなに整った顔の男性は見たことがなく、思わず見とれてしまうほどだった。




　そのまま車は走り始めて五分ほど経つと、静かに停止した。同時に真宮さんが目を開き、シートから身体を起こす。どうやら寝ていなかったようだ。

「降りて」

　真宮さんは先に車から降りて待っている。私が降りるのを躊躇ためらっていると、彼は腰を屈かがめて、車内にいる私の顔を覗き込んできた。またアンバーの瞳に見つめられ、キュンと胸が締めつけられる。

「そんなに不安そうにするな。ちょっと手伝ってほしいだけだ」

　仕方なく降りる私を見届けた真宮さんは、有名な高級セレクトショップに近づく。今まで入ったことのない高級店に圧倒され、私は足を止める。

「あ、あのっ！」

　焦った私は真宮さんを呼び止めるが、その声が聞こえていないのか、彼はどんどん歩いていってしまう。

「どうぞ、中へお入りください」

　真宮さんの後ろ姿を呆ぼう然ぜんとして見つめていた私は、背後から、運転していた桜木さんに丁寧な口調で促される。困惑しながらおそるおそる店の中へ入ると、真宮さんは女性と話をしていた。私の姿を見た他のスタッフが、にこやかな笑みを浮かべながら飛んでくる。

「いらっしゃいませ」

　私は不安になって真宮さんに近づいた。

「彩あや子こさん。彼女に似合いそうな服を見繕ってほしい」

　真宮さんは振り返り、私の肩を軽く掴んで、彩子さんと呼ばれた綺麗な女性の前に立たせる。

「まあ。濡れてしまって……」

　その彩子さんがスタッフに目配せすると、すぐにタオルが渡された。

「ありがとうございます」

　頭を下げて受け取り、いい香りのするタオルで、濡れた箇所を押さえるように拭き始める。

　だいぶ拭き取れたところで、スタッフの女性に奥のフィッティングルームへ連れていかれた。




　なんで……こんな高価なワンピースを着せられているの……？

　値札がついているわけではなかったが、店の雰囲気、服の素材、デザインなどから、かなり高価なものだとわかった。鏡に映る姿を見て、華やかな雰囲気に変わった自分に目を見張ってしまう。

　こんなワンピースを着て……どこかに連れていかれるの？　何かとんでもないことに巻き込まれている気がする。

　するとドアがノックされ、返事をしたのち、彩子さんが入ってきた。

「とてもよくお似合いですわ」

「えっ、いえ……あの……」

　淡いラベンダー色の膝丈のワンピースは、きゅっと絞られたウエストからヒップにかけて身体のラインに沿うように裾が広がり、胸元が強調されている。背中に施された大胆なＶ字カットにも抵抗を感じた。

「華きゃ奢しゃなのにお胸があるので、とても綺麗に着こなされていますわ。この髪留めで御髪をおまとめになれば背中も美しく見えます」

　ワンピースに合わせた濃紫色の花の髪留めを見せられたものの、首を横に振った。髪を留めれば背中が露出してしまう。そんなの恥ずかしくて人前に出られない。

　彩子さんは残念そうに髪留めを台の上に置いて、ベビーピンク色のピンヒールを差し出す。ワンピース同様、高そうな靴だった。それに、こんなにヒールが高い靴を履くのは、私には初めての体験。

　履き心地こそいいけれど、ヒールがすごく細くて折れちゃいそう。いったい何センチあるのだろう……。

　履くと背筋がスッと伸びて、身長が高くなった気分になる。

「真宮様、お待たせいたしました」

　彩子さんに促されてフィッティングルームを出た。

「よく似合っている」

「どうしてこんなに高価なワンピースを、私に？」

　光の加減により、さまざまな色合いに変化する瞳に見つめられ、私の心臓が急激に乱れ始める。

「あのまま濡れていては風邪をひいてしまうし、付き合ってもらいたいところがある」

「私、帰りたいんです……」

　彼のことが気になるけれど、すでに事態は私の考えが及ばないところまできている。ポンと高級な服を買い与えようとする彼。このまま、この人といてもいいのか……。そんな怖さも感じて、言葉が勝手に口をついて出ていた。

「少し付き合ってくれるだけでいい」

　しかし真宮さんは、有無を言わさずに私の腕を掴むと店を出た。そして再び車の後部座席に座らされる。

「やっぱり私……」

　車から出ようとドアの取っ手を掴んだとき、ゆっくり動き始めた。仕方なくドアから手を離し、深いため息を漏らすと、真宮さんを見た。彼は何を考えているのかわからない表情で私を見ていた。

「これから一緒に店で飲んでくれるだけでいい」

「たったそれだけのために、こんなに高価なワンピースや靴を？」

「場合によっては、芝居をしてもらうこともあるかな」

「私、お芝居なんてできません」

　私は驚いて、ふるふると大きく首を横に動かす。

「これで帰ってもいいが、もう君はバカ高い服を着てしまっている。弁償できるのか？」

「そんな！　勝手にっ……」

　いったい、いくらになるの……？　もしかしたら給料の一ヵ月分以上かもしれない。

　そう考えると、真宮さんの頼みを聞いたほうが、気が楽だろうか。




　十五分ほど車は走り、着いた場所はベイサイドに建つ最高級ホテル。

　ここって、真宮系列のホテル……。有名な建築家によって設計されたという高層ビルの現代的なフォルムは、建築専門誌などでも話題になっていると会社で聞いたことがある。

　ホテルのエントランスに車が停まると、ドアマンが丁重に真宮さんを出迎える。車を降りた彼は、呆然と立ち尽くす私の腕を取り、エレベーターに乗り込んだ。

　そしてエレベーターを降りたところは、最上階にあるラウンジ・バーだった。




　窓際のカウンターで隣に座る真宮さんに飲み物を聞かれ、私は遠慮がちに答える。

「……私、お酒に弱くて……あまり飲めないんです」

「では、軽いものにしよう」

　真宮さんはウエイターにアルコール度数の少ないカクテルを注文し、自分の分は「いつもの」としか言わなかった。

　すぐにウエイターがチーズとフルーツの盛り合わせをテーブルに置いていく。美しく盛りつけられていて、食べるのがもったいないほどだ。

「あっ、私の名前を言っていませんでしたね。下しも山やま柚ゆず葉はといいます」

　今さらながらだが私が名乗ると、真宮さんは無言で頷うなずいただけ。その仕草はまるで私の名前を知っていたかのようにも見え、首を傾げた。

　それにしても、さっき真宮さんが言っていた〝芝居〟とは、なんなんだろう。どうして私をここに連れてきたのか……。疑問は膨らむ一方だった。

　ふと窓の外を見ると、雨はいつの間にかやんでいた。美しい夜景が見えるスポットとして有名なバーだけど、大きな一面の窓から見えるのは、今はどんよりとした暗さの中に時折点滅する橋のライトのみ。しかしこんな天気でも、人気のバーだけに数組のカップルがデート中。

　他の人から見たら、私たちもカップルに見えるのだろうか。そう思うと真宮さんを意識してしまう。

　白とカカオ色の二層になったカクテルが、目の前に置かれる。ほのかに香るカカオのにおいが、とてもおいしそうに感じた。

「アルコール度数は他のものよりは低い。試してみるといい」

　真宮さんの前には、彼の瞳の色に似た琥珀色の液体に大きな丸い氷が入ったグラスが置かれる。

「それでは……いただきます」

　マドラーで中身を混ぜ、勧められるままカクテルを飲んでみる。生クリームとカカオリキュールの甘い風味が口の中に広がる。本当にアルコール？というくらい飲みやすい。

「おいしいです」

　デザートを飲んでいるようなおいしさに、笑みが浮かぶ。

「ああ、よかった」

「こんなにおいしいと思うお酒は初めてです。やみつきになっちゃいそう」

　もうひと口飲んでみる。小さなグラスは、すぐに中身が減っていく。

「フルーツやチーズも食べろよ」

　そう促されて、カットされたメロンを口に入れた。カクテルとは違う、みずみずしい爽やかな甘みが夏を感じさせた。真宮さんは琥珀色の液体をゆっくり飲んでいて、中身はほとんど減っていないように見える。

　彼はウエイターを呼び、私のために同じカクテルを頼む。

　ふいに、テーブルに影が落ちた。

「琉聖さん！」

　怒ったような甲高い声に私は驚いて、声の主を見上げる。そこには、モデル風の美しい女性が顔を真っ赤にさせて立っていた。名前を呼ばれた真宮さんはグラスの中身をひと口飲んでから、彼女に視線を向けた。

「私との約束を破って他の女と一緒だなんて、どういうことですか？」

　完璧なまでにメイクをされた顔が歪ゆがむ。

　泣きそうな女性に、慌てて私は真宮さんを見た。

「琉聖さんとは、真剣なお付き合いをしていると思っていましたわ」

　その言葉を聞いて、すぐにピンときた。

　真宮さんはこの女性と別れたいのだ。だから私に、恋人のフリ──芝居をしてほしかった。

「そんなに大きな声を出すと、他の客に迷惑だ。何より、ここにいる俺の最愛の人が戸惑っているだろう？」

　そう言って真宮さんは、今日初めて見せる愛いとおしげな眼まな差ざしを私に向けた。その顔は芝居だとわかっていても、私をとろけさせてしまうほどの笑みだった。

　最愛の人って……。どうして面倒なことに巻き込まれないといけないの、と思いながらも、私は真宮さんの顔から目が離せない。

「こんな女っ……。私は諦めませんから！」

　女性は私を睨にらむと、踵きびすを返してその場から立ち去った。

　その直後、ウエイターが私のカクテルを運んできた。頼んでから少し時間が経っている。どうやらこの場の気まずい雰囲気に、持ってこられなかったようだ。

「……お芝居って、これですか？」

「ああ。まだ諦めてくれないようだが……」

「ひどい別れ方ですね」

　自分がもしあの女性の立場だったら、あんな仕打ちをされた上に、惨めな姿をみんなに見られるなんて、つらすぎて耐えられないかも……。

「最初から、真剣な付き合いでないことは合意の上だ」

「私はこんなことのために、こんな服まで着せられて連れてこられたんですね？」

「そんなところかな」

「最低です！」

　女性の気持ちを考えていない真宮さんに怒りを感じて立ち上がる。その途端、自分の身体がふわっと浮いたような感じに襲われた。

「おいっ！」

　彼は足元がふらついた私を支えると、もう一度スツールに座らせる。

「どうしたんだろう……？」

　手を額につけて俯うつむく。急に立ち上がったせいか、頭と目の前がぐるぐるまわっている。

「まだ一杯しか飲んでいないのに、もう酔ったのか？」

　真宮さんが、あり得ないだろう、とばかりに驚きの声を上げる。

「そんなわけないです……」

　自分でも信じられない思いで否定した。

　そして、しっかりしなければと思い顔を上げると、目の前にある真宮さんの顔が二重に見えてくる。

「とに……かく……きちんと話をして……別れたほうが……」

　再びずるっとスツールから落ちそうになり、真宮さんに支えられた。

　消えかかった意識の片隅で、二重に見えても、いい男はいい男なんだと思う。

　私が覚えているのはそこまでで、すうっと暗闇に吸い込まれるような感覚に、意識を手放した。




「ん……」

　太陽の眩まぶしさに顔をしかめて寝返りを打とうとした瞬間、背後からグイッと引き寄せられた。

「え……？」

　引き寄せられたまま、固まってしまう。

　こ、この腕……は？

　おそるおそる身体を反転させると、アンバー色の──今は太陽の光で金色に見える──瞳と目が合った。

「きゃっ！」

　思わず飛び起きて、自分が昨日のワンピースを着ていることに、ホッと胸を撫なで下ろす。見事に皺しわになっているワンピースを見ながら、なぜこんな状況になっているのか思い出そうと、さらに顔をしかめる。

「私……？」

　真宮さんの元カノらしき女性が立ち去ってからの記憶がない……。

「たかが一杯のカクテルで眠ってしまうとはな」

　楽しさを押し殺した笑いが聞こえてくる。

「っ！　だから言ったじゃないですか！　お酒は弱いって」

　男性と朝を迎えること自体が初めての私は、パニックを起こす寸前だった。

「な、何もなかったですよね……？」

　ワンピースの皺を手で撫でつけながら、まだベッドに横たわる真宮さんを見る。

「あいにく、酔っぱらって正気じゃない女とはしない」

　そのとき、真宮さんの姿を見てギョッとする。今さら気づくのも遅いけど、彼は上半身裸の状態だった。弟の慎の上半身は見慣れているけど、会ったばかりの男性の裸、しかもベッドの上。

　私は慌てて背を向ける。

「な、何か着てください……」

「男と朝を迎えたことがないのか？」

　私の反応をおもしろがる声がした。

「その質問に答える必要はありません」

　真宮さんの問いに、背を向けたままぶっきらぼうに答えた次の瞬間、グイッと腕を引っ張られて彼に組み敷かれた。目の前には秀麗な顔。楽しそうな笑みを口元に浮かべている。

「は、離してください……」

　生まれて初めてのシチュエーション。私の心臓はドキドキと音をたてて暴れ始める。

「新鮮な反応だな」

　どうやら私のウブな反応を楽しんでいるみたいだ。

「あなたのガールフレンドと一緒にしないでください」

「一緒にはしていない」

　クッと喉の奥で笑う真宮さんは、どういうわけか私に顔を近づける。

「か、顔が近いです」

「君にキスをしたら、どんな反応をしてくれるのか楽しみだな」

　そう言って、さらに顔を近づけてくる。逃れようにも、頭のすぐそばに両手をつかれて、顔を動かせない。

「何を言っているんですかっ！　やめてくださいっ！」

　ふたりの唇が重なるまであと少し、というところでインターホンが鳴った。一瞬、真宮さんの動きが止まったが、無視することに決めたようで再び顔を近づけられる。

　──ピンポーン、ピンポーン、ピンポーン！

　しかし、またインターホンが鳴る。真宮さんは何やら毒づきながら私から離れると、イスの背にかけてあったシャツを羽織った。その間も、近所迷惑になるほどインターホンは、容赦なく鳴り続けている。

　真宮さんが寝室から出ていくと、ベッドから身体を起こして、昨晩のことを考えた。

　お、思い出せない……。

　ドアの向こうが、にわかに騒がしくなった。少し開いたドアの隙間から女性の声が聞こえてくる。

「琉聖、出てくるのが遅いわよ！」

　真宮さんを責める声がどんどん近づいてくる。

　……もしかして、また別の彼女？

　女性絡みの揉もめ事なのかと、先ほどとは違う意味で、私の心臓がドキドキと暴れ始める。

「朝っぱらから、なんの用なんだ？」

　真宮さんの冷たく不機嫌な声。恋人に言うような口調とは思えない。

「ちょっとね」

「勘弁してくれ。帰ってくれないか。お、おいっ！　寝室は！」

　真宮さんらしくない慌てた声に、私はハッとする。

　えっ!?　来ちゃう？　どうしよう！

　ベッドの向こう側に隠れようかと立ち上がったとき、寝室のドアが開けられた。

「っ！　あ、あの……」

　私はベッドの上に立ったまま動けなかった。

「あら～、可愛い子じゃない！　あなたにしては珍しいタイプだけど」

　よくわからないが、女性は私を見て嬉うれしそうに近寄ってくる。

「あ、あの……」

　真宮さんの彼女？　それにしては余裕で笑っているし、こう言っては失礼だけど、綺麗でもかなり年上っぽい感じ。あ、真宮さんと瞳が同じ色……。

「お袋、彼女が驚いている」

　お、お袋……!?

　私はバカみたいにポカンと口を開いた顔で、よく似た瞳を持つふたりを見比べた。

　お母様だったなんて。彼女よりも、こんなシーンを見られる相手としてはよくない気がする。だけど真宮さんのお母様は私を見て、さらに笑みを深めている。真宮さんの瞳がアンバー色なのは、お母様が外国の方？　それともハーフだから……？

「ごめんなさいね、急に現れて。琉聖がここに女性を連れ込んだのは──」

「お袋！」

　お母様の言葉を遮った真宮さんは、片手を額に置いてため息をついている。

「こ、こちらこそ、突然お邪魔してしまい申し訳ありません。下山柚葉と申します」

　その場に座ると、ベッドの上で指をついて頭を下げていた。

「まあ！　可愛いわね。もうわかっていると思うけど、私は琉聖の母よ。貴たか子こさんって呼んでね？　そう呼ばれるのが夢だったの。ほら、呼んで？」

　にっこりと私に笑いかける。

「た、貴子さん……」

　勢いに押されて言葉にした。

「そうよ～！　素敵だわっ！」

　貴子さんはまるで子どものように、嬉しそうにはしゃいでいる。

「変な会話はやめてくれないか」

　真宮さんは私たちを見て、呆あきれた顔をして立っていた。

「だって～、琉聖がマンションに呼んだ彼女は、柚葉ちゃんが初めてなんですもの。興味を持つのも無理はないでしょう？」

　息子の家でこんな場面に母親が出くわしたら、普通は引くか怒るかだと思っていたのに、私はなんだか拍子抜けしてしまった。

「柚葉、そっちが洗面所だ。棚にタオルがある」

　えっ？　ゆ、柚葉……？

　名前を呼び捨てにされて、心臓がトクンと鳴った。真宮さんは寝室の奥にある、出入口とは違うドアを指差していた。

「は、はい」

　緊張と気まずさでギクシャクしながらベッドから下り、洗面所に向かう。

　うわっ……すごい……。

　洗面所のドアを開けて目を見張る。洗面所と浴室を合わせた面積に、私の家のリビングがすっぽり入ってしまいそうなほど、中は広々としていた。バスタブの他にシャワールームとサウナらしき設備もある。

　丁寧に顔を洗い、ふかふかのタオルを使わせてもらう。鏡に映る自分の姿を見て、思わずため息を漏らした。

　髪もボサボサだし、せっかくのワンピースが皺になっちゃった……。

　洗面所を出て寝室に戻ると、お母様はいなくなっていた。彼の姿も見えない。

　改めて寝室をぐるっと見渡して、思わずため息が漏れる。この部屋も広く、二十畳はありそうだ。ベッドもクイーンサイズなのかキングサイズなのか、かなり大きい。

　わが家とは何もかもが違うし、あまりにも住む世界が違いすぎる……。

　ふと、わが家を思い浮かべたとき、姉のことを思い出した。

　あ！　無断外泊しちゃったから心配してる！

　壁にかけられた時計を見ると、針は八時を指していた。

　いけないっ！　早く帰らないと！

　ドアに足を向けたとき、真宮さんが入ってきた。

「真宮さん！　私、帰ります！　お邪魔しました！」

「そのワンピースで帰るのか？」

　真宮さんが、皺くちゃなワンピースを指して言う。

「え……？」

　すると、昨日私が着ていた服が、クリーニングの包装に包まれて手渡された。

「これは……。何から何まですみません」

　服を抱えて頭を下げて、もう一度洗面所へ行った。素早く着替え、丁寧に畳んだワンピースを洗面所に置いて寝室に戻ると、真宮さんはベッドの端に腰かけていた。私が着替え終わったのを見て、スッと優雅な仕草で立ち上がる。

「真宮さん、いろいろとありがとうございました」

「車で送ろう」

「いいえっ！　大丈夫ですから。あ！　あの、スマホを貸してもらえますか？」

「スマホ？　どこかに忘れてきたのか？」

　真宮さんはポケットからスマホを出して私に手渡す。

「いいえ。おととい、手を滑らせて落としてしまって、使えなく……」

　真宮さんのスマホで家に電話をかけさせてもらうと、すぐに姉が出た。

「お姉ちゃん、ごめんね。昨日、麻奈に誘われて……うん、わかった。これから帰るから」

　電話を切ってから、真宮さんにお礼を言ってスマホを返す。

「叱られたか？」

「いいえ……信用はしているけど、心配したって」

「ご両親は？」

「父も母も、私が高校生の頃に交通事故で亡くなったんです。だから今は姉と弟の三人で暮らしているんですけど、両親の亡くなった原因が事故だったので、それ以来、連絡がないと心配するんです」

　姉に心配をかけて、気分が落ち込んでしまう。

「気づかずに悪かったな」

　真宮さんがふいに謝ってきて、目を丸くする。

「え……？　そんなことないです。酔っぱらった私のせいですし」

　意外だった。彼は人に謝ることに慣れていないイメージだったから。人の上に立つことに慣れている分、誰かに頭を下げるような失敗をすることもなさそうで……。

「とにかく送る」

「大丈夫です。それに真宮さん、今日は土曜日ですけどお仕事なんじゃ？」

　真宮さんは、見るからに上質な生地のグレーのスーツに着替えていた。

「桜木に送らせよう。昨日、車を運転していた俺の秘書だ」

　寝室を出ると、明るく広いリビングにすでに昨日の男性が立っていて驚いた。

　私を送ることはあらかじめ決められていたらしく、五分後には桜木さんが運転する車に乗っていた。




　それからの私は、真宮さんのことが気になる毎日を過ごしていた。

　酔っぱらっていた私を襲うことも、あの状態ならできたはず。でも、真宮さんはしなかった。

　そんな紳士的な彼が好ましく思えると同時に、女性に不自由していないし、襲いたくなるような魅力が私にないだけなのだと思ったら、気分が落ち込んできた。

　私ったら、何を考えているの？　これじゃ、まるで襲われてもよかったみたいだし……。もしかして私、真宮さんに惹ひかれている……!?

　しかし、そんな淡い思いはすぐに打ち消した。

　彼にはもう二度と会わないだろう。その証拠に、洗面所に残していったワンピースが、数日してからクリーニングされて届けられたから。このワンピースは、あの女性と別れるために協力した報酬みたいなもの。

　業者がワンピースを届けに来たとき、家に私しかいなくてホッと胸を撫で下ろした。そして急いでクローゼットの奥のほうにそれを隠すようにぶら下げた。

　デパートの婦人服売り場に勤めている姉がこのワンピースを見れば、高価なものだとすぐにわかるだろう。そうしたらいろいろと聞いてくるはず。真宮さんを忘れるためにも、今はあの日のことを話したくなかった。




　真宮さんと出会った日から一週間が経ち、金曜日になった。

　いつもと同じ金曜日のはずだった。ところがパソコンに伝票の数字を入力していると、私のデスクの電話が鳴り、第三応接室へ来るように言われた。

　なんだろう……。何かミスした……？

「ゆず、どうしたの？」

　麻奈が不思議そうに聞いてくる。

「わからないんだけど、第三応接室に呼ばれたの。ちょっと行ってくるね」

　なぜ呼ばれるのか見当もつかず不安になりながら立ち上がり、第三応接室へ向かう。

　部屋の前で深呼吸してからドアをノックすると、中から「どうぞ」という男性の声がした。

「失礼いたします」

　第三応接室に入り、ドアを閉める。一礼してから顔を上げた瞬間、私は固まった。

「どうして……？」

　ソファに真宮さんが座っていた。驚きで目を見開く私を見て、彼は喉の奥でクッと笑う。

「相変わらず君は新鮮な反応をするな」

　笑みを浮かべる真宮さんは記憶よりもカッコいい。

「どうしてこんなところに？」

「〝こんなところ〟とはひどいな。自分が勤めている会社だろう？」

「そういう意味じゃ……。なぜ、私がこの会社にいることを……？」

「話がある。そこに座って」

　もう！　私の質問は無視ですか？

　真宮さんは自分の向かいのソファを顎で示す。不満げな表情を隠さず、私はソファに腰かけた。そんな仏頂面の私を見ても、彼の楽しそうな表情は変わらない。

「話というのは……婚約してほしい」

「こっ、婚約……？」

　驚きすぎて、思わず素っ頓狂な声を出してしまう。

「ああ。だが本当に結婚する必要はない。お袋の見合い攻撃と女たちから逃げられればいいんだ」

「どうして私に？」

　わけがわからない。この人には、そんな提案に喜んで乗る女性が大勢いるはず。

「お袋が、清純そうで可愛い顔をした君を気に入っている。君は姑が望む嫁像にぴったりだ。しかし、あくまでも契約だ。本気になってもらっては困る」

「本気にならないのは当たり前です！　でも、偽物の婚約なんてあり得ません！」

　調子が狂わされ、ムキになってしまう私に、真宮さんは口元を緩ませる。

「では、本物ならいいのか？」

「そうでなくてっ！」

　神経を逆撫でするような茶化した言葉に、思わず私の声は大きくなる。

　無神経なこの人に、淡い恋心を少しでも抱いた自分がバカだった……。

「契約だから無論、報酬は支払う」

「そんなもの、いただいてもできません！」

　怒りがふつふつと込み上げ、衝動的に立った。だが次の瞬間、ハッと我に返る。

「他の人を当たってください」

　腹が立っているけれど、彼は親会社の副社長。私は静かに言うと、深くお辞儀をしてから第三応接室を出た。

　そこにいた時間は十分もなかったけど、妙に疲れを感じた。麻奈は呼び出された理由を聞きたがるだろう。それを考えるとさらに気が重かった。

　いろいろと聞かれるのを覚悟して戻ると、部長が帰っていて、話ができる雰囲気ではなかった。ホッと安あん堵どした私に、すかさず麻奈からメモを渡される。【なんだった？　あとで話してね】とだけ書いたメモだ。

　私は麻奈に頷いてから、わからないように小さなため息をついた。




「さあ、何があったの？　どうして第三会議室に呼ばれたの？　包み隠さず話してみなさい」

　会社の近くのオープンカフェ。日差しは強いけれど、夕方なので爽やかに吹く風が心地いい。

　私は先週の金曜日、麻奈たちと別れたところから話し始めた。もちろん、先ほどの偽物の婚約話も。ただし、真宮さんに惹かれたことは隠して。

「──ってことなの……」

「そんなことがあったなんて、びっくりした～」

　麻奈が目を丸くして驚いている。

「ごめんね。もう会わない人だと思っていたから黙っていたの」

　長々としゃべったせいで喉が渇き、アイスティーを口にした。

「怪しい……何か裏がある気がする」

　麻奈も、なくなりかけているアイスティーを飲んでから言う。

「怪しいって？」

「なんでゆずの勤めている会社を知っていたの？　話したの？」

「言ってない……」

「あの日、ばったり会ったのもおかしいでしょ。実は修二って、真宮さんと大学からの仲なんだよね。もしかしたら修二は何か知っているかも……」

　麻奈は何かあるのではないかと、恋人の修二さんを疑い始めた。

「あとで会うから問いつめるわ！」

　麻奈の剣幕に私は笑ってから、喧嘩になると困るから問いつめなくていいと言った。

「それにしても、モテすぎるのも困ったものだね。真宮さんって、女性と本気では付き合わないらしいよ。あのルックスだから女たちがほっとかないんだろうね。一夜の甘い夢がずっと続くのを夢見ちゃうんじゃない？」

「あのときの女の人、まだ納得がいかないみたいだった」

　綺麗な女性の顔を思い出す。細部は覚えていないが、不満顔は記憶に残っている。

「ゆず、本当に真宮さんと一夜を過ごして何もなかったの？」

「うん。私は真宮さんのタイプじゃないみたい」

　改めて、私には真宮さんを惹きつける魅力がないのだと思い知らされ、空しくなる。

　タイプじゃないからこそ、平気であんなに無神経な提案をしてくるのかも……。

「まあ、聞くところによると、派手な女性とばかり付き合ってるらしいしね。あれ？　ゆず、腕が痣あざになってるよ。どこかにぶつけた？」

　麻奈に言われて右の二の腕を見ると、紫色になっている痣があった。

「ん……覚えていないけど、痛くないから大丈夫だよ」

　そこをそっと撫でて、痛みを確かめた。




「おかえりなさい」

「どうしたの？　お姉ちゃん」

　家に帰ると、姉が浮かない顔をしていた。いつも明るい彼女がこんな表情をしているのは、両親の事故以来だ。私が頼りっぱなしの三歳年上の姉は、しっかりしていて優しい。

「慎が……」

「慎がどうしたの？」

　慎の名前が姉の口から出て、さらに心配になる。

「交通事故を起こして……」

「ええっ！　事故っ!?　慎は無事なの？」

「慎は大丈夫。むち打ち程度だから。だけど友達のお父さんの外車を、電柱にぶつけて壊してしまったの」

「壊したって、ひどいの？」

　姉に詰め寄ったとき、貧血を起こしかけたような眩暈めまいに襲われた。

「廃車ですって。電柱に右側のボディを全面こすったみたい。今日納車の新車で、まだ保険をかけていなかったって……」

「なんてこと……」

　私は呆然とする。

「車の金額を含めた賠償金として、すぐに千五百万円を払えって」

「千五百万円！」

　目が飛び出そうなほどの金額に驚いて、持っていたバッグが手から抜け落ちる。

「どうしたらいいの……。うちにはそんなお金ない……」

　姉は深くため息をつき、途方に暮れている。

「お姉ちゃん、慎は？」

「先方に謝罪に行っているわ」

「お金を払わないと、慎は刑務所に入ることになる……の？」

　私の問いかけに、姉が力なく首を横に振る。

「わからないわ……でも払わなければ訴えるって……」

　千五百万円なんて、今の自分たちにはすぐに用意できない。

「銀行は？」

　そうよ、銀行があった！　家を担保にすれば貸してくれるかもしれない。

「それは柚葉が帰ってくる前に聞いてみたけど、この家に千五百万円の価値はないって。売ればなんとかなるかもしれないけど、今すぐ売れるものでもないから先方は待ってくれないし」

「お姉ちゃん、先方の住所を教えて。私、待ってくれるようにお願いしてくる」

　そう言って、落ちたバッグを拾う。顔を上げた瞬時、姉が驚いた声を出した。

「ちょ、ちょっと柚葉、鼻血！」

「え……？」

　鼻血が垂れないように慌てて上を向くと、姉の手が身体に添えられ、畳の上に仰向けで寝かされた。

「頭に血が上っちゃったのね」

「ごめん、お姉ちゃん……治まったら行ってくるから」

　そう言いつつも、先ほどの眩暈が本格的になってきて、頭がクラクラする。横になってよかったと思う。

「柚葉？　顔色が悪いわ。どこか具合が悪いんじゃない？」

　仰向けで寝ながらティッシュを鼻に当てていると、姉の心配そうな声がした。

「どこも悪くないよ？　本当に、慎のせいで頭に血が上っちゃったのかも」

　笑みを浮かべて言ってから、眩暈が早く治まるよう目を閉じた。




　この日、私は結局先方に行くことができなかった。なかなか眩暈が治まらず、堪こらえているうちにそのまま寝てしまったからだ。

「夕食よ」と姉に起こされると、いつの間にか慎が帰宅していた。

　今まで見たことがないくらい深く反省の色を見せ、落ち込んでいる様子。首につけたギプスも痛々しい。

　支払いの期限は一週間しかないとのこと。それを聞いて私たちは途方に暮れた。そして、これといった解決策も見つからないまま、それぞれが自分の部屋に戻った。




　翌日、姉と慎が出かけてから、あのときにもらった名刺を見て電話を手にする。

　名刺には副社長室の直通番号が書いてある。しかし今日は土曜日。彼が出勤しているかはわからない。

「はい、副社長室です」

　先日送ってくれた桜木さんの声が聞こえた。

「あ、あの……下山柚葉と申します……真宮さんはいらっしゃいますか？」

「ああ、おはようございます。桜木です。少しお待ちください」

　静かに保留音が流れる中、私の胸はドキドキと暴れ始めた。

「柚葉？」

　真宮さんの、少し低めのよく通る声が耳をくすぐる。

「はい……あの……昨日の件は、まだ有効ですか？」

　ひと晩考えに考え抜いた結果、彼に頼るしかないと思った。婚約者のフリをするくらいどうってことない。だけどそれだけのことに千五百万円を貸してくれるか……それだけが心配だった。

「どうした？　気が変わったのか」

「条件があるんです」

「電話で話すことじゃないな。すぐにここへ来てくれ」

　そう言って電話が切れた。




　彼の強引さに一瞬ムッとしたが、急いで支度をして、一時間後には丸の内にある真宮コーポレーションの本社ビルに着いていた。

　何階建てなのかわからないほどの高層ビル。このビルに入っている会社は、すべてが真宮コーポレーション関係の企業で、さらにここは自社ビルと聞いている。

　土曜日のビル内は閑散としていて、ロビーに足を踏み入れても警備員が三人ほど立っているだけ。平日なら受付嬢がいると思われるカウンターには誰もいない。警備員の厳しい目を避け、受付カウンターの後ろにある案内ボードに向かおうとしたとき、誰かがソファから立ち上がるのが見えた。

　それはチャコールグレーのスーツを着た桜木さんだった。

「下山様」

　桜木さんに出迎えられて、内心で安堵する。オフィスに来いと言われただけだったから、どこの階に行けばいいのか戸惑っていた。

「こちらのエレベーターにどうぞ」

　桜木さんに案内され、いくつかあるエレベーターのひとつに乗り込むと、一気に最上階へと上がっていく。エレベーターのパネルは、今乗っているエレベーターが五十七階から最上階の五十九階のフロアしか停まらないようになっていることを示していた。おそらく役員専用エレベーターなのだろう。

　このビルに来たのは初めてで、スケールの違いに圧倒されてしまう。そしてもうすぐ真宮さんに会うと思うと心臓が高鳴り、足が震える。

　心を落ち着かせるのにもう少し時間が欲しいと思ったとき、エレベーターは〝チン！〟と軽快な音をたてて停まった。

「こちらです」

　エレベーターを降り、桜木さんはシーンと静まり返る廊下を歩き始める。

「どうぞお入りください」

　彼は高級そうな木製のドアの前で立ち止まり、一度ノックをしてから先に部屋の中に入り、私を案内する。一歩踏み出すと、先ほどよりも足が震えているのがわかった。

　想像以上に広々とした部屋の中では、窓を背に大きなデスクに向かっている真宮さんがいた。書類を見ていた彼は、私が部屋に入ると立ち上がり、自分の目の前のイスを勧める。

「気が変わったのは結構だが、条件とは？」

　デスクに両肘を立てて指を組む彼が、私を見つめる。

　先日もそうだったが、今も、私はなぜか真宮さんに胸を高鳴らせてしまう。彼の顔から目を逸らすと、爪が綺麗に手入れされているのが見える。思わず見とれてしまうような美しい指だった。私は小さく深呼吸をしてから、心を決めて口を開いた。

「……報酬の件です」

「金か……」

「千五百万円ください。すぐに」

　恥知らずとわかっていながらも、慎のために口にした。

「クッ。自分に千五百万円の価値があるとでも？」

「ないのはわかっています。でも真宮さんと別れたあと、会社にはいられませんから、それぐらいないと割に合わないと思って」

　がめつい女と思われても構わない。今はそんなことを気にしている場合ではないのだから……。

「……わかった。契約書類を用意させよう」

　バカ高い金額なのに、すんなり了承されて拍子抜けしてしまい、肩の力が緩む。

　真宮さんは契約書類を作成するよう桜木さんに指示すると、私の存在を忘れたかのように仕事を始めた。私にしても、彼が仕事をしていてくれたほうが気が楽だ。

　昨晩、私なりに彼のことを調べた。

　ホテルや不動産、ゴルフ事業などを経営する真宮コーポレーションの三代目の御曹司だが、先代や、現在の社長である二代目以上の切れ者と噂うわさがあり、経営手腕は一目置かれているらしい。会社の休日である土曜日でも出勤しているということは、やはり忙しいのだろう。

　十分ほど経ち、桜木さんがファイルを片手に戻ってきて、真宮さんに手渡す。それを開いて書類を確認した真宮さんは私に渡すと立ち上がり、窓際のキャビネットを開けて何かを出している。そして、手渡された書類を見ている私の目の前に、何かがドサッと置かれた。

　えっ？　ここで……？　こんな大金を見るのは初めて……。

　それはお金の束。驚きで一瞬、目の前のお金に目が釘くぎづけになったが、すぐに視線を逸らして契約書を読み始めた。

　契約書には、七つの条件が書かれていた。




　第一条　決定権は真宮琉聖にある

　第二条　契約期限は真宮琉聖によって決められる

　第三条　契約関係であることはまわりに悟られないよう徹底する

　第四条　本気にならない

　第五条　互いに余計な詮索はしない

　第六条　身体の関係は求められたら応じる

　第七条　条項に違反した場合は千五百万円を返却する




　この条件……全部、私に不利……。

「不満か？」

　顔に出ていたのか、真宮さんが尋ねてきた。

「これって、私に不利な条件ばかりじゃないですか。身体の関係を……」

　第六条が気になる。求められたら応じるって……。

「まあそういうことだ。婚約している間、禁欲生活を強いられるのは困るしな」

　男性と寝た経験はないけれど、どんなものかはこの年になればわかる。

　今まで付き合った人はふたり。彼らとはキスまでで、身体の関係を持たなかった。一線を越えそうになるのを意識的に避けてきた。そんな私が真宮さんと……。できるのだろうか……。

　私が悩んでいるのがわかったのか、真宮さんは何も話しかけてこない。

　私の意思に任せるということなのだろうが、この契約に従わなければ、お金は入らない。どうしよう……。

　そのとき、慎の落ち込んだ顔を思い出した。慎はまだ大学生で、就職活動を控えた身。もし事故のことが大事になり、万が一、刑事事件扱いになって起訴されるなんてことがあれば、就職どころか、一度しかない人生が取り返しのつかないものになってしまうかもしれない……。

　私は大きく息を呑のむ。

　そして、家族を救うためならなんでもしよう……このお金があれば助かる、と自分に言い聞かせた。

「……サインします」

　静かな声で呟つぶやくように伝えた私に、真宮さんがペンを差し出す。丁寧な字で契約書にサインをしてから真宮さんにペンを返すと、その横に彼もサインする。

　ふたりのサインが揃そろった契約書はコピーされ、封筒に入れて桜木さんから渡された。

「昼飯に行くぞ。桜木、金は自宅に運んでおいてくれ」

「かしこまりました」

　真宮さんは私の肘に手を添え、エレベーターに乗って地下の駐車場へ下りる。

　そして先日の車とは違うシルバーの高級外車に私を乗せると、地下駐車場を出て、目的の場所まで走らせる。

　運転中、彼は無言で、助手席に座っていて居心地が悪かった。

　本当にこれでよかったのか……。

　だけどもうサインをしてしまったし、慎を助けなければと思い直し、契約のことは考えないようにした。




　真宮さんが車を停めた場所は、銀ぎん座ざにある超高級宝石店の前。自分のような庶民には無縁なところだ。

「真宮さん、食事に行くのでは？」

　昼食が目的で出てきたはずなのに……。

　状況が呑み込めず、真宮さんを見る。

「琉聖と呼ぶんだ。食事はこのあとだ。エンゲージリングを買う」

「りゅ、りゅう……せい……さん。……指輪は必要ないと思います」

「本物らしく見せなければな。ケチな男だと世間に思われるのは心外だ」

　琉聖さんはエンジンを切ると、あっけに取られている私を尻目に車を降りた。そして車の前をまわって、助手席側のドアを開けてくれる。テレビの中でしか見たことがない紳士的で完璧なエスコートに、私は胸の鼓動が速まるのを感じた。

　今までこんなふうにされたことがないせいだ。

　琉聖さんは恋人同士がやるように私の手に自分の指を絡めると、店の入口に向かう。

「真宮様、ようこそお越しくださいました。お待ち申し上げておりました」

　高級店らしく上質なスーツを着た恰かっ幅ぷくのいい初老の男性が、私たちに深々と頭を下げる。

「頼んでいたものは？」

「はい、ご用意ができております。こちらへどうぞ」

　私たちは奥の部屋へ案内された。

　こんな超高級宝石店に入ったのも初めてなのに、ＶＩＰ専用らしき部屋に入り、急に自分の服装が気になった。座り心地のよさそうなソファに促されると、目の前に、キラキラ光る五つのまばゆい指輪が置かれた。

「この店の最高級の宝石だ。カット、クラリティ、カラット、カラー、どれを取ってもすべて申し分ない。好きなものを選ぶといい」

　指輪についている石の大きさに、思わず面食らってしまう。真宮コーポレーションの副社長の婚約者なら、こうした最高級のものが相応ふさわしいのかもしれない。だけど自分には似合わないと思った。

「こんなに大きいダイヤはつけられません。もっと小さいのはありませんか？」

「まあ。ご婚約者様は欲がありませんのね」

　担当の女性が小さく上品に笑う。

「柚葉、ここはお袋がよく出入りしている店なんだ。小さい宝石など贈ったと知られたら、何を言われるかわからないだろう」

　琉聖さんが私の耳に唇を寄せて小声で言う。

　あのときの貴子さんを思い返せば、どんな反応をするのかは想像できる。琉聖さんも貴子さんにはタジタジの様子だった。琉聖さんの地位や家柄を考慮しなければならないのはわかるし、そうすることも契約のひとつだ。

　悩んだ末、その中でも小さめのハート型のひと粒ダイヤを選んだ。

　左の薬指にはめた指輪のサイズはぴったりだったが、小さめとはいえ、自分の手に合わないほどダイヤは大きく、違和感を覚える。それに、きっと目が飛び出るほど高価なものに違いなかった。

「決まりだな」

　琉聖さんのひとことに、私は不安げな表情で小さく頷いた。




　店を出て車へ戻ると、指輪のお礼を言った。女性なので、やはり綺麗なものをもらうのは嬉しい。

「別れたあと、売ればいい」

　光に当たりキラキラと光る指輪を見つめていた私は、ハッとして琉聖さんを見た。彼の口から出た言葉が信じられずに、自分の耳を疑う。

「え……？」

「金のほうがいいんだろう？」

　やはり、がめつい人間だと思われているらしい。悲しみが胸を襲い、目頭が熱くなる。涙が出そうになり、いつの間にか歯を食いしばっていた。




　重苦しく感じられる車内の雰囲気の中、レストランに到着するまでの間、私は窓の外を見ていた。

　琉聖さんの言葉は私の胸に突き刺さり、レストランでの贅ぜい沢たくなおいしい食事も気を晴らしてはくれなかった。当たり障りのない会話をして、目の前の食事を機械的に口に運んだ。口の中でとろけそうなフォアグラも、味がまったくわからなかった。

　食事が終わると、先日の高級セレクトショップに連れていかれ、かなりの量の普段着やドレスを琉聖さんは買い求めた。

「こんなに……」

　次から次へと車に運ばれていく箱を見て、唖あ然ぜんとする。私が試着したのは二着ほどだったけど、着替えている間に、スタッフが持ってきた服や小物をすべて買ったようだった。

「これから外出やパーティーなどがあるからな。いろいろと揃えておく必要がある」

　これでは婚約者というより愛人……。この人は彼女になった女性に、いつもこんなふうに洋服や身のまわりのものを買ってあげているのだろうか……。価値観や世界が違いすぎるのを感じた。

「何をしている？」

　荷物が車に運ばれるのをぼんやり見ていた私は、琉聖さんの声に我に返る。彼は助手席のドアを開けて待っていた。




　次に連れていかれたのは、琉聖さんのマンションだった。なぜ？と思っていると、玄関に入るなり、強い力に引き寄せられて荒々しく唇が重ねられた。

「っ！　や……っ！」

「嫌？」

　顔を背けた私に、琉聖さんが鋭く聞いてくる。

「……だって……」

「納得して契約書にサインしたんだろう？」

「で、でもっ、心の準備が……」

「心の準備など必要ない」

　肩を引き寄せられ、再び唇が重ねられる。慣れないキスに最初は固く口を閉じていたけれど、執しつ拗ように唇を攻められて自然に開かれると、琉聖さんは舌を入り込ませてきた。巧みなキスは次第に深いものになっていく。

「……っ……んっ……」

　琉聖さんの舌が私の舌に絡まる。こんなキスは初めての体験で、全身に震えが走り、立っていられなくなりそうなほどで、身体から力が抜けていった。

　そして、さらに深まるキスに膝の力がガクッと抜け、倒れそうになったところを抱き上げられる。

　この先、どんなことが起こるのか、いくら経験がない私でもわかる。つい怖くなり、契約を忘れて琉聖さんの腕の中で手足をバタつかせた。

「嫌っ……下ろしてっ！」

「本当にそれでいいのか？」

　以前襲われなかったことからも、琉聖さんが無理強いするタイプではないことはわかる。それに生理的欲求を晴らしたければ、私でなくても電話一本で女性が来そうだから……。

「あ、あの……本当に心構えが──」

「うるさい口だな」

　戸惑う気持ちでもう一度言うと、琉聖さんは私の言葉を静かに遮った。

　そしてもう一度、唇がふさがれる。

「んっ！」

　唇を貪られるようにキスをされ、琉聖さんの舌が私の口の中を弄ぶように動いていく。いつの間にか私の舌はそれを追っていた。

　琉聖さんのキスは嫌じゃない……。琉聖さんなら構わない……と思ったのも確か。何も考えられなくなるほど頭の芯が痺しびれてきて、ぼうっとしていく。

　どんどんエスカレートしていくキス。気がつくと私は大きなベッドに身体を投げ出し、琉聖さんは慣れた手つきで私のブラウスの前ボタンを外していた。




　二度目の行為が終わったあと、私は琉聖さんの腕の中で少しの間じっとしていた。そうしているうちに身体が楽になっていく気がした。よくわからないけれど、幸せを感じている……そんな気分でもあった。

　だけどその気分は、琉聖さんが突然私から離れてベッドを出てしまったことで、しぼんでいく。

「……シャワーをお借りします」

　突き放されたような気分で起き上がり、やっとのことで口を開く。

「ああ」

　素足を床につけ、自分でも笑ってしまうくらいにたどたどしい足取りで、バスルームに向かった。だがそこに入った瞬間、身体がぐらりと揺れる。

「え……」

　眩暈だった。最初は壁に手をついて我慢していたが、次第にひどくなる眩暈に耐えきれなくなり、ずるずると床に座り込んで治まるのを待つ。

　昨日も家で眩暈を起こしたし、かなり疲れているのかもしれないと頭の片隅で思っているうちに、眩暈を感じなくなっていたけど、時間がかなり経ってしまったことに気づき、急いでシャワーを浴びた。

　寝室に戻ると琉聖さんは白のサマーニットとジーンズという服装に着替えていた。Ｖネックから覗く素肌と男らしい喉元を目にして、再び胸が高鳴るのを感じる。

「あ……遅くなってごめんなさい」

　シャワールームを独占していたことが申し訳ない。

「他のシャワーを使った。気にするな」

　何気ない優しさに、思わず笑みが浮かんでしまう。

「送りがてら食事をしよう」

「いいえ……琉聖さんがよければ、帰りたいんですけど」

　時計の針は二十時をまわったところ。帰るのに遅すぎる時間ではなかったけれど、疲れを感じていたので早く休みたかった。

「あの……買っていただいた洋服は、ここに置かせてもらってもいいですか？」

　あんな量の洋服を持って帰って姉に見られたら、と思うと恐ろしい。




　三十分後、古い一軒家の前に琉聖さんが運転する車が停められた。

「ありがとうございました」

　送ってもらったお礼を言って車から降り、そのまま家の中に入ろうとする。

「柚葉！」

　名前を呼ばれて振り返る。車から降りた琉聖さんは私に近づき、紙袋を放り投げた。とっさに手を広げて紙袋をキャッチした私は、その重さによろける。

　大事な千五百万円のことが、すっかり頭から抜けていた。

「また連絡する」

　ポカンと口を開けている私に、フッと口の端を上げて笑い、彼は車に乗り込んだ。




　家に入ると、姉と慎がキッチンにいた。慎はちょうど冷蔵庫を閉めたところ。昨日と一緒で、ふたりとも浮かない顔をしている。そんな姿に、お金の心配はなくなったと早く言って、肩の荷を下ろしてあげたくなる。

「おかえり。ゆず、何か食べてきた？　ミートソースのパスタを作ったけど食べる？」

　ふたりはすでに食べ終え、私の食べる分だけ残しておいてくれていた。

「食べる。その前にちょっと着替えてくるね」

　琉聖さんに翻弄されたせいで身体の芯がまだ痛み、ぎこちない歩き方を見られないようにキッチンを離れる。

　二階の自分の部屋に入り、タンスの引き出しを開けて、キャミソールとショートパンツを取り出した。ブラウスを脱いでみて、胸の膨らみにあるいくつもの赤い痕を目にして固まる。急いで鏡を見ると、うなじから胸にかけて赤い斑点があちこちに……。

「こんなに……キャミは無理」

　琉聖さんが唇で触れた箇所を見ると、頬が熱くなる。

　私、正気じゃないのかも……会って二回目の人としちゃうなんて……。

　今までどの男性にも魅力を感じず、バージンを守ってきたのに、琉聖さんにキスされた瞬間、何も考えられなくなって、身体を許してしまった。と同時に、ふと数時間前の淫らな出来事を思い出してしまった。

　首を左右に大きく振って残像を打ち消し、ピンクのＴシャツを出した。

　琉聖さんから受け取った紙袋を持って一階に下りて、パスタを食べ始める。

　リビングのテーブルには姉と慎が座り、テレビを観ている。すぐには婚約の話は言えなかった。

　切り出すのが難しいな……。

　そのうちにパスタを食べ終わり、どう伝えようか悩んでいると、ふたりが観ていたドラマのエンドロールが終わり、コマーシャルになった。そのときを狙って私は婚約の話を切り出した。

「ゴホッ、ゴホ……。い、今、なんて言ったの!?」

　姉が麦茶にむせながら聞き返す。

「ゆず姉、婚約って？」

　慎も唖然としている。今まで私が男性と付き合っていた話など聞いたこともないから、当然だろう。

「今日プロポーズされたの」

　なるべく幸せに見えるように、にっこり微笑む。

「誰にプロポーズされたのよ？　ゆず、付き合っている人、いたの？」

　姉が勘ぐるように聞いてくる。

「うん……実は少し前から……。真宮琉聖さんって人と」

　私自身、彼をあまり知らないから深く聞かれたら困る。

「真宮って、ゆず姉の会社の親会社の名前だよね？」

　慎にそう聞かれて「どうして知っているの？」と小首を傾げる。

「あ～。俺、三年だし、これでも就活中だからな。真宮コーポレーションっていったら日本でも有数の大企業だし、ゆず姉の会社の親会社だったから覚えていたんだよ」

「そっか……うん、その真宮コーポレーションの副社長さんなの。とても素敵な人だから、今度会ってね」

　いろいろと聞かれないように心の中で祈る。

「それにしても、ずいぶん急だわね。副社長って、もしかしてすごい年上？」

　まだ信じられないらしい姉は何かを疑うように、じっと私の顔を見ている。

「二十七歳だよ。それでね……事故のことを相談したら、お金を貸してくれたの」

　テーブルの下に隠していた紙袋を取り出して、慎の目の前に置いた。

「何？　これ？」

　目の前に紙袋を置かれた慎が怪け訝げんそうな顔をしながら袋を開け、中を覗き込む。次の瞬間、慎は固まったように動かなくなった。

「どうしたの？　慎」

　姉が不思議そうに聞く。慎が無言で姉の目の前に紙袋をそっと動かすと、不審そうに覗いた。

「ちょ、ちょっと……」

　袋の中身を見た姉が、さらに疑り深い目を向けてくる。

「ゆず、おかしいわよ。そんなにお金持ちの人がプロポーズって。しかもこんな大金をポンと渡すなんて。何か裏があるんじゃない？」

「そんなんじゃないよ。私たちはちゃんと愛し合ってるの。お金はあくまで貸してくれただけだから、慎が地道に返すんだよ？」

　苦し紛れに出た言葉で、慎は納得してくれたみたい。なぜかというと、さっきまでの浮かない顔から一転、慎は嬉しそうな笑顔になっていたから。姉も〝返す〟という言葉で、しぶしぶ納得してくれたようだった。

「ああ、それはもちろん。本当に助かるよ、ゆず姉」

　慎は素直に喜んでくれている。その様子を見ていると、この契約も無駄ではなかったと思った。

「指輪もすごいのね？　とても高そうだわ」

　食事をしているときは勇気が出なくて外していた指輪は、この件を話す直前に左の薬指にはめていた。それを姉は目ざとく見つけた。

「うん、すごいでしょう？　今日、彼が選んでくれたの」

「ハート型のダイヤ……大きいわね」

　エンゲージリングを見て、姉が感嘆のため息をつく。

「ゆず姉、玉たまの輿こしじゃん」

　お金の問題が解決して気持ちが楽になったらしい。慎が軽口を叩たたく。姉もなんだかんだと言いつつ、これで解決するのを喜んでいる様子。ふたりになんとか信じてもらえて安堵したけど、その反動か、どっと疲れを感じた。

　それに、これ以上、琉聖さんについて答えられない質問をされたら困る。ふたりにいろいろと聞かれる前にリビングから引き上げ、自分の部屋に向かった。

　ベッドにコロンと寝そべった瞬間、あっという間に瞼まぶたが落ちてくる。私は一分も経たないうちに眠りに落ちていた。




　たっぷり寝たはずなのに、目覚めると倦けん怠たい感かんがあった。身体は筋肉痛のような痛みで悲鳴を上げている。不格好な動きでなんとか階段を下りてキッチンに行くと、食事中の慎がいた。

「おはよう。ゆず姉、顔色が悪いけど大丈夫？」

　私の顔を見た慎は、トーストを食べていた手を止めて眉をひそめている。

「まだメイクをしていないせいじゃない？　元気だよ」

　慎に答えながらパンをトースターに入れ、大きなカフェオレボウルにたっぷりのカフェオレを注いだ。マーガリンを塗ったトーストをカフェオレで胃の中に流し込むが、食欲は思ったほどなく、飲み物だけにすればよかったとトーストをかじりながら思う。

　土日が忙しいデパートに勤めている姉はすでに出かけていて、慎はたった今、バイトの面接に行った。千五百万円を少しでも返せるようにバイトを増やすと言っていた。

　今日の私は予定がない。琉聖さんは仕事？　それとも誰かとデートかも……婚約中は誠実であると約束してくれたけれど、本気なのかわからない。

　互いに余計な詮索はしないと契約にはあったが、琉聖さんが他の女性とデートしていると考えただけで嫌な気分になることに気づく。

　私……嫉妬してる？　二回しか会ったことがない人なのに？　きっと昨日身体を許したから、そう思うんだ……。

　自分の部屋でテレビを観たり本を読んだりしていても、琉聖さんのことをすぐに思い出してしまう。これって、恋……？

　そんなことはないと大きくため息をつくと、私は睡眠に逃げた。




　翌日。会社に行き、自分の席に着いた途端、麻奈が私の左の薬指の指輪を見つけた。

「柚葉！　どうしたの？　こんなすごい指輪を見たの初めてよ！」

　麻奈が驚いた表情で、指輪から私に視線を動かす。

「……婚約したの」

　やっぱりつけてこなければよかった。相手が誰かを知ったら、いろいろ知りたくなるはず……。

「婚約ぅ～!?　いったい誰と婚約したのよ!?」

　信じられない様子の麻奈が話を聞き出そうとしたとき、上司が姿を見せ、私は口をつぐんだ。




　昼になる少し前、会社に琉聖さんから電話があり、運悪く電話を受けたのが麻奈だった。麻奈は私の婚約者が誰だかすぐに悟ったようだ。

「ゆず、真宮さんから電話」

　何かを疑っている親友は不機嫌な声だ。私は麻奈から目を逸らして、琉聖さんからの電話に出る。

「お電話、代わりました」

『今晩、二十時にレストランを予約した。先にマンションで用意した服に着替えてほしい。服は寝室だ。マンションの警備員室に鍵を開けるよう連絡しておく』

　そう言うと、琉聖さんは私の返事を聞かないまま電話を切った。

　なんてそっけないのだろう……。おととい、今日は食事に行くと言われていたけど。愛し合ったばかりなのに、彼のビジネスライクな淡々とした口調に心の底でがっかりした。愛し合った……そう思っているのは私だけなのかも。琉聖さんにとっては性欲を処理しただけなのかもしれない。




　今日のランチは会社の人の目を避けるため、私と麻奈は少し離れたカフェを選んだ。空いている席に座ると、麻奈が口を開く。ここまで来る途中、何も聞かなかったということは、詳しく一から聞きたいからだろう。

「で？　ゆずの婚約者は真宮琉聖さんよね？　いったい会ったばかりでどうして？」

　ずっと麻奈に話すか迷っていた。契約書のこともあるから、話せないこともある。いつも親身になってくれる麻奈に言わないわけにはいかないと考え、婚約した経緯を話した。

「千五百万円ねえ……。そりゃ、すぐに用意はできないわよね」

　麻奈が重いため息をつく。

「うん……だからこの指輪は、本当は私のものじゃないの。借りているだけ。偽の婚約だから……」

　別れたら売ればいいと言った、琉聖さんの言葉を思い出してしまった。

　借りたお金は、時間はかかるけれど必ず返す。この指輪は手元に置きたくないし、売りたくもない。だから婚約を解消したら、指輪も返す。琉聖さんが好きなように処分すればいい。

「真宮さんは、千五百万円を何に使うのか知っているの？」

「ううん……なぜ千五百万円が欲しいのかって聞かれたとき、婚約解消後は会社にいられないからって言っちゃったの。だから彼は、別れたあとの生活費だと思ってる」

　あのときは意地になっていて、琉聖さんには正直に打ち明けたくなかった。

「そっか……しばらくは大変だね。まあ、本当のことを言わないほうがいいかもね」

　麻奈は一度言葉を切ってから続ける。

「どのくらいの期間かわからないけれど、別れるんだから、いっそのこと計算高い女に思われていたほうがいいかも。そのほうが後腐れなく別れられそうじゃない？　その間に、高価なものをたくさん買ってもらっちゃえば？」

　麻奈の言うように計算高い女でいたら、いずれ琉聖さんに嫌われ、別れるときに苦しい思いをしなくても済む？

「……ゆず、契約通り、本気になっちゃダメよ？」

「わかってる……」

　ウエイトレスがランチプレートを運んできて、私たちは食べ始めた。




　就業時間が終わり、琉聖さんのマンションへ向かった。

　警備員室に行くと身分証明書の提示を求められ、本人だと確認後、部屋まで一緒に来て鍵を開けてくれた。

　玄関に入ると、中はシーンと静まり返っている。まだ琉聖さんは戻っていないようだった。

　大企業の副社長なんだから、定時には帰れないよね。

　玄関からリビングに向かう。今日も塵ちりひとつ落ちていない完璧な部屋だった。

　綺麗な部屋……埃ほこりもない……。誰が掃除をしているんだろう？　まさか琉聖さんってことはないよね？

　そんなことを考えながら、服が用意されている寝室に足を運ぶ。そこに入るのはあのとき以来……と、変に意識をしてしまい、心臓がドキドキしてドアノブに置いた手が震える。大きく深呼吸をしてからドアを開けた。

　目に飛び込んできた大きなベッドを見て、さらに頬が熱くなる。

　急いでベッドから視線を逸らし、ローズピンク色の膝丈のワンピースに目を向ける。このワンピースは試着していないので、たくさんの箱の中のひとつに入っていたものだろう。肩から流れるような柔らかい生地の袖が可愛らしいデザインだけど、少し派手な色は目を引いてしまうかもしれなかった。




　あとは髪をどうするか……。着替えとメイクを済ませて残る支度は髪型だけになり、ローズピンク色のワンピースを着た姿で鏡の前に立ってみる。

　高級なだけに着心地は申し分ないけれど、こういうおしゃれなワンピースを着たのは二回目。正直言って自分に似合っているのかわからない。琉聖さんには、綺麗で自信に満ちていて、いわゆる才色兼備の女性が似合うと思う。引っ込み思案の私では不釣り合いに思える。

　髪型をどうするか決めかねているところへ、パウダールームのドアが開いて琉聖さんが現れた。鏡の中で彼の金色を帯びた瞳と視線がぶつかり、慌ててイスから立ち上がる。

「あ！　お邪魔してます」

　ブラシを持つ手を止めて琉聖さんに向き直る。

「ああ、用意は済んだのか？」

「あとは髪を……」

　仕事をしてきたはずなのに、帰ってきた琉聖さんは憎らしいほど爽やかで、じっと見つめられると次第に心臓が暴れ始める。恥ずかしくなって視線を逸らす。すると、彼が近づいてきた。そして私の顎に指をかけて、そっと立ち上がらせると唇を重ねてくる。

　優しく啄ついばむような思いがけないキスに切なくなって、胸がキュンとなった。いつ終わるのだろうと思うほど、角度を何度も変えて続くキス。そのキスに引き込まれ、夢中になりかけたとき、我に返る。

「っ！　……や！」

　私は琉聖さんの胸に両手を置いて乱暴に離れた。

　優しくキスをされて悟ってしまった。キスをされて……その先までしてしまって、彼を愛さないはずがない。

　だけど愛してはいけない。だから、拒絶することで込み上げる思いを振りはらいたかった。

　気まずい雰囲気のまま俯く。そこへ首に冷たいものが触れた。小刻みに震えている指を胸元にやると、金属に触れる。ネックレスのようだ。

「キスの代償だ」

　口の端を少し上げた皮肉めいた表情で、琉聖さんが私を見ている。

「着替えてくる」

　琉聖さんは踵を返し、戸惑う私を置いて部屋を出ていった。私は閉まったドアを少しの間見つめていた。それから、重いため息をついてドレッサーの前に座り直す。

　座ってみると、自分の足がさっきのキスで震えていることに気づいた。

　そして、鏡に映るネックレスを見て目が大きくなる。

　首元には、指輪より大きなダイヤを囲むようにして、小ぶりなダイヤがハート型を作っていた。

　本物だよね……？　もしかして、指輪より高価じゃ……。

　震える指で、おそるおそるそれに触る。視線を唇に移すと、艶やかに光を放っていたルージュは先ほどのキスでなくなっていた。

　琉聖さんのキスは好き……。琉聖さんにキスをされると夢中になってしまう……。

　愛してしまいそうだった。だからさっきは怖くて拒絶した。

　琉聖さんのことを考えて、少しぼんやりしてしまったらしい。ドアが開いて、ダークグレーのスーツを着た彼が入ってきた。その物音にハッとして、ルージュをつけ直し、髪はそのまま垂らすだけにした。

　そして支度が終わると、琉聖さんは何も言わずに私の肘を取ってマンションをあとにした。




　最高級のイタリアンレストランで、まるで本当の恋人同士のように食事をした。

　明るい店内にはおしゃれをした男女や家族連れがいる。その中に琉聖さんの知り合いも多数いるようで、私が婚約者だと周知させるのが目的みたいだった。
















二　つかの間の幸せ
















　琉聖さんとの食事から数日が経ったある日、私は残業で遅くまでパソコンに向かっていた。

　今日は琉聖さんと食事をするはずが、就業時間間際、課長に書類ミスを指摘されて残業になった。自分の仕事ではなかったが、ミスをしてしまった一年後輩はあいにく今日から三日間、有給休暇中。明朝には部長に提出しなくてはならない書類だったため、私が課長に直すように頼まれたのだ。

　残業を命じられたとき、正直、がっかりしている自分がいた。しかし申し訳なさそうに頼まれて、琉聖さんに会いたい気持ちを抑えて引き受けた。

　夕方に休憩室へ行き、先週修理から戻ってきたスマホで、琉聖さんに断りの電話をかける。食事のときに連絡先は交換してあった。琉聖さんは来客中で、彼の声を聞くことができずさらにがっかりしながら、桜木さんにメッセージを伝えた。

　本気にならない約束なのに、どんどん彼に惹かれている自分に気づく……。




　琉聖さんに会えずに落胆していると、デスクの上に置いていたスマホが着信を知らせた。琉聖さんの名前が文字盤に浮かび上がり、落胆していた気持ちが浮上する。

『残業か。仕方ない。頑張れよ。ところで、明日、ホテルでパーティーがある。急きゅう遽きょ出席しなければならなくなった』

「パーティーですか？　私……」

　パーティーと名がつくものなんて、結婚式くらいしか出たことがないし、私の知っている世界とは絶対に違うはず。正直言って気が乗らない。だから断ろうとした。

『嫌とは言わせない』

　すると私の気持ちを汲くみ取ったらしく、琉聖さんの声のトーンがさらに低くなった。

　琉聖さんが私と婚約の契約を結んだのは、こういう場への出席も含まれている。

「……わかりましたっ」

　大人げなくぶっきらぼうに返事をした私の耳に、電話の向こうから、笑い声が聞こえた。

『明日だ。忘れるなよ。ドレスはマンションに置いてある』

　柔らかく念を押され、電話は切れた。




　翌日、仕事が終わるとロッカールームに飛び込み、焦りながら私服に着替えた。パーティーは十九時からで、腕時計の針は十八時をまわろうとしていた。今日中に終わらせないといけない入力作業が終わらずに、すっかり遅くなってしまった。

　地下鉄を降りて、足早に琉聖さんのマンションへ急ぐ。

　彼のマンションはいつ来ても、自分の住む世界とは違いすぎて気後れしてしまう。豪華なエントランス、丁寧な警備員。常時、ロビーにはまるで執事のような雰囲気を思わせる男性のコンシェルジュがいる。私はふたりに会え釈しゃくをすると、エレベーターへ向かった。

　玄関に入った瞬間、自動で電気がパッとつく。至れり尽くせりの最新の設備。部屋の中はシーンと静まり返っていて、琉聖さんはまだ戻っていないようだ。遅くなってしまったので、少しホッとした。

　ホテルでパーティー、どんなドレスを着ればいいのかな。琉聖さんの寝室の隣にあるウォークインクローゼットに向かう。買ってもらった数多くのドレスはそこにある。

　早く決めないと……。

　ハンガーにかけられているドレスを、順番に見始めた。

　パーティーだから、やっぱりロングドレス？　経験がない私は選べない。それでも早く決めようと、真っ先に目についたものから選んだ。そのドレスは爽やかな水色の華奢な肩かた紐ひもがアクセントのドレスだった。丈がくるぶしまであり、今回のパーティーに合うか自信はないけれど、これが一番自分に似合いそうだった。

「その選択もいいが……、この箱の中を見ていないのか？」

「きゃっ！　びっくりした」

　驚いて床に落としてしまったドレスを急いで拾う。

「すまない、言っていなかったな。夕方届けさせたんだ。この箱に、今日着てもらいたいものが入っている」

　琉聖さんは時計やネクタイなどの小物が収納されている、ガラス棚の上の大きな白い箱を示す。箱の下のほうに小さく有名ブランドのロゴがある。彼は私が手にしていたドレスを取り上げ、開けた箱の中の薄紙を外し、中身を見せた。

　薄紙の下にあるドレスに、私は目を見張った。琉聖さんはそのドレスを私に手渡す。オフホワイトのロングドレスだった。少し幅のある肩紐とウエスト、そして裾に施されたレースが目を引く。Ａラインのそのドレスは触れるのも躊躇われるくらい上品で優雅だ。

　ウエディングドレスのようなそれを手に、あっけに取られていると、琉聖さんは四角くて薄いベルベットの箱も差し出した。

「これをつけるんだ」

　こわごわと蓋を開けてみる。

「そんな……琉聖さん……」

　驚きのあまり、思わず絶句してしまった。中にはルビーがたくさん連なっている、豪華なネックレスと、揃いのブレスレット。万が一のことを考えると、これを身につけるなんてできない。第一、身につけても私に似合うはずがない。これは容姿端麗の大人の女性に似合うもの。

「ダメです……つけられません」

　私は蓋をパタンと閉じ、琉聖さんに返す。

「君のために用意したものだ。君がつけなければ意味がない。ドレスにわざわざ合わせたものだ」

「でも……」

「今日でこの婚約は広く世間に知られるんだから、しっかりアピールしないとな。支度はゆっくりでいい。あと五分ほどで、頼んでいるヘアメイクも来る。少し遅れて登場したほうが人も集まっているし、目立つだろう」

　琉聖さんは部屋から出ていった。

　そういうことなんだ……。婚約をさらに広めるために出るパーティーだったんだ。でも、私を着飾らせても、琉聖さんに相応しい婚約者になれるとは思わない……。

　私は重苦しいため息をつくと、ドレスを持ってパウダールームへ向かった。




　想像していたよりも、パーティー会場内はきらびやかな世界だった。中流家庭に育った私には縁のない世界──男女が着飾り、芸術的な料理を申し訳程度につまんでいる。テレビで目にしたような世界が眼前に広がっていた。

　私をエスコートした琉聖さんが会場の中に入った途端、今までのざわつきが、水を打ったような静けさに包まれた。聞こえるのは優雅なクラシックの音色だけ。

　琉聖さんは気後れしている私の腰に手を置きながら中へ進んでいく。彼は見事に会場内の雰囲気に溶け込んでいた。ウィングカラーに蝶ちょうネクタイ、ロングタキシードがさらに彼の長身を際立たせている。

　琉聖さんは信じられないほど素敵だった。誰よりも容姿端麗な姿は、この会場にいる女性たちの注目を独占していた。特に若い女性は琉聖さんを見て、胸をときめかせているのかもしれない。私もマンションでその姿を見てから、ずっと心臓のドキドキが止まらない。

「琉聖さん……、私……」

　私の声は微かに震えていた。

「どうした？」

　琉聖さんは私の顔を覗き込むようにして、優しく聞いてくれる。

「今日は最高に綺麗だ。隣で笑っていればいい」

　私の耳元で囁ささやく琉聖さん。腰に置かれた手、優しい微笑みは、怖じ気づきそうになった私を勇気づけてくれる。演技なんていらない。演技をしなくても、私は琉聖さんに微笑まれるたびに幸せな気分になるから。少し自信を持てた気がした。

　彼は知り合いに会釈をしながら、奥へと進んでいく。飲み物を振る舞うウエイターを琉聖さんは呼び止めた。自分にはシャンパン、私には濃い紫色のグラスを選ぶ。グラスを見て、再び不安そうな顔をする私にフッと笑う。

「安心しろ、アルコールは入っていない」

　彼の言葉に安心して頷き、グラスを口に運んだ。

「こんな時間だ、腹が空いているだろう？　何か食べよう。取ってくるからここにいてくれ」

　一緒に取りに行ったほうがいいのか、戸惑っているうちに颯爽と行ってしまった。

　彼がいなくなると、まわりの人たちが興味津々に自分を見ているのを感じる。

　頼りの琉聖さんが離れて、言いようもない心細さに襲われる。私は好奇心の視線から隠れるように俯いた。

　琉聖さんのような人の婚約者が私で、ここにいる人たちは納得するのだろうか。

　やはりこうした世界は苦手だ、と思った瞬間、おいしそうな料理をのせた皿が、目の前に差し出された。

「ありがとうございます。おいしそう……」

　時刻は二十時をまわっており、お昼から何も口にしていない私のお腹は鳴る寸前だった。琉聖さんに微笑むと、渡されたフォークを使って口に運ぶ。そして琉聖さんも食べようとしたとき、ひとりの男性が近づいてきた。親しげな笑みを浮かべた恰幅のいい男性だ。白髪交じりなので、かなり年上のよう。食事を中断した琉聖さんに合わせ、紹介された私も静かに彼のそばで話を聞いていた。

　そのあとも大勢の人が琉聖さんに挨拶をしに来ては、そのたびに私は婚約者として紹介された。どの人も反応は似ている。ただのガールフレンドだと考えていたようで、婚約者だと知ると、驚きながらも祝福の言葉を述べる。

　だけど、本当に祝福してくれているのか、いささか疑問だ。ある人などは、娘の婿にと思っていたのに残念だ、と失礼な言葉を口にした。その人は、テレビで見たことのある大臣だった。別の中年の女性は、私がどこの令嬢なのか知りたがった。

　パーティーには外国人も多く、琉聖さんは英語やイタリア語を流りゅう暢ちょうに扱う。日本語になれば、話の内容は経営や政治のことなどで私には高度すぎて、まったくついていけない。すごい人なんだな……と、改めて感心しつつ、彼のことを何も知らないのだと今さらながら思い知らされた。

　時間が経つにつれて身体が重くなり、疲れてきた。慣れない高さのヒールを履いたせいで足も痛い。さらに緊張からか、頭痛までしてきた。

「琉聖さん、レストルームに行ってきますね」

「場所はわかるか？」

　私は「廊下に出ればわかると思います」と言って、琉聖さんから離れて出入口に向かった。




「柚葉ちゃん！」

　レストルームから戻った私は、聞き覚えのある声に名前を呼ばれ、足を止める。声がしたほうを見ると、シルバーのキラキラ光るタイトなロングドレスを着た貴子さんが、にこやかに近づいてきた。

「柚葉ちゃんったら、なんて綺麗なの！　一瞬、わからなかったわ！」

　私を頭からつま先まで眺めると、いきなり貴子さんに抱きつかれた。

「琉聖はどこなの？　こんなに綺麗な柚葉ちゃんをひとりにして」

「レストルームから戻ったばかりなので……」

　視線を会場に向けたとき、横から琉聖さんが現れて、私の腰に腕がまわされる。

「あら、相変わらずの男前ね」

「お袋は相変わらず派手だな」

　琉聖さんはすました顔で、にこりともせずに言う。

「そんなのはわかりきってるでしょ。それより婚約おめでとう。とっても嬉しいわ。みなさんに柚葉ちゃんを褒められて、とてもいい気分よ」

　貴子さんは私に向き直り、美しい顔を崩す。

「ありがとうございます。ご挨拶にお伺いしていなくて申し訳ありません」

　琉聖さんのご両親に報告に行く前に、婚約を知られてしまったのが後ろめたい。それに、私は偽の婚約者だということも……。

「いいのよ。琉聖がやっと本気になった女性ですもの」

　貴子さんは本当に嬉しそうで、心から祝福してくれているようだった。真宮家ほどの家柄なら、どこかの令嬢との結婚を琉聖さんに内緒で進めそうなのに……。この婚約を貴子さんは心から喜んでくれている。

　そんな貴子さんを騙だまし、私の胸は痛んだ。琉聖さんをそっと仰ぎ見ると、信じ込ませることができて喜んでいるかのような笑みを浮かべ、「親父は？」と聞く。

「彼は今、ニューヨークよ」

「ああ、そうだったな」

「柚葉ちゃん、主人のように琉聖も仕事中毒だからつまらないわよ。出張が多くて、夜も遅いし、お付き合いもあるから、ほとんど家にいないのよ」

「余計なことは吹き込まなくていい」

　琉聖さんは、貴子さんを軽く睨んで言う。

「はいはい、わかりました。今から暴露したら、柚葉ちゃんに婚約解消されてしまうかもね。邪魔者は消えるわ。柚葉ちゃん、近いうちに家にも遊びにいらしてね。そうだわ、一緒にお買い物にも行きましょう」

「そのうち家に連れていく」と、琉聖さんが約束し、貴子さんは嬉しそうな足取りで去っていった。

「後ろめたいです……」

　ふたりだけになると、私はボソッと呟いた。

「お袋は君にべた惚れだな。君を選んで正解だ」

　琉聖さんは、皮肉めいた微笑を浮かべている。

「そろそろ帰るか。二十二時を過ぎている」

「もうそんな時間……」

　いつの間にか時間が過ぎていて驚く。慣れないヒールによる足の痛みも限界に近いし、疲れていたのでこれで帰れると思ったらホッとした。

　琉聖さんにエスコートされて出口に向かう。そこで、細身の女性に遮られた。

「菜な々な美み？」

　琉聖さんが、目の前に立ったモデルのように背が高い女性に驚いている。

「お久しぶり、琉聖」

　真っ赤な露出度の高いミディアム丈のドレスを、綺麗に着こなしたその女性は笑みを浮かべている。

「……菜々美、いつ日本に？」

　琉聖さんが、少しぶっきらぼうな口調で聞いている。

「おとといよ」

「旦那と一緒に？」

「いいえ……違うわ。琉聖、話があるの」

　ふたりの間を流れる空気には、私が入り込めない何かがあり、無意識にそっと後ろに下がろうとした。だが、腰に置かれていた手に力が入り、その場に留まる。

「菜々美、紹介する。婚約者の柚葉だ」

「え……？」

　菜々美と呼ばれた女性は、驚いて戸惑いの表情を浮かべる。

「下山柚葉です」

　私は驚く菜々美さんに、丁寧に頭を下げた。

「婚約したの？」

　私を値踏みするような視線で見つめる菜々美さんの目は、動揺しているようだった。

「ああ、そうなんだ。じゃあ、失礼するよ」

　琉聖さんは私を促し、出口に向かう。

「私は、変わったの！」

　菜々美さんが小さく、それでいて琉聖さんに聞こえるように言う。琉聖さんの足が一瞬止まった。私は彼を見上げる。だが立ち止まったのは一瞬で、次の瞬間、琉聖さんは私の腰に置いた手に力を込め、再び歩き始めた。




　会場を出ると、琉聖さんが所有する高級外車と共に桜木さんが待っていた。座席に乗り込んだ瞬間、腰にまわされていた手が離される。

　琉聖さんは動揺しているみたいに見える。菜々美さんに会ってから様子がおかしくなった。彼はひとこともしゃべらずに長い足を組み、顔は窓の外に向けている。なんだか、拒絶されているみたいだ。

　さっきまでは演技とはいえ、優しくされて幸せを感じていたのに……。

　私はなんとなく気まずくなって、窓に頭を寄せて眠ったフリをした。




「柚葉、着いたぞ」

　琉聖さんの声が聞こえ、身体が軽く揺さぶられる。

「え……あっ！」

　慌てて姿勢を正し、目を瞬かせると、窓から自宅の玄関が見えた。眠ったフリが本当に眠ってしまった。

「よく寝ていたな」

「え？」

　ものの一分ほどしか寝ていない感覚だったが、どうやら違っているようだ。何がなんだかわからずにぼんやりしていると、彼の唇が乱暴に重ねられた。

「ん……っ……」

　すぐに琉聖さんの舌に舌が絡め取られ、思うままに口内を堪能される。車の中で、しかも桜木さんがいる。けれど、そんなのも頭に入らないくらい琉聖さんのキスに私は夢中になってしまう。つい両手を伸ばして琉聖さんの首にまわした瞬間、いきなり引き剥がされた。

「っ！」

　自分からキスしてきたのに……。

　突然キスをやめられて、呆然と琉聖さんを見た。

「早く家に入れ」

「お、おやすみなさい……」

　桜木さんが車のドアを開けて待っていた。私はドレスの裾を手繰り寄せて車から降り、桜木さんに会釈すると、琉聖さんのほうは振り返りもせずに家の中へ入った。




　目覚まし時計がけたたましい音をたてて鳴り、目が覚めた。今日は土曜日だ。

「ん……」

　ベッドから起き上がって床に下りた瞬間、立ちくらみに襲われた。慌ててベッドに腰かける。

「寝不足かな……」

　昨晩、琉聖さんのことばかり考えて、なかなか眠れなかった。頬に触れると、ちょっと熱っぽい気もする。寝不足のせいで身体の倦怠感が残っている。ふと顔を上げた私の目に、昨日のドレスが映る。

　琉聖さん……。私は琉聖さんを愛し始めているのかもしれない。菜々美さんという女性と話す琉聖さんを見て、嫌な気分だった。ふたりの間に恋愛感情があったのがわかったから……。

「ゆず？　起きてる？」

　ベッドの端に腰かけていると、姉が部屋を覗いた。

「今、起きた……」

「仕事に出かけてくるわね。慎もバイトでいないから」

「うん。気をつけていってらっしゃい」

　ベッドに座ったまま小さく手を振る。

「ゆずは出かけるの？」

「ううん、出かけないから夕食を作っておくね」

　料理は嫌いなほうじゃない。早くに両親が亡くなってからしばらくは、姉が家事をやってくれていたけど、最近は三人で分担している。慎の料理は食べられたものじゃないので、慎はもっぱら掃除係だけど。

「じゃあ、よろしくね。いってきます」

　姉を玄関で見送ろうと立ち上がった瞬間、脱力感に襲われて再びベッドに座る。

　疲れているんだな……いろいろあったから。もう一度寝よう。




　ふと目が覚めて時計を見ると、夕方──もうすぐ十七時で、驚いて飛び起きる。

　ずっと寝ていたなんて、信じられない……。

　こんなことは今までなかった。たっぷり眠ったおかげか体調は戻った気がする。

　ふと目が覚めたのは、麻奈からのメールの着信音のせいだったようだ。

【明日空いている？　暇だったら買い物でもしない？】

　麻奈からのそっけないメールに笑ってしまう。【大丈夫】と打ち込む。私の返事も簡単すぎてどうかと思うけれど、麻奈へメールを返信した。




「麻奈！」

　原はら宿じゅくのオープンカフェのテーブルに座る麻奈がいた。彼女も私に気づき、笑顔で手を上げる。

「待った？」

　そう言った私の息は上がっていた。

「ううん、今来たところ。大丈夫？　走ってきた？」

　息切れに気づいた麻奈が、軽く眉を寄せながら聞いてくる。

「少しだけ、最近体力が衰えたって感じ。ちょっと走ったくらいで苦しいなんて」

　十代のときのような体力は、二十代になると衰えるのだろうか。

「そうよ、私たちも年取ったのよ。もう若くないんだから」

　自分もそうだと言うように、麻奈が笑う。

　少しして、オーダーしたパスタ料理と飲み物が運ばれてきた。

「で、どうなの？　真宮さんとは」

「どうって？」

　フォークを弄びながら、小首を傾げて私は聞いた。

「うまくいっているの？」

「うまくも何も、私たちは契約だから……」

　本気にならないように釘を刺したのは麻奈なのに。急に頬が火照って熱くなり、喉の渇きを覚えて、目の前のオレンジジュースをひと口飲んだ。

「でもゆず、ますます綺麗になったよ。着ている服もおしゃれになったし」

　麻奈に言われて自分の服装を見る。今日はブルーのキャミソールに白のサマーカーディガン、フレアスカートはトップスと一緒のブルーだ。私の好きなテイストで、すべて琉聖さんに買ってもらった服だと気づく。

「ゆず、真宮さんの話になると、恋する乙女って顔になる。真宮さんを愛しているんじゃない？　モテ男の彼に本気になったら傷つくよ？」

　愛している……その自覚が芽生えたのは最近だけれど、ひと目惚れだったのかもしれない。そうでなければ身体は許さない。

　だけど麻奈の質問には答えず、ただ微笑んだだけだった。

「あれ？　もう食べないの？」

　私の皿に半分以上残っているパスタを見て、食べ終わった麻奈が言う。

「うん、もうお腹いっぱい」

「ちゃんと食べて。最近のゆず、顔色も悪いし。真宮さんに振りまわされて忙しすぎるんじゃない？」

「もう入らないよ。ね？　それより買い物に行こうよ。欲しいものがあるの」

　隣の席に置いたバッグを手にして、立ち上がった。




　カフェを出て、原宿の街から神じん宮ぐう外がい苑えんの辺りをブラブラと歩き、気に入った洋服やアクセサリーを購入し、夕方に麻奈と別れた。これから麻奈は修二さんとデート。青あお山やまで待ち合わせ。

　これから修二さんと会えるので嬉しそうな麻奈と別れて、ひとりで大通りを歩いていると、何気なく通りの向こう側を見た私の足が止まる。

　琉聖さん……？

　おとといパーティーのときに会った菜々美さんと、琉聖さんが歩いていた。身長が高い美男美女のふたりは目立つ。その姿を見て、頭の中が真っ白になった。呆然と立ち尽くし、目はふたりの姿を追っていく。琉聖さんたちは表おもて参さん道どう方面へ歩いていってしまった。




　電車に飛び乗り、気がついたら自分の部屋にいた。

　私、ふたりを見て嫉妬している……。

　もやもやした気持ちに襲われ、涙が頬を伝わる。

　あの女性が琉聖さんにとってどんな存在だったのか、聞かなくてもわかる。前にバーで元彼女らしき女性と接していたときの彼の表情とまったく違う。パーティーで、彼女を見つめる彼の瞳は切なげに見えた。さっきも手や腕は組んでいなかったけれど、恋人同士の雰囲気だった。

　もうすぐ契約が終わる……。

　そんな気がした。何も考えたくなくてベッドにうつ伏せになると、私は枕に顔を埋めた。




　翌日。目覚ましの音で、なかなか開かない目をようやく開ける。頭は重く、手を額に当てた。

「ゆず？　遅刻するわよ？」

　いつも一階に下りてくる時間になっても現れない私を、姉が起こしに来た。

「お姉ちゃん……風邪ひいちゃったみたい」

「ちょっと待ってなさい。体温計を持ってくるから」

　持ってきてくれた体温計で熱を測ると、三八・三度。

「病院に行く？」

「ううん、大丈夫。薬飲んで寝るから」

「そう？　残業しないように、なるべく早く帰ってくるから、ちゃんと寝ているのよ？」

　姉はまるで亡くなった母のようだ……と思いながら、姉の作ってくれたおかゆを少し食べて、解熱剤を水で流し込む。部屋に戻り、会社に病気で欠勤の電話をかけてから再び眠った。




　しばらく寝ていた私の耳に、ふと何かが鳴る音が聞こえてきた。

　スマホが鳴っている……。

　その音にハッと目が覚めて、枕元のスマホを手にする。

「もしもしっ!?」

『どうした？　何回も鳴らしたぞ？』

　琉聖さんだった。その声を聞くと、嬉しくてドキドキと心臓が暴れ始める。

「あ……ごめんなさい」

『どうした？　昼休みだろう？』

「……風邪をひいて、家なんです」

『風邪？　熱は高いのか？』

「楽になったから下がったみたいです。何か……？」

『いや、いい。ゆっくり休め』

　そう言うと琉聖さんからの電話は切れてしまった。

　この前は琉聖さんの様子がおかしかったけれど、今日はいつもと同じみたい。

　昨日の菜々美さんと一緒の彼を思い出してしまう。なんの用だったんだろう……。




　たっぷり眠ってしまったせいか、電話のあとは眠れずにいた。

　しばらく横になっていたが、喉が渇いてキッチンで水を飲んでいると、玄関のチャイムが鳴った。

　誰だろう……？　平日のこんな時間は、勧誘か宅配便？　勧誘だったら出たくないけれど、宅配便だったら出なければならない。

「は……い？」

「柚葉？　俺だ」

　聞こえてきたのは琉聖さんの声。思いがけない訪問に驚いてしまう。仕事中のはずなのに。

　私は急いで玄関の鍵を開けに行った。

「起こしたか？」

「ううん、ちょうど起きていたところです」

　汚れひとつない革靴を脱いで家に上がった琉聖さんは、私の額に手を伸ばした。

「まだ熱がある」

「……大丈夫です。身体はつらくないし。仕事中じゃないんですか？」

「外出のついでに寄った」

　琉聖さんが、大きな果物籠をキッチンのテーブルの上に置く。

「たくさんの果物……ありがとうございます」

　上にかけられていた包装紙には、高級フルーツ専門店の名前がプリントされていた。果物を前にして、なぜ琉聖さんがうちに来たのかが気になる。

　昨日の予感──契約終了が本当になるの？

　偶然にふたりを見かけたことをまた思い出す。

　親しげなふたりを見た、あのときに思ったことが脳裏をよぎる。

「……柚葉？　柚葉？」

「えっ？　は、はいっ」

　琉聖さんの声に、我に返る。

「どうした？　やっぱり具合が悪いんじゃないのか？　ぼんやりしているぞ？」

「だ、大丈夫です。なんでしたっけ？」

「食欲はあるのか？　果物、どれか食べるか？」

　言われて私は籠の中身を見た。艶やかで真っ赤なリンゴがおいしそう。

「リンゴをいただきますね」

　シンクに向かおうとした私の手からリンゴが奪われる。

「俺がやる」

　包丁を持ったこともなさそうなのに、琉聖さんは綺麗に皮を剥むいていく。

「どうした？　ポカンとバカ面をしているぞ？」

「バカ面って！　キッチンに立ったこともなさそうなのに、綺麗に剥くからっ」

「料理はできないが、これくらいはできるさ。ひとり暮らしは長いんだ」

　新しく知った事実に、私は琉聖さんに見えないように笑みを漏らしながら食塩水を作った。




「いただきます」

　キッチンのイスに座って剥かれたリンゴを口にする。シャリッとした食感で、ゆっくり口の中で噛かみしめると、リンゴの香りが口の中に広がる。蜜がたっぷり入った甘くてみずみずしいリンゴだった。

「おいしいです。ありがとうございます」

　斜め前に座っている琉聖さんに、にっこり笑う。ふいに伸びてきた指が私の顎に触れた。

「垂れている」

「あ……」

　指の腹で顎に垂れた果汁をそっと拭ってくれる。

　恋人同士のような仕草に、私の心臓がドキッと音をたてた。それから琉聖さんは顔を傾けてキスを落としてきた。垂れたリンゴの果汁を舐なめるように唇を啄まれる。

「風邪がうつっちゃう……」

「そんなにやわじゃない」

　もう一度唇が重なり、さらに深いキスになっていく。夢中でキスに応えると、やっぱりキスを終わらせたのは琉聖さんだった。

　夢中でキスを返してしまい、恥ずかしくなり真っ赤になって俯いた。キスをしたあとはいつも気まずくなる。イスが引かれる音に顔を上げると、琉聖さんは立ち上がっていた。

「えっ、もう……？」

　ポカンとする私に、琉聖さんは軽く笑みを浮かべた。

「桜木を待たせている。治ったら連絡をくれ。お大事に」

「あ、ありがとうございました」

　琉聖さんは私の額にキスを落としてから、帰っていった。

　契約終了を告げられるのかと思っていた。でも、違うみたいでホッとしている自分に気づく。




　翌朝、だるさはあったものの、熱は下がっていたので仕事に行く。今は忙しい時期なので、休むと麻奈や同僚に迷惑がかかってしまう。

　咳せきは出ないし、風邪じゃなかったのかな。最近よく熱が出るのは環境の変化による疲れなのかもしれない。鼻血もよく出るし……今朝も出たけど、すぐに止まってよかった。鼻の粘膜も弱くなったみたい。

　昼休みになると、琉聖さんにメールを打った。

【昨日は果物をありがとうございました。他の果物もおいしかったです。熱も下がり、今日は出勤しています】

　これが婚約者に打つメールだろうか。あまりにも婚約者らしくない。

　もうすぐ就業時間が終わりになる頃、琉聖さんからメールが返信されてきた。

【今日はうちに泊まれ。二十時頃に帰れると思う】

　泊まれって……、一瞬、戸惑ったけれど、琉聖さんに会えるのは嬉しい。私は笑みを漏らしながら【わかりました】と返信する。




　お見舞いの果物のお礼に夕食を作ろうと、帰りにスーパーマーケットに立ち寄り、食材を買ってマンションへ急いだ。何を作ろうか考えながら食材を選んでいたら、買い物に思ったより時間がかかってしまった。

　早速、エプロンをしてキッチンに立ち、ジャガイモを剥き始める。彼の好みがわからなかったから、家族に好評の肉じゃがと手製のドレッシングを使ったサラダ、鶏肉のいそべ揚げとお味み噌そ汁しるを作ることにした。

　料理を作り終えたとき、玄関のドアが開く音が聞こえてきた。キッチンを出ると、琉聖さんがリビングに入ってくるところだった。

「おかえりなさい」

　タイミングがいいな、なんて思いながら、にっこり笑って出迎える。

「ただいま。料理をしていたのか？」

　琉聖さんはネクタイを外しながら、私に近づいてきた。

「はい。昨日のお礼と思って。何が好きかわからなかったので、和食を」

「もう大丈夫なのか？　まだ顔色がよくないように見えるが」

　そう言うと、いきなり抱き寄せられた。そして、唇がふんわりと重なる。

「んっ……」

「熱はないみたいだな」

「えっ？　今のキス……」

　琉聖さんはしたり顔で笑い「着替えてくるよ」と言って、寝室に消えた。後ろ姿を見送って私はクスッと笑う。なんだか新婚さんみたいだった。




　お味噌汁を温めていると、琉聖さんが寝室から出てきた。冷蔵庫から出したサラダとご飯、お味噌汁をテーブルに並べたばかりで、琉聖さんが席に着く。

「うまそうだな、いただくよ」

　私はにっこり微笑んで、琉聖さんが料理に箸をつけるのを見ていた。

「うまい！　肉じゃがは久しぶりだ」

「よかった……」

　つい、ホッとした笑みを浮かべてしまった。いつもおいしいものを食べている琉聖さんの口に合うか、自信がなかったから。




　食事が終わり、食器を片づけている間、琉聖さんはソファに座り、くつろいでいた。その間に二回ほど仕事の用事でスマホが鳴り、本当にくつろぐことはできなかったようだけれど……。

　リビングにはクラシックの曲が小さく流れている。コーヒーを淹いれて琉聖さんの目の前に置く。琉聖さんは「おいで」と言って、私の腕を軽く引っ張った。

　バランスを崩して琉聖さんの膝の上に横座りになってしまい、目が合うと啄むようにキスされる。

　そして「あさってからニューヨークへ出張になった」と言われた。

「ニューヨークへ？」

「ああ、契約に少々手こずっているようだ。一週間で戻るよ」

　そう言いながら私の髪を弄ぶ琉聖さんに、落ち着かない気分になる。

「お、重いから、下ります」

「重くない。むしろ軽いくらいだ。もっと肉をつけたほうがいいな」

　そう言って、私の首筋に顔を埋めた琉聖さんは唇を当てた。思わず甘い声が出てしまいそうだ。

「明日も泊まるんだ」

　あさってから一週間も彼に会えない。寂しい気持ちが込み上げて、コクッと頷く。

　抱き上げられて寝室へ連れていかれ、私は琉聖さんのことしか考えられなくなった。

　優しいキスが降り注がれ、翻弄させられる身体。愛されていると誤解をしてしまいたくなる一夜だった。




　朝、目を覚ますと隣に琉聖さんの姿がなく、バスルームからシャワーの音が聞こえてきた。

　私は急いでクローゼットから服を手にして、別のシャワールームに向かう。

　時計は六時をまわったところ。よかった……寝坊したかと思った。

　出社まではまだかなりの時間があり、ホッと胸を撫で下ろす。このマンションからなら、三十分もあれば会社に行ける。

　シャワーを浴びてバスタオルを巻いてバスルームを出ると、タオルを腰に巻いた琉聖さんがいた。

「きゃっ！」

　バスタオルを巻いているのに、驚きで反射的に両腕を胸の前にまわしてしまう。

　ドアの前に立つ琉聖さんの黒髪からは、しずくが滴り落ちている。組んだ腕に見える筋肉や男らしい胸板、男性の色気というのだろうか。そんな姿を見せつけられて、私は動けずにいた。

「ど、どうしたんですか？」

　戸惑いを見せる私に琉聖さんは素早く近づき、力強く抱き寄せキスをする。

「何も言わずにいなくなるな」

　それだけ言って彼はそこから出ていった。

　琉聖さんの唇の感触が残った唇にそっと指をやる。

　どうしたのかな？　もしかして帰ったのかと思った……？

「いけない！　朝食、朝食」

　棚に置いたベビーピンクの半袖ブラウスと、白のサブリナパンツを素早く身につけ、髪の毛をドライヤーで乾かし、ポニーテールに結う。

　支度を済ませると、急いでダイニングルームに向かった足が止まる。

「朝食……？」

「なんで疑問形なんだ？」

　私の呟きの理由を、琉聖さんが怪訝そうな顔で尋ねてくる。

　今日の琉聖さんは、薄いグレーのワイシャツ姿でピンク系の細かいストライプの入った品のいいネクタイをしている。誰が見ても男前だ。

「だって……私が朝食を……」

　テーブルの上を見て戸惑った。テーブルには完璧なホテルのような食事が用意されていたから。

「料理をさせるために呼んでいるんじゃない」

『じゃあどうして？』と自分を家に呼ぶ理由を聞きそうになったけれど、思い留まる。

　性欲のはけ口と言われたらショックだし……。

「どうした？　座れよ」

　立ち上がった琉聖さんは私の手を握って席に座らせた。そしてコーヒーか紅茶かを聞いてくれ、銀のポットに入った飲み物をカップに注いでくれる。

「そういう姿をしていると子どもみたいだな」

「どうせ子どもっぽいですっ」

　メイクはまだしていないし、頭の上で高く結ったポニーテールのことを言っているのだろう、と思った。

「若さは金に変えられないだろう？」

「褒められているのか、けなされているのかわからないです」

　その言葉がおかしかったのか、琉聖さんが笑う。

　皿の上のものはすべてなくなった。こんなにたくさん食べられたのは久しぶりだ。

　たっぷり食べた私を見て、琉聖さんも満足そうだ。昨晩、私の食があまり進んでいないのを気にしていたから。

「ほどよい運動は食欲が出るだろう？」

　そう言われて、耳まで真っ赤になった私だった。

　出かける支度を済ませると、琉聖さんのスマホが鳴った。どうやら桜木さんが迎えに来たようだった。

「会社まで送っていく」

「大丈夫です。ここからなら電車ですぐですから」

　私はにっこり微笑んで断る。

「次からは送迎車を手配しておくからな」

「突然何を言いだすんですか？　今まで何年も電車に乗っているんだから大丈夫です」

「俺の婚約者だぞ」

　こんな話をしていたら遅刻してしまう。

「もう、その件は保留にしてくださいっ」

　まだ納得していない琉聖さんを尻目に玄関に向かった。

「どうして楽なほうを取らない？」

　エレベーターに乗り込んでから、琉聖さんが言う。

「楽なほうを取ったら、それに慣れて贅沢になってしまいます」

「俺は贅沢させることができるのだから、構わないだろう？」

　……別れたら、元の生活に戻るのが大変じゃない。琉聖さんは何を言っているんだろう……。

「とにかく、今まで通りでいいんです」

　エレベーターが一階に到着した。

「……今日だけでも車に乗っていけ」

　譲歩してくれたのだろうか。明らかに不機嫌そうで、どこか納得していないような琉聖さんだけど……。私だって、琉聖さんと少しでも長く一緒にいたい。やっぱり彼を愛しているんだと思う。

　私は頷き、桜木さんの待つ高級外車に近づいた。




　幸せだと、仕事もはかどる。気持ちがウキウキしていて、麻奈にも「どうしたの？　めちゃくちゃご機嫌じゃない？」と言われた。

　ところが午前中の幸せな気分から一転、もうそろそろお昼休みになるという頃、急に体調の悪さを感じ始めた。

　なんだろう……気持ちが悪い。動どう悸きがして息が荒くなる。手で口元を押さえ呼吸を整えようとするけれど、あまりの気分の悪さに、イスからずるずると落ちそうになってしまう。

「ゆず！　気分が悪いの!?　顔が真っ青になってるよ!!」

　私の異変に気づいた麻奈が、驚きながら支えてくれる。

「麻奈……ちょっと気分が……」

「トイレ行く？　それとも休憩室？」

「少し横になれば大丈夫……」

　他の社員たちも心配そうに集まってきた。私は麻奈に抱えられるようにして休憩室へ行き、ソファに寝かされた。冷や汗が出て額に手をやると、粒状の汗が噴き出しているのがわかった。

「ひどい汗！　ゆず、病院に行こう」

　私は顔を歪め、小さく首を振る。

「でも！　つらそうだよ」

「大丈夫だから。寝かせて……動きたくないの。麻奈はお昼を食べてきてね……」

　話すのも億おっ劫くうで私は目を閉じた。なぜだか病院へ行きたくなかった。病院へ行ったら幸せが逃げていく気がしたのだ。最近、頻繁に熱を出したり具合が悪くなったりする自分が怖かった。

「わかった。じゃあ、少し休んでね。また様子を見に来るから」

　麻奈はタオルケットを私にかけてから、休憩室を出ていった。




　ハッと目を覚まして壁時計を見た。もうすぐ十五時だった。

　身体を起こすと、ちょうど麻奈が入ってきたところだった。その物音で目を覚ましたらしい。

「ゆず、大丈夫？」

「うん、心配かけちゃってごめんね。もう大丈夫」

　起き上がっても眩暈や動悸はない。体調は戻ったと感じた。

「さっきの様子、尋常じゃなかったよ？　病院に行ったほうがいいよ」

「ううん、もうなんともないし。さっ！　あと二時間半、仕事しなくちゃ」

　私はソファから足を下ろしてパンプスを履く。

「ゆず……」

　仕事に戻ると言い張った私を麻奈は心配していたが、なんでもなかったように就業時間が終わるまで働いた。

　制服を脱ぎ、ロッカーの内側についている小さな鏡に映る顔は、血の気がまったくないように見える。口紅を塗り、チークを叩いて鏡の前で笑みを作ってみる。

　これから琉聖さんとデートなのに、台無しにしたくない。今日会わなかったら一週間も会えなくなる。病院へ行きたくなかったのは、そんな思いもあった。




　琉聖さんは会社の近くまで迎えに来てくれた。鋭い琉聖さんは私の顔を見ると眉をひそめる。

「柚葉、具合が悪いんじゃないか？」

「悪くないです。すごくお腹が空いているからかも。お食事に連れていってください」

「本当か？　正直に言ってくれ。言わないとすぐに病院に連れていく」

「貧血気味なだけです。行ったほうがいいなら、明日行きますから」

「……わかった。必ず病院に行くんだぞ？」

　彼は私の言葉にしぶしぶ頷いた。




　琉聖さんは、日に本ほん橋ばしの落ち着いた趣のある料亭へ連れていってくれた。少しずつ出てくる会席料理はおいしくて、箸が進む。お昼が食べられなかったせいもある。

「明日は何時のフライトですか？」

「十時だ」

　辛口の日本酒の杯を手にした琉聖さんを見て、ブランデーを傾けるのも似合うけれど、日本酒を飲む姿は浴衣でも着てくれたらもっと素敵だな……などと思う。

「いいな～、ニューヨーク。ブロードウェイでミュージカルを観てみたいな。それから──」

「一緒に行くか？」

「え？　琉聖さん、行けるわけないじゃないですか～。びっくりしたっ」

　そんなのはあり得なくて、私はクスクス笑った。

「いや、本気だ」

　琉聖さんは、いつになく真剣な顔で言う。

「海外旅行……行ったことないんです。パスポートも持っていないし」

「……嘘うそだろ？」

　琉聖さんが驚いたように片方の眉を上げる。

「本当です。あっ！　今、バカにしたでしょ！」

「いや……珍しいな」

「行く機会がなかったんです」

　そう言うと、わざと膨れっ面をしながら味のしみた煮物を口に運ぶ。

「パスポートは取っておいたほうがいいな。準備をさせよう」

　本当にこの契約がずっと続きそうな雰囲気で、私はにっこりと微笑んだ。




　食事を終えた私たちは、琉聖さんのマンションへ帰ってきた。

「少し仕事が残っているんだ。先に風呂に入るといい」

　琉聖さんはそう言い残し、そのまま書斎へ行ってしまい、私はバスルームに向かった。数回使ったバスルームはいつもシャワーブースを使うだけで、いつか大きなバスタブに入ってみたいと思っていた。初めて使わせてもらう大きなバスタブに、顔がほころぶ。ゆっくり風呂に浸かり、ジャグジーの泡は気持ちがよくて、思わず寝てしまいそうになる。

　手と足が思いっきり伸ばせるバスタブなんて贅沢だよね。

　バスルームを出ると、琉聖さんが以前買ってくれた白のサテンのナイトドレスを着る。まるで外国映画に出てくるヒロインが着るようなナイトドレス。身につけてみるとブラジャーをしていない胸は心許ない。いつもＴシャツにショートパンツで寝ているから、長い裾が寝ているうちに捲まくれ上がってしまわないか心配になる。

　こういうナイトドレスは、子どもっぽい自分には似合わないなと思ってしまう。

　菜々美さんなら、間違いなく似合うよね……。

　大人っぽい菜々美さんを思い出してしまった。その考えを振り切るように、私は頭を左右に振った。

　寝室を抜け、リビングへ行く。琉聖さんの姿はなかった。まだ書斎で仕事をしているようだ。




　書斎の少し開いたドアをノックしようとしたとき、イスの背に背中を預け、天井を仰ぐ体勢で考え事をしているような琉聖さんがいた。

　静かにドアを叩いた音に、琉聖さんがこっちを見る。

「お風呂、お先にいただきました」

「ああ、髪が濡れているじゃないか。ちゃんと乾かさないと風邪をひく」

「あ、はい。乾かしてきますねっ」

　私は琉聖さんに指摘されて、髪が濡れていることに気がついた。

　髪をドライヤーで乾かしてから再び書斎へ行く。琉聖さんはパソコンに向かって難しい顔をしていた。私はじっくりと琉聖さんの横顔を見ていた。

「……早くベッドに入れよ」

　琉聖さんはパソコンから私のほうへ顔を向けて言った。

「え……」

　気づかれていた！

「もう少し時間がかかるから、先に寝てていい」

「はい、おやすみなさい」

　まだ終わらないんだ……。私のために無理をして仕事を切り上げたのかも……。そう思うと、これ以上の邪魔はしたくない。私は頭を下げて書斎のドアをそっと閉めた。

　寝室のベッドに座る。時刻はまだ二十二時。

　早く寝ろと言われても……。

　こんな時間になんか寝られないと思いながら、清潔なシーツに横たわる。

　眠れない……そう思っていた。

　ところが、思ったより身体が疲れていたのだろう。頭を枕につけ考える間もなく眠りに落ちていた。
















三　歪み始めた生活
















　琉聖さんがニューヨークに発たった翌日、私は病院に行った。琉聖さんにしつこく言われていたのもあったが、彼は、桜木さんに病院へ検査の予約を入れるよう指示をしていて、行かざるを得なかったのだ。

　大学病院に行くのは初めての体験だった。今まで大病を患ったことがないので、風邪をひいたときなどは、自宅近くの個人病院に通院していた。だから大学病院の規模の大きさに少し不安になる。だがその不安も診察が終わる頃には解消され、問診と通常の健康診断を受けると解放された。

　結果が出るのは一週間後。ちょうど琉聖さんがニューヨークから戻ってくる頃だ。

　琉聖さんは渡米したばかりだけど、戻ってくるまで長く感じることだろう。彼がいる生活が当たり前になってしまった今、一日でも彼に会えないのは寂しい。

　早く時間が過ぎますように。




　三日後、検査をした病院から連絡があった。一週間かかると言われたのに少し早い。貧血が疑われるので、すぐに来てほしいと言われた。

　貧血気味なのはわかっている。最近、よく眩暈に襲われるから。今朝などは地下鉄の階段を上がるときに立ちくらみがして、急いで手すりに掴まった。電車を降りるときでなくてよかったと思った。混雑しているから、倒れたりしたら危ない。

　病院へ行こうと思っていても、連日残業を頼まれ、なかなか行けなかった。そうこうしているうち、琉聖さんは今夜、帰国予定。

　だけど、今晩は会おうとは言われていない。それに今日は、会社の暑気払いの日でもあった。一度断ると、最近付き合いが悪いと言われ、しぶしぶ参加することになってしまった。




　クーラーのあまり効いていない居酒屋は、たばこと料理のにおいで充満している。その湿気とにおいに食欲がなくなってしまう。

「ゆず？　食べてないじゃない」

　隣に座っていた麻奈は天ぷらを小皿に取り分けて、私の目の前に置く。

「飲めないんだから、たくさん食べなよ」

「うん、ありがとう」

「下山さんって飲めないんだ」

　反対側の隣に座っていた同期の神かん田だくんが、私たちの会話に口を挟んだ。私は会社の飲み会にはほとんど参加しないので、部署も違う彼とは初めて話した。神田くんは爽やかなスポーツマンタイプで、女性社員からも人気があると聞いている。

「柚葉はビール一杯で酔っぱらっちゃうのよ」

「今どき珍しいね。でも、いいね。そういう子、新鮮で」

　麻奈の言葉に、神田くんが天然記念物でも見るような目で私を見る。

「神田くん！　ゆずには婚約者がいるの。言葉に気をつけてよね。左の薬指に注目っ！」

「えっ？　婚約？」

　会社のほとんどの人に知られていたと思っていたが、神田くんは知らなかったようだ。麻奈に言われて、神田くんの目が私の左手の薬指に動く。

「うわっ、なんで俺、気づかなかったんだろ」

　ブツブツと呟いて、コップに半分ほど残っていたビールを一気に飲んだ。




　暑気払いは盛り上がり、なかなか抜け出せないまま、結局最後までいてしまった。麻奈に強く誘われて、二次会まで行ってしまい、時計を見ると二十四時近い。

　二次会がお開きになると、帰る方向が一緒だという神田くんと一緒に私はタクシーに乗った。




「わざわざありがとうございました」

　家の前にタクシーが到着し、降りる前に神田くんに、にっこり笑ってお礼を言う。

「へえ～、本当に俺の家と近いよ」

「遠まわりにならなくてよかったです。おやすみなさい」

　神田くんを乗せたタクシーは走り去った。

　タクシーを見送った私は、ふと隣のブロック塀の前に停まっている車に目を留めた。

「琉聖さん！」

　運転席に会いたかった人を見つけ、駆け寄るように車に近づく。琉聖さんが車から出てきた。

「おかえりなさいっ！　いつからここに……？」

　月明かりが琉聖さんを照らす。一週間ぶりに会えて私の気持ちは高ぶる。だけど琉聖さんの顔は、明らかに不機嫌そのもの。そんな彼の表情に笑顔が消える。

「ずっと待っていてくれたんですか……？」

　琉聖さんの不機嫌の理由を、かなり待たせてしまったことか、電話に出なかったことかと思った。二次会が地下のカラオケルームで電波が届かず、さっきタクシーで確認したばかりだった。

「婚約者が不在だと、すぐに違う男を見つけるのか？」

「え？」

　琉聖さんの信じられない言葉に、私は自分の耳を疑った。

「優しくしてくれたか？　あいつとのセックスはよかったか？」

　冷たく響くその低い声に、私の顔が凍りつく。

「何を言っているんですか？　違います！」

　急いで否定し、大きく首を振る。

「何が違うんだ？」

「誤解しないでください。会社の暑気払いで、送ってもらっただけです」

「言い訳はいい。俺と君は、あくまでも金が絡んだ契約だからな」

　琉聖さんはそう言うと車に乗り込み、エンジンをかけた。そして呆然と立ち尽くしている私の横を、車は通り過ぎていった。

　琉聖さん……。

　悲しくて大粒の涙がポロポロと頬を伝う。誤解の言葉は私をひどく傷つけ、胸が締めつけられるように痛かった。




　昨晩、どうやって家に入り、いつ寝たのかあまり覚えていなかった。姉に早く寝なさいと言われた気もする。気がついたら朝で、昨日の服のまま眠ってしまっていた。

　洗面所で自分の顔を見る。目が赤く、少し腫れていた。腫れが引くように、時間をかけて冷たい水で顔を洗う。

　琉聖さんに会わなきゃ。誤解されたままでは嫌……。

　すぐに電話をしなければ、とスマホを手に取る。しかし朝の忙しい時間だ。私は少し迷ったあと、会社に行ってから電話をすることにした。




　会社に着いてロッカールームに入ると、誰もいないことを確かめて、スマホに手を伸ばした。桜木さんに電話をかけて、琉聖さんのスケジュールを聞く。

　桜木さんは私からの電話に少し驚いていたようだったけれど、何かを悟ったのか、琉聖さんのスケジュールを教えてくれた。琉聖さんは、十四時から執務室にいるという。そして最後に、私が電話をしたことは琉聖さんに内緒にすると約束してくれた。

　電話を切って、会社を十五時に早退することに決めた。係長に病院へ行くと言うと、先日倒れたこともあり、すぐに承認された。

　仕事を放り出して早退。いけないことをしているとは思うけれど、琉聖さんのことが気になって仕事にも身が入らない。ちゃんと話をして、いっそのこと契約を終わらせるなど、今後のことを決めたかった。それに、誤解だけは解きたかった。私が他の男の人と寝たなんて思ってほしくない。私が好きなのは琉聖さんだけなのに。




　十五時になり、白とブルーのマリンカラーのワンピースに着替えて会社を出た。

　太陽の下に出た瞬間、ぎらぎらと照りつける日差しに、目の前が一瞬真っ暗になり、立ち止まって俯く。少しして視界が元に戻ると、駅に向かってゆっくり歩き始めた。




　そびえ立つような巨大な真宮コーポレーションのビルに、緊張してきた。胸に手を当てて深呼吸をしてから、広いロビーの中に足を踏み入れた。平日の社屋は人の出入りも多く、前回は誰もいなかった受付に、水色の制服を着た女性が三人座っている。

　桜木さんから、受付を通さずそのまま直通エレベーターで最上階に上がるように言われていた。何かあったときの場合にと、中へ入れるＩＤも持っていた。その通りに私は受付を素通りし、役員専用のエレベーターに乗り込んだ。そして最上階に到着し、エレベーターの正面にある受付に近づく。今日はスーツを着た、洗練された容姿の女性がひとり座っていた。

「あの……下山と申しますが」

「桜木から伺っております。ご案内いたします」

　女性は柔らかい笑みを浮かべて立ち上がり、部屋まで案内してくれた。

　桜木さんは私を見ると、一瞬、動揺したように見えた。

「柚葉様」

「お仕事中にすみません。琉聖さんは……？」

　ここまで来て会えないのか……。桜木さんからそんな感じを受けた。

「申し訳ありません。先ほど急な来客がありまして……」

「待ちます。琉聖さんと話がしたいんです」

　桜木さんは私をじっと見てから、「ふぅ……」と小さなため息をついて頷いた。

「……わかりました」

　執務室に通じるドアを、桜木さんは静かにノックした。

「桜木さん、私は待ちますって……」

　来客中なのに、ドアを叩く桜木さんに私は驚く。中から「どうぞ」と言う琉聖さんの声が聞こえた。

「どうぞお入りください」

　そう言ってドアを開けてくれた桜木さんに戸惑いながらも、私は琉聖さんのいる執務室に入った。背後でドアが閉まる音を聞きながら、黒のレザーソファに座る人物を見て、私の足がピタリと止まる。

　来客者は菜々美さんだった。すらりとした足を組み、優雅に座っている。菜々美さんは私を見て、あからさまにムッとした表情になる。

「あ、あの、ごめんなさい……。お話が……」

　とにかく何か言わなければ、と思い、やっとのことで出た言葉だった。

「来客中だ。今日は帰ってくれないか。桜木、なぜ通した？」

　琉聖さんは立ち上がろうともせず、私に冷たく言う。

「琉聖様のご婚約者ですので、お通ししても構わないかと」

　そう桜木さんは表情を変えずに答えて、執務室を出ていった。

「柚葉、来客中だから帰ってくれと言っているんだ」

　さらに冷たくなる口調に、愕がく然ぜんとする。何かに掴まっていなければ倒れそうだった。

「でもっ──」

「わからない人ね！　琉聖は帰れって、言っているのよ？」

　菜々美さんが呆れたように口元を歪めて笑う。

「あなたは黙っててください……」

　私は琉聖さんと話をしたい一心で、菜々美さんに言っていた。

「なんですって!?　礼儀知らずな女ね！」

　私の言葉が気に入らなかったのか、菜々美さんは手元にあるコーヒーカップを掴む。それから立ち上がって、少し離れた場所にいる私に向かって投げつけた。

「菜々美！」

　琉聖さんは驚いて叫ぶ。空のカップは私の足元で割れた。そして今度はソーサーを投げようとした菜々美さんの行動に驚いた琉聖さんは立ち上がり、彼女の腕を掴んだ。

「何をしているんだ！　やめろ！」

　私はふたりが揉み合っているのを、呆然と見ているだけだった。

「彼女に出ていってほしいんでしょう!?」

　琉聖さんに掴まれた腕を振りほどこうと、菜々美さんは身をよじらせる。

「君には関係ない！」

「関係あるわよ！」

　騒々しい声に驚いたのだろう、背後でドアが開き、桜木さんが姿を現した。

「柚葉様、申し訳ありません。今日のところはお引き取りください。琉聖様は早く柚葉様にお会いになりたいだろうと思っておりました」

　その場の雰囲気を悟った桜木さんは、私の腕にそっと触れた。

「桜木！　早くその女をつまみ出して！」

　菜々美さんが叫んでいる。

「菜々美！　やめろ！　柚葉に暴言は許さない！　出ていくのは君だ！」

　琉聖さんが菜々美さんに何かを言っているのはわかったけれど、私の頭の中は真っ白で、内容まではよく理解できない。これを修羅場というのだろうか……。

　私は桜木さんの手を振りほどき、俯いたまま部屋を出て歩き始めた。

　気が遠くなりそうだった。

　琉聖さんはやっぱり菜々美さんを愛しているの？　私じゃダメなの？

　ぐにゃりと視界が歪み、呼吸が乱れる。

　苦しい……。早く外に出たい……。

　ふらふらと、来た廊下を戻る。やっとのことでエレベーターのボタンを押すと、すぐに扉は開いた。

　中に入り、一階のボタンを押して壁に寄りかかる。ふと、エレベーター内の鏡で自分の顔を見た。

　なんてひどい顔をしているんだろう……。足も痛い。

　俯くと、さっきのカップの破片が当たった傷口から血が流れていた。そのことを気にするよりも、菜々美さんの綺麗にメイクが施された顔が脳裏をよぎる。

　私と正反対で大人っぽく美しい人……どうして私なんかに婚約の契約を持ちかけたの？　あの話がなければ、私は琉聖さんを愛することも、こんな思いをすることもなかったのに……。

　意識が飛びそうになったところに、一階への到着を告げる無機質な音が聞こえた。ふらふらしていて、エレベーターを降りるのがやっとだった。

　頭がガンガンと響くように痛み始め、気分が悪い。冷や汗をかいているのか、汗が目に入る。

　ダメ……。

　意識を失いそうになり、倒れちゃダメだと思ったのが最後で、そのあとのことがわからなくなった。




「柚葉」

　琉聖さんの声が聞こえて、さっきよりも意識がはっきりしてきた。

「琉聖……さん？　私……、ここはっ……!?」

　あんなことがあったあとだから、琉聖さんの顔を見られるとは思わなかった。倒れる前のことははっきり覚えていた。

「病室だ。ロビーで倒れて、君が検査を受けた大学病院へ運んだんだ」

　ベッドの横に立つ琉聖さんが説明をしてくれる中、私は無性に目頭が熱くなって、涙が溢あふれ出すのを止められなくなる。

「まあ、柚葉……どうしたの？　どこか痛いの？」

　反対側に立っていた姉は、私の涙をハンカチで拭う。

　痛くはない。琉聖さんにはもう会えないと思っていたから、嬉しくて涙が出てきたのだ。

「美紀さん、あとは任せてください。家に帰って休まれたほうがいい。あなたまで倒れてしまったら大変だ」

「すみません。じゃあ、お言葉に甘えてそうさせてもらいます。柚葉も真宮さんがいたほうがいいみたいだし。明日の朝、また来るからね。何か欲しいものはある？」

　琉聖さんの『あなたまで倒れてしまったら大変だ』という声に姉を見る。姉は疲れきった顔をしていた。心配をかけてしまい、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。首を横に振ると、姉は「じゃあね」と言って病室から出ていき、病室には琉聖さんと私のふたりだけになった。

「柚葉、驚かせないでくれ……ロビーで倒れている君を見て、心臓が一瞬止まった」

　琉聖さんはホッとしたような表情で、私の手を握る。

「会社に行ってしまって……ごめんなさい……」

　行くべきではなかったと反省している。

「そんなことはいい。心にもないことを言って君を傷つけてしまった。すまない。それがなければこんなことにはなっていなかった」

　琉聖さんの両手に、点滴をしていないほうの手が包み込まれる。

「私、誤解を解きたくて……」

　止まっていた涙が再び流れ出そうで、泣かないように堪える。視線を琉聖さんの目から喉元、さらに下へ移したとき、ネクタイがないことに気づく。

「ネクタイは……？」

　琉聖さんは「暑くなって外したんだ」と、さらっと流した。

「あとで話そう。今はゆっくり休むんだ。そばにいるよ」

　そばにいてくれる……。

　安心したら急に眠くなり、私は目を閉じた。




　翌日、目を覚ますと、琉聖さんがいて安堵した。

「気分はどうだ？」

「少しだるいだけ……」

　昨日よりはよくなっているけど、だるさ、眩暈、動悸、吐き気はまだあって戸惑う。

　いったいどうしちゃったんだろう……。自分の身体が自分のものでないような感覚。

　琉聖さんの手が額に置かれ、熱を確かめている。

「だるいのも無理はない。かなり熱い」

　琉聖さんが私の頭上にあるナースコールを押した。すぐに、まだ若そうな看護師さんがやってきた。

「先生を呼んできます」

　看護師さんは出ていき、数分後、女医さんを連れてきた。

「熱は注射で下がるはずだけれど、しばらく身体はつらいと思うわ。貧血も強いから、ひとりでは動かないでね」

　肩甲骨くらいの長さがある髪の毛を後ろでひとつに結んでいる女医さんは、私を診察して、そう説明した。

　後ろに控えていた先ほどの看護師さんが、ワゴンにのせたパソコンに入力していく。それから女医さんは布団をめくり、足の包帯を外している。

　そうだ……足から血が流れていたんだっけ……。

「傷口は問題ないわ」

　再び包帯を巻き直した女医さんに、琉聖さんが口を開く。

「わかった。ありがとう、玲れい子こ」

　女医さんを呼び捨てにした琉聖さんに驚いた。そんな私の顔を見て、彼が笑う。

「玲子は真宮の主治医の娘なんだ。小さい頃から知っている」

「幼なじみのようなものかしら。あ、そうだったわ」

　玲子先生は思い出したように言って、白衣のポケットから布みたいなものが入った透明なビニール袋を出して琉聖さんに手渡すと、病室を出ていった。

　受け取った琉聖さんは、黙ってポケットにしまおうとした。それが血を吸った最高級ブランドのシルクのネクタイだと、私にはわかった。

「琉聖さん、それ……」

　昨日、『ネクタイは』と聞いたときに、彼は『暑くなって外したんだ』と言った。

「ごめんなさい。ネクタイがダメになってしまって……」

「ネクタイなんか選びきれないほどあるから、気にしなくていい」

　琉聖さんは気にする私に微笑む。

「ありがとうございます。真宮家の主治医の娘さんがお医者様で、私の先生になるなんてびっくりです」

「ああ、まさか柚葉の担当医とはね」

　ふと壁にかかっている時計を見て、私は声を上げる。時刻はもうすぐ八時になろうとしていた。

「琉聖さん、早く会社へ行かないと……」

「会社は心配しなくていい」

「でもアメリカから帰ったばかりだし、仕事も溜たまっているはずです」

　琉聖さんは口元を緩ませる。

「俺には有能な秘書がいるから、少しくらい大丈夫だ」

「でも……」

「仕事ならここでできる」

　そう言われて、初めてこの部屋の豪華さに気がつく。こんな豪華な病室は見たことない。おそらく要人や大臣、トップ企業の会社重役クラスが入院する際に使われるであろう部屋。

「……とても高いですよね？　私は一般病室でいいんです。替えてください」

　私の困惑した顔を見て、琉聖さんが口を開く。

「ここでいいんだ。柚葉は入院費や治療費のことを気にしなくていい。快適に過ごさせたい。それではダメか？」

「……でも……」

　琉聖さんは困った様子。私が初めて見る顔だった。

「……わかりました。お言葉に甘えますね」

「それでいい。君は俺の婚約者なのだから、この部屋が相応しい」

「すぐに退院できますよね？」

　貧血なのだから、すぐに退院できると思った。

「いや、貧血の度合いを調べる検査があるし、入院はもう少しかかるだろう」

「……私……悪い病気なんですか？」

「何を言ってる？　貧血を甘く見たせいで少し悪くなったんだ。なぜ連絡を受けたときにすぐに来なかった？　いや、もっと以前におかしいと思ったことがあるだろう？」

　琉聖さんに軽く咎とがめられて、シュンと俯く。こんなになるまで放っておいた自分の責任だとわかっている。

「体力が落ちているし昨日のケガもあるから、貧血が改善するまで入院だ」

　琉聖さんは俯いた頬に触れて、上を向かせ、唇に軽くキスを落とす。

「身体を治すことだけを考えよう。俺がついている」

　頬に触れていた手は髪に移り、そっと撫でてくれる。

「ひとりでも大丈夫です。琉聖さんは仕事があるんですから、気にせずに会社に行ってください」

　そこへノックがあり、看護師さんが朝食を運んできた。若い彼女は頻繁に琉聖さんへ視線を向けて気になるようだった。

　琉聖さんはカッコいいから、どこにいても目立つ。私以外の女性が琉聖さんを見るだけで、こんなに胸が痛いなんて……。今、彼が優しいのは、ケガをさせた私に対しての罪悪感からなのだろうか……。

　琉聖さんの気持ちを知るのが怖くて、菜々美さんとのことを聞けないでいた。

　看護師さんがいなくなると、琉聖さんはベッドの端に腰かけて、私の手に箸を持たせる。

「ちゃんと食べろよ。それとも食べさせようか？」

「えっ？　だ、大丈夫、ひとりで食べられます」

　そう言ったものの、食欲がなく、なかなか箸が進まない。

　食べなきゃダメなのに……。

「……琉聖さん、朝食は？」

「君が食べたらな」

　私が食べ終わらないと琉聖さんは食事に行かない。早く食べに行けるように、口に運ぶ。

　どうにか半分ぐらい食べると、琉聖さんは笑みを浮かべて「もういいぞ」と言った。

　少しの間起きていただけなのに、疲れを感じる。琉聖さんにテーブルを片づけてもらい、私は横になった。

　食事後、私の手を琉聖さんが握ってくれたおかげで安堵感に包まれ、私は眠りに落ちた。




　入院から二週間が経った。会社はしばらく休みをもらっていた。

　私の病状は不安定で、疲れやすく、日によって起きていられる時間が違うが、検査の結果は重度の貧血ではなかった。

　琉聖さんはどうしても抜けられない会議があるとき以外、病室で寝泊まりしながら仕事をしている。私はそんな琉聖さんが心配だ。健康面もそうだけど、仕事は大丈夫なのだろうか。そう聞くと、「優秀な秘書がいるから問題ない」と、さらりと話を終わらせてしまう。

　そこまでしてくれるのは、私を……。淡い期待が胸をざわめかせるが、責任感からなのかもと考え直すと、気持ちが落ちる。

　私への気持ちをなかなか聞けなかった。




　今日は重要な会議があり、琉聖さんは会社に行った。入院してから、ほとんどの時間を彼が一緒に過ごしてくれているので、いなくなると不安になる。そこへ玲子先生の回診があった。

「顔色はまだよくないわね」

　玲子先生は開口一番、私の顔色を見ると言った。

「……先生、私……本当にただの貧血ですか？　重度ではないと聞いているけど……」

「あら、そうよ。どうして？」

　玲子先生はカルテを見ながら、逆に聞き返す。

「重度ではないのなら、貧血ぐらいでこんなに長く入院しないですよね」

　私は玲子先生の表情を窺うかがいながら話す。

「貧血をバカにしてはいけないわ。まだ熱もあるし、眩暈もあるでしょう？　それに女性なのだから妊娠したときに貧血だと出産が大変だわ。結婚したら子どもも欲しいでしょう？　だから今、ちゃんと治しておけば安心よ」

　妊娠……。

　玲子先生は貧血と言っているけれど、私はまだ自分の病名を疑っていた。

「……私……白血病ですか？」

　以前観たテレビドラマでは、私と同じような症状の女の子がヒロインだった。その子は白血病だった。

「何を言っているの！　柚葉さん、どうしてそんなふうに思うの？」

「隠さないでください。知りたいんです……」

「わかったわ……。そんなふうに思っているのなら言うわ。あなたの病名は正式には再生不良性貧血というの。それでも重度ではないから、治療を続ければ治る病気よ。だから数値が改善されればすぐに退院できるわ。でもひどくなれば骨髄移植が必要になるの。今は数値を正常に戻さなきゃね」

　玲子先生の言葉に、胸を撫で下ろす思いだった。

「ありがとうございます。あの、琉聖さんはこのことを……」

「……知っているわ。柚葉さんのことはすべて教えるように言われているから」

　琉聖さんに大事にされている……守られている……そう思うと、心が温かくなった。

　玲子先生は柔らかい微笑みを浮かべ、看護師さんに指示をしてから出ていった。

　それからしばらくして、読みかけの小説を読んでいると、琉聖さんが大きな花束を持って入ってきた。スーツ姿の琉聖さんは、真夏のうだるように暑い外から来たとは思えないほど、涼しげな顔をしていた。

　琉聖さんの上半身が隠れるくらいの、とても大きな花束に驚く。

「こんなに大きな花束……」

「綺麗だろ？」

　私があっけに取られているのを楽しんでいるみたいに、いたずらっ子のような笑みを浮かべている。

「はい。とても綺麗……ありがとうございます」

　花束を渡されて、顔を埋めるようにして香りを嗅いでからにっこり微笑む。花束を花瓶に生けるために、勢いよくベッドから下りて部屋の中の洗面台へと向かう。だが歩き始めると、眩暈と共に足に力が入らなくなり、その場に座り込んでしまう。

「柚葉！」

　スーツのジャケットを脱いでいた琉聖さんが、飛んでくる。

「……大丈夫です。急に……立ったから……」

「大丈夫じゃないだろう？」

　琉聖さんに抱き上げられて、私はベッドに連れていかれた。

「お花、大丈夫ですか……？」

　落としてしまった花束が気になったけれど、眩暈が治まらなくて目を閉じるしかなく、確かめられずにいた。

「ああ、大丈夫だ」

　横になると、琉聖さんのシャツの袖が私の髪を掠めた。枕元のナースコールボタンを押したようだ。すぐに玲子先生と看護師さんが現れ、脈や血圧を測られる。特に問題ないと言われたが、ベッドから出るときはゆっくり動きなさいと注意された。




　それからしばらくの間、眠りにつく。

　私は夢を見ていた。琉聖さんと菜々美さんが仲良く暮らしている夢。ソファに並んで座るふたりを、私はバカみたいに突っ立って見ている。琉聖さんは私に気づき微笑んでくれるが、それはまるで妹に微笑んでいるようだった。

　そして次の瞬間、急に真面目な顔になり、『柚葉、菜々美と結婚するよ。もう君の面倒を見るのは退屈なんだ』と私に告げてから、隣にいた菜々美さんに微笑む。琉聖さんの顔を引き寄せ……ふたりの唇は重なった。

　嫌っ！　こんなの見たくないっ！

　ビクッと身体が動いて、私は目を開けた。胸が激しく波打ち、喘あえぐように呼吸を繰り返す。苦しくて右手で左胸の辺りを押さえる。

　この苦しさは身体的なものじゃない……。

「柚葉、大丈夫か？」

　少し離れたソファで仕事をしていた琉聖さんが慌てたように来て、診察するような目で私を見る。

「あ……」

　夢だった……。とても嫌な夢。これはこれから先を暗示している夢？　いつも見る夢はすぐに忘れてしまうのに、今の夢は一言一句、はっきりと覚えている。

『柚葉、菜々美と結婚するよ。もう君の面倒を見るのは退屈なんだ』という言葉。これは……琉聖さんの本心なのかもしれない。

　もう入院して一ヵ月。私は彼の仕事の邪魔ばかりしている。そう言われても、仕方がないのかもしれない。思わず首を横に倒して、琉聖さんから目を逸らす。

「柚葉!?　何か言ってくれ！　どこか痛いのか？」

　琉聖さんが私の両頬に手を当てて、自分のほうを向かせる。

「りゅ……琉聖さん……大丈夫」

「どうした？　怖い夢でも見たのか？」

　私はコクッと頭を揺らした。

「かわいそうに……」

　私の頭を自分の胸に抱き寄せてくれる。

「今、何時ですか？」

　視線の先には、琉聖さんが立ち上がるときに落とした書類が床に散らばっている。

「真夜中だ」

　私に時間を割いている代わりに、琉聖さんはこんなに遅くまで仕事をしている……。

「琉聖さん……こんな生活はよくない……」

「何を言っているんだ？　まだ夢を見ているのか？」

　私の髪を撫でる手が止まる。

「違う……私のために仕事が……。もう泊まらないで」

「いったいどうした？」

「ここは完全看護だし、私は大丈夫だから、自宅で眠ってください」

　私は身体をずらして琉聖さんの腕の中から離れる。

「柚葉……？」

「ごめんなさい……。契約しているのに……迷惑をかけてばかり。役に立っていないですね」

　そう……契約の関係なのに、私は千五百万円の役割は果たせていない。それどころか、琉聖さんに迷惑ばかりかけている。

「契約……か」

　思い出したように琉聖さんは呟いた。まるで契約など忘れていたみたいに……。

「そうだな……今日は帰ろう。それで柚葉の気持ちが収まるのなら」

　私の顔をそっと上に向かせて、唇にキスを落とし、離れていく。琉聖さんのぬくもりが離れ、言いようのない寂しさが胸を突く。

　琉聖さんは散らばった書類をまとめると、ビジネスバッグの中に入れて、再びベッドに近づいてきた。

「何か体調がおかしいと思ったら、すぐにナースコールを押すんだ。いいね？」

　目頭が熱くなり、涙が滲にじんでくるのを感じて頷くのが精いっぱいだ。

　琉聖さんが静かに病室を出ていった。入院して以来、初めてひとりっきりになる夜の病室だった。途端に心細くなる。

　大丈夫、子どもじゃないんだから……。

　自分を叱しっ咤たするも、やっぱり琉聖さんのいない病室は寂しい。でも、これ以上琉聖さんに依存するわけにはいかなかった。

　私たちは契約の関係だから。琉聖さんにいつ契約を解消されても、私は何も言えない。解消をいつでも受け入れられるように気持ちを整理しなければ……。




　朝、琉聖さんがいない病室で目を覚まし、思わず涙が出てきそうになった。いつもいてくれることが当たり前になっていた。そこへいつもの看護師さんが現れる。

「あら？　ご婚約者さんは？　今日は会議かしら？」

　一ヵ月以上も入院していると、看護師さんも慣れた様子で話しかけてくる。

「え？　は、はい」

「じゃあ、今日は寂しいわね？　早く戻られるといいわね」

　体温計を渡される。熱を測り終え、看護師さんに体温計を戻した。

「熱は……微熱ね。身体、少しだるいかしら？」

「そうでもないです」

　彼女は毎朝行われる定期的な問診と体温測定の結果をパソコンに入力すると、「もうすぐ朝食よ。今日は全部食べなきゃダメだからね」と言って病室を出ていった。




　朝食を食べていると、ノックのあとに姉が入ってきた。手に紙袋を持っている。

「あら？　琉聖さんは？　会議？」

　今朝の看護師さんと同じことを言う。それだけいつも病室にいてくれたのだ。

「こんなに朝早くにどうしたの？」

　いつも来るのは仕事が終わってからの夕方か夜。

「今日は遅番だから家を早く出てきたのよ。そろそろ読む本や新しいパジャマも欲しい頃だと思って」

　ベッドの上にファッション雑誌や週刊誌などが並べられ、さらにその上に置かれたものを見てギョッとする。

「お姉ちゃんっ！　何？　このフリフリのパジャマはっ!?」

　目の前には襟や半袖の袖口を縁取るレース。身ごろの裾にもレース。七分丈のパンツも広げてみると、その裾にも。随所に白いレースが施されたパジャマを持ちながら絶句してしまう。

「可愛いでしょう？　そんな色気のない綿のパジャマを着ていたら、琉聖さんに呆れられてしまうと思って、社員価格で買っちゃったの。結構高かったのよ？」

「こんなの着られるわけないよ！　返品して。他にもたくさんあるんだから」

「返せないわよ、もう洗濯しちゃったんだから」

　嫌がると思って見せる前に洗濯したんだ。確信犯……。

　姉とのやり取りに、ノックと病室のドアが開いたのにも気づかなかった。

「可愛いパジャマだな」

　楽しそうな琉聖さんの声が降ってきた。

「琉聖さんっ！」

　慌てて隠そうとしたが、姉に取り上げられる。姉は琉聖さんに挨拶をしてからパジャマを見せて、「たまには気分を変えたほうがいいと思って」なんて言っている。

「そうですね、柚葉によく似合いそうだ」

「でしょう？　柚葉、せっかくだから着替えて見せてよ。今着ているパジャマは洗濯してくるから」

　ふたりとも楽しそうで、私はため息をついたものの姉の好意もあるし……と、着替えるためにシャワールームに向かった。




　新しいパジャマに着替えた私を満足そうに見て、姉は仕事に出かけていった。残された琉聖さんとふたりきりになり、私は恥ずかしくてベッドに戻り、掛け布団を首まで引き上げた。

「なぜ隠す？　よく見せてくれないか？」

「ど、どうして来たんですかっ？　お仕事中じゃ……きゃっ！」

　私は掛け布団ごと抱き上げられて、ソファに移動させられた。ソファといっても座っているのは琉聖さんの膝の上。目の前に整った顔、優しい眼差しがある。

「琉聖さんっ!?　下ろして」

　そこへ唇がふんわりと重なった。啄むようなキスが何度も繰り返される。

「こんなに可愛い柚葉を見たら、たまらなくなる」

　甘いキスの余韻も冷めやらぬまま次に唇が重ねられると、琉聖さんの舌が入り込んできた。舌と舌が絡み合い、ジンと痺れたような感覚に襲われる。いつ看護師さんが入ってくるかもしれないのに、私は琉聖さんのキスに自分から応えていた。頭では離れなきゃと思っているのに、心はぴったりと寄り添いたがっている。

　キスを終わらせたのは琉聖さんからで、それはドアがノックされたからだった。

「どうぞ」

　低音の声が病室に響く。私はまだ琉聖さんの膝の上にいて、慌てて下りようとしたがグッと押さえられ、身動きができない。ドアがゆっくり開かれ、そこに立っている人を見て驚く。小さな可愛らしい花はな篭かごを持った菜々美さんだった。

「菜々美！」

　琉聖さんも驚いたようで、大きな声を上げた。

「入院したと聞いたので……。そんなに怖い顔をしないで、お見舞いに来たのよ？」

　琉聖さんは苦々しげな表情を浮かべながら私を抱き上げ、ベッドに連れていく。

「柚葉、休んでいてくれ」

　入口から数歩のところに立っている菜々美さんの腕を彼は掴む。

　琉聖さん……菜々美さんが来て動揺しているの？　でも琉聖さんは厳しい顔つきで菜々美さんを見ている。好きな人にそんな顔はしない……。この考えは思い過ごし？

「琉聖！　柚葉さんと話をさせて！　私は彼女のお見舞いに来たのよ？」

「話などないだろう？」

　琉聖さんは菜々美さんの腕を掴んだまま病室を出ていった。ふたりが出ていったドアを呆然と見ていたけれど、心配になってベッドから出る。

　どうして菜々美さんはここへ来たの？

　ふたりを追ってドアに近づく。足元に菜々美さんが持っていた花篭が落ちていた。

　しゃがんでその花篭を手にしたとき、眩暈に襲われて、治まるまでその場から動けなかった。

　ようやく眩暈が治まり、立ち上がったとき、ドアが開く。

「琉聖さん……」

　入ってきた琉聖さんは眉間に皺を寄せて、険しい顔をしていた。困惑気味の私の顔から、手に持っていた花篭に視線が移る。すると琉聖さんは私の手から花篭を奪ってゴミ箱に放り込む。

「琉聖さんっ！　お花が……」

「ベッドに戻るんだ。花なら花瓶に入らないくらいあるだろう？」

　先日、琉聖さんからもらった大きな花束は、生けるのに数個の花瓶を要し、病室の至るところに飾られている。

「でもっ！　お花がかわいそう」

　私はゴミ箱に駆け寄り、花篭を取り出す。

「柚葉！」

　有無を言わさない声と共に、抱きかかえられた私の身体がふわっと浮いた。それでも花篭は離さなかった。

「ごめんなさい……菜々美さんは好きになれなくても、お花は生きているから……」

　琉聖さんは困ったようにため息をついた。

「そうだな、俺が悪かった。さあ、ベッドに戻っ──」

「あら～、病室でもラブラブなのねぇ！」

　ベッドに行きかけていた彼の足が止まり、その声に振り向く。貴子さんだった。

「お袋、ノックぐらいしろ！」

「ノックしたわよ～。返事がないから開けちゃったの。柚葉ちゃん、ごめんなさいね」

　琉聖さんにお姫様抱っこされたまま話しかけられて、私は恥ずかしくて頬が赤くなっていくのを感じた。

「どう？　具合は？　柚葉ちゃんが入院しているって昨日知ったのよ。お見舞いが遅くなってごめんなさいね」

　ベッドに下ろされ、ホッとして貴子さんを見る。

「まったく嫌になっちゃうわ、このバカ息子ったら。早く教えなさいよ」

「早く教えたら、暇さえあれば病院に来るだろ。柚葉が疲れる」

「だって柚葉ちゃん、可愛いんだもの」

　ふたりのやり取りを、ハラハラしながら聞いていた。菜々美さんが現れたことでイライラしているのだろうか、貴子さんと話す琉聖さんの声も冷たい。でも、貴子さんはそんなのお構いなしに私に話しかけてくれる。

　少し経ってから、思い出したように貴子さんが有名パティスリーの大きな箱を手渡してくれた。お礼を言うと「また来るわね」と言って、琉聖さんに追い立てられるように帰っていった。

「あの調子じゃ、毎日来そうだな……」

　病室がやっと静かになり、琉聖さんはやれやれといったふうだ。私はなんだかおかしくてクスッと笑った。

「お袋が持ってきたケーキ、食べるか？　何を考えて買ったんだか、二十個はある」

　琉聖さんが見せてくれた箱には、おいしそうな色とりどりのケーキが並んでいた。

「こんなに……。ひとつだけいただいて、あとは玲子先生や看護師さんに渡してもらえますか？　腐らせてしまうのはもったいないから」

「そうだな、渡してこよう」

　私は食べやすそうなモンブランをひとつ選び、琉聖さんは蓋を閉じて、病室を出ていき、すぐに戻ってきた。

「喜んでくれたよ」

　有名パティシエの作ったケーキだから、喜ぶだろうと、私は微笑む。

「琉聖さん……昨日の話……」

「ん？　帰れって話か？」

　私にフォークを渡してくれる琉聖さんは思い出したように口にする。

「か、帰れって……、ここに泊まらないで会社にも行ってくださいって言ったんです。それなのに、どうして今日もいるんですか？」

「俺は婚約者だろう？」

「婚約者っていっても、契約で……」

　私は偽の婚約者。ずっと付き添ってもらうのは申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

「俺がいいと言っているんだ」

「でも、甘えすぎのような気がして……」

「俺の意思だ。それが嫌だったら来ない。早く食べろよ。少し出てくる」

　私の唇に軽く触れるだけのキスをして、琉聖さんは病室を出ていった。




　数日が経った午後、窓辺に置かれたイスに座ってぼんやりと窓の外を見ていた。ふいに背後から腕がまわってびっくりする。スーツの袖からほのかに香る爽やかなフレグランスは、琉聖さんだ。頬に唇が触れる。

「琉聖さん」

「まったく驚かないのも悔しいな。考え事でもしてた？」

　そう言って琉聖さんは私を覗き込みながら、苦笑いを浮かべる。そんな笑みでさえ私の胸をトクンと高鳴らせてしまう。

「夏も終わりだなって。寒いのは好きじゃないから、夏が終わるのは寂しいなって」

　入院して一ヵ月半が経っていた。もう九月も終わりだ。

　私はイスから立ち、ベッドの端に座る。その隣に琉聖さんも腰を下ろす。

「冬になったら、暑いところへ行こう」

　肩を抱き寄せられ、琉聖さんの唇が髪に触れる。

「寒いのに暑いところ？　沖縄？　でもそんなに暑くないよね？」

「オーストラリアだ。あそこなら日本と真逆で、日本が冬のときは夏だ」

「オーストラリア……。そうなんだ、行けるといいな……。早く退院したい」

　まだ退院日が決まっておらず、私にとっては現実味がなくて素直に喜べない話だったけれど、琉聖さんの気持ちが嬉しかった。




　最近の私は、どんどんわがままになってきているみたいだ。あまり体調がよくなっていないことを、玲子先生から今日聞いた。あと一ヵ月は入院することも。

　数値がそれほど改善していないとのことだった。半月後の検査の結果次第では、入院がもっと長引くこともあり得る。沈む気持ちはどうにもならない。

「もう少しの辛抱だ。焦らないでいい。柚葉、会社には休職届を出さないか？」

「休職届……今は働けないから仕方ないんだよね……」

　悲しいけれど、会社に迷惑をかけられない。本来ならもっと前に出さなければいけなかった。

　私は琉聖さんにパソコンを借りて、休職届を作った。




　目を覚ますと、ソファに姉がいた。眠っている間に来ていたようだ。

「お姉ちゃん、来ていたんだ。起こしてくれればよかったのに」

　読んでいた雑誌をテーブルに置いて立ち上がり、私のところへやってきた姉の顔を見て微笑む。

「気分はどう？」

「調子いいよ」

　それほどよくはないけれど、心配をかけないように言う。

「琉聖さん、マンションに行ったの。すぐ戻ってくるわよ」

「私のお守りばかりで琉聖さん大変だから……もう来ないでいいのに……」

「え？　柚葉、何？」

　私の言葉が聞こえなかったらしい。

「なんでもない。お姉ちゃん、忙しいんでしょ？　もう帰っていいよ？」

　もう十八時をまわり、窓の外は少し暗くなってきている。

「私ももうすぐ食事だから」

「じゃあ、食べ終わるまでいるわよ」

「大丈夫だよ。慎のご飯を作らないと、文句言われるよ」

　慎はアルバイトと大学の両立で忙しいけれど、三日に一度は様子を見に来てくれている。

「柚葉……本当に大丈夫？」

「何も心配することなんてないよ」

　私の様子に心配そうな表情を浮かべながら、姉はしぶしぶ帰っていった。

　運ばれてきた夕食に嫌気が差し、箸でつついているところへ琉聖さんが入ってきた。ほとんど残っている皿を見て、表情を曇らせる。

「食欲がないのか？」

「……うん」

　ベッドの端に琉聖さんは腰かける。まったく……というように、小さくため息をついたのがわかった。

「……外へ食べに行くか？」

　俯いていた私は驚き、琉聖さんを見る。休職届の件で落ち込まないよう、励ましてくれているのだろう。

「外食……？　そんなことができるの……？」

「玲子に許可してもらおう」

　ずっと外に出ていないから、琉聖さんの言葉は魅力的だった。

「ちょっと待っていろ」

　琉聖さんは玲子先生に許可をもらうために、病室から出ていった。

　少しして、琉聖さんと玲子先生が病室に入ってきた。

「しっかりおいしいもの食べてくるのよ。あ！　生ものはダメよ。好中球が下がっているときにはよくないの」

　ベッドにかけられたカルテと残した食事の量を見てから、玲子先生は言った。

「はいっ」

　外に出られるというだけでウキウキしてくる。私がフフッと笑うと「楽しんできてね」と言い、玲子先生は病室を出ていった。




　急いでクリーム色のアンサンブルに茶系のフレアスカートに着替えた。長くなった髪をブラシで梳とかし、唇にグロスだけ塗ってから病室をあとにした。

　琉聖さんが、廊下の壁に背を預けて立っていた。何か考え事をしているようで、ドアが開く音にも気づいていない。

　もしかして仕事が忙しかったのかも……。そう思うと、外に連れ出してもらうのも申し訳ない気持ちになる。

「琉聖さん……」

「ん？　ああ、着替え終わった？」

　私の声に琉聖さんが我に返る。

「もしかして、お仕事が大変なのでは？　大丈夫……？」

「仕事は問題ない。じゃあ、行こうか。何が食いたい？」

　私たちは手を繋つないで歩き始めた。

「えっと……焼き鳥が食べたいです」

　まず頭に思い浮かんだ食べ物を言ってみると、銀座においしいところがあると教えてくれた。




　助手席の窓から、心を躍らせながら外の景色を見ていた。銀座……入院して二ヵ月も経っていないのに、ずっと来ていなかったみたいに思える。

「つらくなったらすぐに言えよ？」

　運転している琉聖さんに言われ、私は振り向いてにっこり笑みを浮かべた。

　到着した銀座の焼き鳥店は琉聖さんの行きつけの店のようで、私たちは奥まったカウンター席に案内された。焼き鳥を焼く炭火のにおいが店に充満している。でもここは焼き鳥店といっても、大衆酒場のような雰囲気の店ではなく、内装はモダンな和風。焼き鳥店でもこんなおしゃれな店があるんだと初めて知った。

　琉聖さんは貧血気味の私に、レバー串ばかりを食べさせたがった。嫌いではないが、他にもおいしそうなメニューがあるから、分け合いながら、いろいろな種類を食べさせてもらった。

「琉聖さん、今まで食べた焼き鳥の中で一番おいしいです」

　おいしいけれど、小さくなってしまった胃は四串ほどで、早くもお腹がいっぱいになってしまった。

「もう食べないのか？」

「もう、お腹がいっぱいです」

　食べる量の少なさに、琉聖さんが眉根を寄せている。

「あ……でも、ここに書いてあるあんみつ食べていい？　甘いものは別腹だから」

　メニューの裏に書かれたあんみつを指差して言うと、琉聖さんは微笑みながら頼んでくれた。

　久しぶりに楽しい夕食になったのは、琉聖さんのおかげだった。




　ふわふわと身体が浮いている感覚に目を開けた。大好きな人のシャープな顎のラインが見える。

「起きたのか」

　気配を察して琉聖さんが私を見下ろす。私は琉聖さんにお姫様抱っこされていた。

「ここ……」

　はっきりしてきた意識をまわりに向けると、そこは琉聖さんのマンションのリビングだとわかった。

　私は静かにソファの上に下ろされた。何がなんだかわからなくて、キョトンとした顔で琉聖さんを見つめる。

「玲子に外泊許可をもらった。少しは気分転換になるだろう。ただし、薬が今晩飲む分しかないから、朝起きたらすぐに病院へ戻るからな」

「ありがとう、琉聖さんっ」

　嬉しくて立っている琉聖さんに抱きつく。

　病室へ戻らないでいい……。嬉しくてはしゃいでしまいそう。

「子どもみたいだな」

　ぎゅうっと抱きつく私の身体を、琉聖さんが抱きしめてくれる。

「本当に嬉しくて」

　私を見るアンバー色の瞳が柔らかく光る。本当の恋人ではないけれど、そうなんだと錯覚してしまいそう。

　少し経ってから、琉聖さんがコップに入ったお水と薬を持ってきた。

　彼が寝室に行っている間に、薬を飲む。すぐに戻ってきた琉聖さんが、テーブルの上を確認している。

「飲んだら寝る支度をして」

「玲子先生みたい……」

　琉聖さんのそっけない口調に、つい頬が膨らんでしまう。

「これで調子が悪くなったら、元も子もないだろう？」

　なだめるように言うと、額にキスを落としてくれる。

「……はい、真宮先生」

　仕方なく返事をすると立ち上がった。私の言葉に、琉聖さんは大笑いしていた。




　シャワーを浴び、ナイトウェアに着替えて寝室に入る。

　琉聖さんはまだいない。仕事があると言っていたから、まだなのだろう。

　ダウンライトをつけて、琉聖さんが入ってきたときに室内が見えるようにしておき、広いベッドに横になる。枕に頭をつけて目を瞑つむるけれど、久しぶりの病室ではないベッドのせいか、眠りはやってこない。

　隣にいない琉聖さんを恋しく思う気持ちが胸を締めつける。

　これじゃダメだよね……。

　本気になってはいけない約束。知られたら契約は解除される。そう思うと心が痛く、悲しみに襲われた。無性に琉聖さんに会いたくなる。

　そこへ琉聖さんが現れた。隣に身体を滑らせ、私の頭の下に腕を差し入れる。

「もう寝ていると思ったよ」

「病室じゃないせいか、眠れなくて」

　私の気持ちを探ろうとするアンバー色の瞳。私はこの瞳に……ひと目見た瞬間からとらわれていたんだと悟った。目の前にある琉聖さんの整った顔に、心臓が音をたてて暴れ始めた。

「ゆず、眠らないと。その大きな目を閉じて」

「その呼び方……好き……」

　私は琉聖さんの瞳に見入ってしまい、逸らすことができない。

　琉聖さんは頭を下げて私の唇にキスを落とした。ちゅっと音をたてる軽いキスに私は不満の声を漏らす。

　私の上唇と下唇を順に啄むように、琉聖さんは刺激を与え始めた。そのキスに応えるように私の唇を開くと、彼は舌先をそっと押し入れてくる。舌先は歯列をなぞり、さらに深く舌を差し入れ、私の舌を捕まえた。

　そして唇から額にキスが移り、琉聖さんはフッと微笑む。

「いつもそうやって素直でいろよ。可愛いから。とはいえ病人を襲うほど、いい加減な男じゃないつもりだ。さあ、もう寝るんだ。身体に負担がかかる」

「……おやすみなさい……。今日は、ありがとう……」

「ああ、おやすみ」

　額にふんわりともう一度キスが落とされて、私は目を閉じた。

　琉聖さんの規則正しい脈が、静かに響いてくる。その音を聞きながら眠りに落ちた。




　目を覚ましたとき、隣に琉聖さんはいなかった。

　ゆっくり起き上がり、眩暈がしないか確かめる。身体を起こすと眩暈がすることが多いから。

　幸い眩暈はなかったが、時計の針は八時を過ぎている。時間が私を現実に戻す。

　病院に帰るんだ……嫌だな……。

　私は重いため息をつくと、バスルームに向かった。




　シャワーを浴び終え、以前買ってもらった半袖のワンピースを着る。ジャケットを手にしてリビングに向かう途中、着替えを済ませた琉聖さんと鉢合わせた。

「おはようございます」

「起きて大丈夫か？」

　琉聖さんは私の顔をじっと見て聞いた。そんなに心配になる顔色なのだろうか？

「はいっ、今日は眩暈もないし」

「よかった。では朝食にしよう」

　私たちはダイニングルームへ向かった。部屋から香ばしい焼きたてのパンのにおいがした。

「また……頼んだんですか……？」

　ダイニングテーブルの上には、前回と同じくホテルのような朝食が並んでいた。

　というか、近くのホテルに頼んでいるので、ホテルの朝食なんだけれど……。

「何か予定がない限りずっとだが？　給仕を帰したから、緊張せずに食べられるぞ」

　もうっ！　どんな金銭感覚なのっ。

　琉聖さんは私を席に着かせて、紅茶を淹れ始めた。彼にやらせてしまい、座ったものの手伝おうとして立ち上がる。

「ゆずは座っていなさい」

　琉聖さんが私を『ゆず』と呼ぶのはまだ続いていた。それがなんだか嬉しい。だけど、このままの関係ではいけない。昨晩、眠りに落ちる前に思った。

「琉聖さん……」

「どうした？　ゆず」

　琉聖さんは食事の手を止めて怪訝そうに見つめてくる。

　今……言わないと……契約を解消してって……。

「ゆず？　何か言いたいことがあるのか？」

　再びそう聞いてくれたけれど、どうしても口に出せない。私は首を横に振ると、淹れてもらったミルクティーの入ったカップを口に運ぼうとした。そのとき、鼻の奥から伝わるものを感じた。とっさにそばにあったナプキンを当てる。向かいに座っていた琉聖さんが、急いで私の元へ来る。

「大丈夫、鼻血が出ただけ……」

「大丈夫なわけないだろう」

　琉聖さんはタオルを取って戻ってくると私の鼻に当てた。そしてサイドボードの上に置いてある車の鍵と財布をズボンのポケットにしまったのち、私は抱き上げられた。

「琉聖さんっ！　歩けるから」

「黙っているんだ」

　病院に着くまでの約二十分間、鼻血は止まらなかった。




「すぐに連れてきてくれたからよかったわ」

　玲子先生の声が、ベッドで横になってまどろんでいた私の耳に入ってきた。

「外出などしなければよかった……」

　琉聖さんの後悔の言葉にハッとなり、私は重い瞼を開けた。

「そんなこと、琉聖さんは思わないで。外出できて嬉しかった……」

　私の声にふたりがベッドの横に来た。

「ゆず、気分は？　吐き気はないか？」

　琉聖さんは心配そうに私を見ている。頭の斜め上に輸血バッグが点滴スタンドにかけられ、チューブが腕に繋がれているのが見えた。

「輸血のおかげで身体が軽くなったみたい」

　自分のわがままで倒れてしまい、申し訳なくて玲子先生の顔が見られない。

「柚葉さん、数日はベッドから離れちゃダメよ」

「……はい。安静にしています」

「よろしい」

　玲子先生は微笑むと、看護師さんを連れて出ていった。




　翌日の土曜日、麻奈と修二さんが一緒にお見舞いに来てくれた。琉聖さんは大事な社用で朝からいない。

「ゆず、どう？　ごめんね、なかなか来られなくて。風邪ひいてたから」

　麻奈は私の大好きなピンク色のバラの花束をくれた。

「気にしないで。綺麗なお花をありがとう、麻奈」

　花束を抱えて顔を埋めると、バラのにおいを嗅ぐ。

「それと、はい！　開けてみて！」

　渡されたのは四角い箱。リボンをほどき、箱を開けると、あんみつが現れた。

「あんみつ……」

「修二が、真宮さんにお見舞いは何がいいか聞いたら、あんみつが好きだって教えてくれたって。ゆずは前から洋菓子より和菓子が好きだったけれど、あんみつはわからなかったわ」

　琉聖さん、覚えていてくれたんだ。自分の好きなものを記憶してくれて嬉しい。

「ありがとうございます、修二さん。あんみつは大好きなんです」

　私たちの会話に口を挟まず見守っていてくれた修二さんに、お礼を伝えた。

「元気そうで安心したよ。休職したって聞いたから」

　修二さんはふんわり微笑んだ。

「はい。元気なんですけど、なかなか治らなくて……麻奈、休職してごめんね。会社に迷惑をかけてしまうから」

　麻奈は真面目な表情で、首を横に振る。

「休職は寂しいけど、身体を治さなきゃね」

　私は笑みを浮かべてコクッと頷く。修二さんも笑顔になり口を開く。

「焦らずに頑張ってね。琉聖がそばにいれば心配いらないと思うけど」

「はいっ」

「今日は真宮さんいないんだね？　残念！」

　麻奈ががっかりした顔になった瞬時、修二さんが彼女の頬を軽くつねる。

「いたっ！　もう！　修二っ」

「お前な、いくら琉聖がイケメンだからって彼氏の前で」

　怒ったフリをしている修二さんを見て、私は笑った。

「琉聖さん、ここの看護師さんたちにも人気があるんです」

「そりゃそうだわ。あれだけ整ってればね～」

　麻奈は納得したように頷きながら言った。




　夕食前にふたりは帰り、就寝時刻になっても琉聖さんは姿を見せなかった。

　どのくらい経っただろうか、眠れずにいた。そこへ静かにドアの軋きしむ音がして、廊下の明かりが部屋の中に少し入ってきた。

　琉聖さん!?

　身体を起こすと、ビジネススーツに身を包んだ琉聖さんが入ってくるところだった。

「ゆず？」

　琉聖さんの甘く低い声が、静まり返った病室に響いた。

「まだ起きてたのか？　それとも起こしたか？」

「眠れなくて……」

　まだ二十二時過ぎだけれど、私は寝ていなければいけない時刻。琉聖さんが、静かにベッドの端に腰かける。

「今日はどうだった？　修二が見舞いに行ってくると言ってたが」

「麻奈と修二さんが来てくれて、楽しかったです。あんみつもみんなで食べて」

　私はよほど嬉しそうな顔をして話していたらしい。

「そんなに喜ぶところを見ると、本当に食べたかったらしいな？」

　琉聖さんは苦笑いして、私の髪をゆっくり梳すくように手を動かす。

「それもあったけれど、そうじゃなくて……私の好きなものを、琉聖さんが覚えていてくれたから嬉しかったの。修二さんが琉聖さんに聞いたと」

「ゆず……それくらいで喜ぶ君が可愛い」

　琉聖さんは私を抱きしめる。彼がいつもつけるフレグランスのにおいが、ふわっと香る。

　私は琉聖さんの胸に頭を預けて目を閉じた。額に唇がそっと当てられた次の瞬間、身体が離されて顔を覗き込まれる。

「っ！　ゆず、熱があるじゃないか。看護師は知っているのか？」

　琉聖さんは私から離れて体温、食事などが記されているボードを手に取って見る。

「夕方に三十七度か……早く眠るんだ」

　優しく言われて、私は素直に目を閉じた。

「眠るまでそばにいるよ」

　大きな手に包み込まれ、安心感からすぐに眠りについた。
















四　それぞれの思い
















　翌日、琉聖さんは急遽ニューヨークへ出張になってしまい、出社後に一度病室に戻り、顔を見せに来てくれた。ずっと交渉をしていた相手が彼と契約を結びたいとかで。

　出張前の慌ただしいときに知らせに来てくれて、申し訳ない気持ちでいっぱいだ。




　ミステリー小説を手に、窓の外を見る。

　琉聖さんがニューヨークへ行って今日で六日目。まだ一週間も経っていないのに孤独を感じていた。

　彼を前にすると、つい甘えてしまう。これでは契約の婚約者として失格だ。いつまで経っても琉聖さんから離れられない。

　きっと別れれば、琉聖さんを忘れられる。今は病気で気が弱くなっているだけ。治れば琉聖さんに会う前の自分に戻れるはず。

　無理に気持ちを押し込めようとして、本を持つ手に力が入っていた。

　窓の外をぼんやり見ていると、ノックの音に我に返る。看護師さんだろうとドアのほうに顔を向けて返事をした直後、予想外の人が入ってきた。菜々美さんだった。

「菜々美さん……」

「あら、名前を覚えていてくれたのね？　嬉しいわ」

　にっこりと笑みを浮かべながら近づいてくる。すらりとした肢体に赤紫系の華やかな色合いのワンピースを身につけていた。歩くと裾がふんわりと舞う。

　ベッドのそばに立った菜々美さんは、お見舞いの花束を私の膝の上に置く。

「ありがとう……ございます……」

「いきなり来て驚かせちゃったかしら？」

　菜々美さんの顔を改めて近くで見てみると、女優のように綺麗な人だった。自信に満ち溢れ、生き生きとした表情で私を見下ろすように眺めている。

「なんのご用ですか？」

「そうね、あなたとはお友達になれないタイプだから用件だけ言うわ。琉聖との婚約を破棄して」

　単刀直入に言われたけれど、それには驚かなかった。私に会いに来る用はそれしかないと思ったから。でも、いきなりやってきてそんなことを言われても返事なんかできない。

「あなたと一緒になっても琉聖は幸せになれないわ。だって、あなたは健康じゃないんですもの」

「私たちのことは、菜々美さんには関係ないことです！」

　健康じゃないと言われて、つい声を荒らげてしまう。

「関係あるわ。琉聖が愛しているのは私なの。私も彼を愛している」

「帰ってください。お話しすることはありません」

　知らず知らずのうちにシーツを握りしめていた。

「これを見たらショックを受けると思うけれど、きっと身を引いてもらえると思うわ」

　彼女はバッグの中から写真を数枚取り出すと、パサッとベッドの上に放り投げた。

「なんですか？」

「ニューヨークで琉聖が寂しい思いをしていると思う？」

　自信たっぷりの口調で威圧的に言われ、声が出ない。

　私は菜々美さんから手元の写真に目を動かした。見たくないのに手は無意識に写真に触れていた。

　その写真は三枚で、琉聖さんと菜々美さんが歩いているスナップ写真。ふたりがバーカウンターに並んでいる写真。そして最後の一枚は、金髪の女性と顔が近すぎるくらいに接近している琉聖さんの写真。

「これは……？」

　写真の日付は二日前。

「ニューヨークから戻ってきた足でここへ来たから、疲れちゃったわ。琉聖はどこでもモテるの。この写真の彼女とも寝たんじゃないかしら」

　菜々美さんは私の引きつった顔とは反対で、楽しそうに笑みを浮かべる。

「浮気しても私は構わないの。それが私たちのエッセンスになるから。だって、他の女と寝たあとの琉聖の愛し方は──」

「っ！　帰ってくださいっ！」

　これ以上彼女の話を聞いていたら、気が狂うのではないかと思うほどだった。

「わかったでしょ？　琉聖はあなたを愛していない」

　菜々美さんはバカにしたような笑みを浮かべて、私を見ている。

「傷つけてごめんなさいね？　でも本当のことを言わないと気が済まなかったの」

　そう言うと菜々美さんは出ていった。

　琉聖さんに怒りは感じない。あくまでも私たちは契約の関係だから。でも菜々美さんの性格は好きになれない。本当に琉聖さんは彼女が好きなの？　違う人とならにこやかに笑って琉聖さんと別れてもいい。だけど彼女だけは嫌だ。

　菜々美さんの甘い香水のにおいが病室に漂っている。その香りに胸が苦しくなる。

　ベッド脇の引き出しに写真を入れてから、重い足取りでドアに向かう。菜々美さんの香水のにおいがするこの部屋にいたくなかった。

　どこに行く当てもない。いつの間にか私は新鮮な空気を求めて、病院の屋上にいた。

　階段を上ったせいで身体は脱力感を覚え、足は小刻みに震えていた。目についたベンチに座ると、浅い呼吸を繰り返す。

　こんな気持ちになるなんて思わなかった……。わかっていても琉聖さんと別れるのはつらい。

　私は寒さも感じずに泣いていた。




　しばらくして気持ちが落ち着き、病室へ向かった。病室はすぐ下の階で、廊下を歩く私に、いつもの看護師さんが慌てて飛んできた。

「柚葉さんっ、いったい今までどこにっ!?」

「すみません……探していたんですね？」

　ずっと泣いていたから目が赤いだろう。泣きはらした目を見られたくなくて、俯き加減で謝る。

「ええ。ご婚約者の方も探していますよ」

「琉聖さんが!?　明日帰国のはずなのに」

　驚いているところへ──。

「ゆず！」

　いつものように上質なスーツを身にまとった琉聖さんが、足早に近づいてくる。後ろに玲子先生の姿もある。

「どこへ行っていた？　何も言わないで病室を出たら、みんなが心配するだろう？」

「ごめんなさい。気分転換に……」

　菜々美さんの残り香を消し、自分の気持ちを整理させたくて病室を出たことは、口にできなかった。

「柚葉さん、何も羽織らないなんてダメでしょう。すぐに診させて」

　玲子先生が一歩前に出て、私の肩を抱えて廊下を歩きだす。

　病室へ入ると、そのままベッドの上に座らされて、玲子先生は体温や脈、血圧などを診始める。

「身体は冷えきっているけど熱はないようね。血圧も脈も正常。よかったわ」

　玲子先生が聴診器を耳から外して、後ろで様子を見ていた琉聖さんに言った。

「柚葉さん、寒気を感じる？　お布団に入って横になって」

　玲子先生の問診に、私は首を横に振ってベッドの上に横たわる。

　壁の時計を見ると、屋上にいた時間は三十分くらいだけど、心配をかけてしまい、タイミングが悪かった。

「夕食をしっかり食べなさいね？」

　診察を終えた玲子先生は琉聖さんに頷いて、看護師さんと共に出ていった。

「ゆず、若い女が面会に病室を訪れたと聞いた」

　ベッド横のイスに腰かけた琉聖さんは、テーブルの上に置かれた花束へと視線を向けてから、私をもう一度見る。

「目が赤い。泣いていたんじゃないか？」

「琉聖さん、契約を解消してください。婚約者の役はできません。私では力不足です」

　屋上でよく考えたことだ。泣かないように、琉聖さんに告げた。彼はあっけに取られた顔になる。

「契約を解消？　どうしたんだ？　何があった？　若い女とは菜々美だろう？　君に何を言った？」

「そうです。来たのは菜々美さんです。これを見せてくれました」

　私は身体を起こし、ベッドサイドの引き出しの中から菜々美さんが置いていった写真を出した。

　それを琉聖さんに手渡す。写真を見た彼の眉根がぎゅうっと寄る。

「明日、病室を移ります。今までかかったお金は時間をかけても返しますから……」

　琉聖さんの顔を見ていられなくて俯き、自分の手に視線を向ける。

「……これを信じたのか？」

「だって、そんな写真を見せられたら信じるしかないですよね？　もう出ていってください……」

「柚葉！　聞くんだ」

　琉聖さんの怒りを抑えた声に、私はビクッと肩を跳ねらせる。

「嫌っ！　聞きたくない！」

　本当は『嘘だ。誤解だ』と言ってほしい。

　だけど真実を聞くのが怖くて、琉聖さんを拒絶していた。すると、彼はイスから腰を上げた。

「病室を替える必要はない。金も返す必要もない」

　静かな口調で琉聖さんはそう言って、病室を出ていった。ずっと俯いていた私は、ドアが閉まる音で肩をガックリ落として、両手で顔を覆った。

　夕食が運ばれてきたけど、すっかり食欲をなくしてしまい、少しだけ食べてから、足元にテーブルをずらして横になった。




　現実から目を逸らしたいがために、私は眠った。だが、どのくらい経ったのか、息苦しさと身体の熱さで目が覚めた。喉が渇いて呼吸が苦しい。

　身体は燃えるように熱く、腕は鉛がのったみたいに重く動かない。やっとのことで腕を伸ばして、ナースコールのボタンを押した。

「下山さん？　どうしました？」

　すぐに夜勤の看護師さんが入ってきた。

「すみま……せん……。おかし……くて……」

「下山さんっ!?」

　薄暗かった部屋が明るくなり、少し安堵したのち、意識が遠のいた。




　意識がゆっくり浮上する……。

　琉聖さんや玲子先生、看護師さんが心配そうに覗き込んでいた。姉も慎もいた。

「私……」

　ぼんやりする頭で、高熱を出していたことを思い出した。そして、うっすら目を開けた私は、いつもの心配そうな琉聖さんの瞳と視線がぶつかった。みんなに迷惑をかけてしまったみたいだ。

　玲子先生の安堵のため息が聞こえる。

「気がついたのね。気分はどう？　吐き気はある？」

　私は重く感じる頭を横に動かした。

「二日も意識が混濁していたの。もう大丈夫ね」

　玲子先生は脈を確かめて、看護師さんと出ていく。姉と慎も安心し、今は疲れさせないようにと帰っていった。

　病室には琉聖さんだけが残った。そして──。

　点滴をしていないほうの私の手が、優しく包まれる。

「ゆず、もう心配させないでくれ。誤解を解きたいが、体調を整えるのが先決だ」

　その声は優しさに満ち溢れていた。

　ひどいことを言ったせいで……もう会えないと思ったのに……。

「今……今、聞きたい……」

「しかし……」

　琉聖さんは私の身体を心配して、戸惑っている。

「いろいろ考えちゃうほうが身体に悪いから……ちゃんと話してほしい」

「……わかった。最初に言っておくが、菜々美とは今は何もないから安心して聞いてほしい」

　その言葉だけで、本当はよかった。私はずっと琉聖さんを信じていたから。ただ、私はもう迷惑をかけてしまってはいけないと思っていた。

　私が頷くと、琉聖さんは静かに話し始める。

「菜々美と付き合っていたことがある。ただ、俺も若く、結婚は考えられなかった。菜々美はキャビンアテンダントで、お互い忙しく次第にすれ違い、あるとき、アメリカの富豪と結婚すると言われたんだ。俺はなんとも思わなかった。金持ちと結婚したければすればいい、と。しかし一ヵ月前に離婚して日本へ戻ってきたようだ」

「菜々美さんが結婚して……離婚。菜々美さんは琉聖さんを愛している、と」

　琉聖さんに気持ちはないけれど、彼女のほうにはある。

「あの写真は君を陥れるために撮られたものだよ。一緒に食事をしていた外国人の女性は支社の秘書だ。菜々美に何を吹き込まれたか想像はつくが、彼女とは別れたときから何もない」

　そうだったんだ……。私はなんてバカだったんだろう……。

「ゆずが倒れた日に、菜々美に会って話をつけてきた。俺が愛しているのは柚葉だと。俺たちに近づいたら、法的措置を取らせてもらうと通告してきた」

　私は耳を疑った。

「愛しているのは……私……？」

「ああ。ちゃんと言っていなかったよな。契約を盾に安心していたようだ。俺は君を愛している。そうでなければ俺はこんなふうに献身的に尽くさない」

　私のポカンとした顔に、琉聖さんはフッと微笑み、頭をそっと撫でてくれた。

「そんなにびっくりすることか？」

「あ、当たり前です。私だけが愛しているとばかり……」

　目頭が熱くなってきて、涙が溢れてきた。その涙を琉聖さんは優しく拭ってくれる。

「相思相愛だ。わかったら、俺に遠慮はしないでくれ。いいね？」

「それとこれとは──」

　唇に長い人差し指が置かれる。

「ゆず。俺は君の支えになりたい。どんなことがあっても君を愛している」

　琉聖さんの嬉しい告白なのに、私は睡魔に襲われ始めている。それがわかった彼は「また話そう。今は眠って」と言って、手にキスを落としてくれた。




　翌日の午後、看護師さんが呼びに来た。今回は高熱を出してしまい、しっかり検査をしなくてはならないと、玲子先生の指示が出た。

　検査は苦手だった。骨髄検査は痛くて逃げたくなる。でも、きっと誰でもそうだろう。拒否するわけにはいかない。

　今日はずっと琉聖さんがついていてくれて、私は車イスで検査室に送られた。




　すべての検査が終わり、ぐったりと身を沈めたまま看護師さんに車イスを押され、病室に戻る。病室では琉聖さんが仕事をしながら待っていてくれた。入口で私を車イスから抱き上げて、ベッドに運んでくれる。

「ゆず、疲れただろう」

　ふんわりと抱きしめられ、私は琉聖さんの胸に顔を埋めた。

「痛かったけど、大丈夫。必要なことだから」

　琉聖さんが優しいから強がってみせる私だ。そんなのは重々承知とばかりに、頭がポンポンと叩かれる。

「ゆず、大事なことを話したい」

「えっ……？」

「……俺たちの交わした契約はなかったことにしてほしい」

「なかった……ことに……？」

　昨日、愛していると言われたのに？　琉聖さんが私から離れていく……。

　そう思うと、心臓が鷲わし掴づかみされたようにぎゅうっと痛み、泣きそうになった。急いで琉聖さんから視線を外そうとした次の瞬間、彼の言葉に驚いて目を大きく見開いた。

「お互い愛し合っている俺たちに、契約書は必要ないだろう？」

　見つめてくる瞳は温かくて、いろいろな思いが募り、涙がポロポロと止めどなく溢れ出てしまう。

「契約にあんな条項を入れた俺は愚かだったよ。最初から君に惹かれ、すぐに愛し始めていたのに。ゆず、俺と結婚してほしい」

「結婚……？　こんな身体の私に？　琉聖さん、冗談なら今は──」

「こんなことを冗談で言う男は、男じゃない。本気だよ。柚葉、俺と結婚してほしい。君でなくてはダメなんだ」

　私は突然のプロポーズに驚くばかりで、よく考えられない。

「病気は必ず治る。俺が愛しているのは柚葉だけで、ずっと守りたい。ゆず、退院したら結婚してくれるね？」

　溢れ出る涙を止められない。琉聖さんはハンカチで、私の涙を優しく拭ってくれた。

「いいの……？　こんな私で……？」

　いつ治るかわからないのに。

「俺を愛してくれているんだろう？　俺も柚葉でなければダメなんだ。愛してるよ」

　琉聖さんはポケットから丁寧にラッピングされた四角い箱を取り出した。そのベルベットの箱は、ブランド物に疎い私でも知っているロゴが入っている。

　琉聖さんはその箱を左右にスライドさせて開けた。

「これが本当のエンゲージリングだ。ニューヨークで買ってきたんだ」

　前にもらったエンゲージリングよりダイヤのカラットは小さいが、クラリティなどは引けを取らず、箱の中でキラキラ輝いている。メインのダイヤを小さめのダイヤが囲んでいる。

「あのエンゲージリングでいいのに……」

　高価なものだから、入院中は琉聖さんに預かってもらっている。

　琉聖さんは、戸惑った表情を浮かべている私の左手の薬指に、エンゲージリングをはめてくれた。

「あのとき……君を傷つけてしまっただろう？」

「傷つけた……？」

　私は首を小さく傾げる。

「ゆずが指輪のお礼を言ったとき、俺は別れたら売ればいいと」

　そうだった。まさか琉聖さんが気づいていたなんて……。

「車の中で君が傷ついた顔になったのを見たんだ。あれは失言だったよ。だからもう一度、一からやり直したいと思った」

「ありがとう……あのとき、私がお金目当てだと思われていることが苦しくて、悲しくなったの」

　琉聖さんの気持ちに感動し、涙腺が決壊して止まらない。彼は私の頬を包むようにして、溢れ出す涙を拭いてくれた。胸が熱くて、鼓動がドクドクと速い。

　琉聖さんの指が顎にかかり、そっと上を向かされ、優しいキスが落とされた。こんなに幸せでいいのかと、抱きしめられながら頭の片隅で思った。幸せすぎて何かが起こりそうで怖い。そんな感覚を拭いきれない気持ちがあり、琉聖さんの胸の中で小さく頭を振ってしまう。

「疲れただろう？　少し休んだほうがいい」

　眠りたくない。このままこの幸せに浸っていたい。

　だけど、身体は睡眠を求めているみたいで、自然と瞼が落ちてきた。




　数時間後、すっきりした気分で目が覚めた。まず目を覚まして琉聖さんを探す。

　いてくれた……。寝ているの？

　琉聖さんはソファに座り、腕と足を組んで目を閉じていた。

　太陽が落ちかけている薄暗い部屋。テーブルを見ると書類やノートパソコンが開かれている。

　私は静かに起き上がり、足元の膝かけを手にした。琉聖さんに近づき、彼を起こさないように膝かけをかける。

「ん？　ゆず」

　目を開けた琉聖さんは、私を見ると微笑んだ。

「琉聖さん、こんなところで寝ないで。風邪をひいちゃう。私は大丈夫だから、もうマンションに戻ってゆっくりして」

　そこへ病室のドアがノックされた。琉聖さんは腕時計を見た。

「夕食か……」

　返事をした琉聖さんの声で、看護師さんがトレイを持って入ってきた。

「琉聖さんもお腹が空いたでしょう？　早く帰って」

「俺のことは気にしないでいい。ゆずが食べたら少し出てくるよ」

　琉聖さんは私が食べ終わるのを見届けてから出かけていった。




　三日後、先日の血液と骨髄の検査結果がわかった。まずまずの結果で、熱は出たものの薬が効き始めたらしく、数値が正常に近くなってきているとのことだ。

「よかったわね」

　玲子先生は喜んでくれていて、私も嬉しくて満面の笑みを浮かべた。

「ありがとうございました」

「この調子なら、あと一週間で退院できるわ。でも三日に一度は病院に来てね」

「はいっ」

　退院できるのなら、三日に一度の通院なんてスキップして来られそう。

「それと、出血したら必ず来るのよ？　まだまだ止まりづらいから。琉聖さんにもよく言っておくけど」

「はい」

　気持ちが高揚して何を言われても『はい』で済ませそうだ。そんな私を見て、玲子先生が苦笑いしながら病室から出ていった。

　玲子先生の嬉しい知らせのあと、姉が入ってきた。

「柚葉、起きてて大丈夫なの？」

「お姉ちゃん、いらっしゃい」

「元気そうじゃない」

　顔色がよくなった私を見て、姉は安堵の表情を浮かべる。

「うん。あと一週間くらいで退院できそうなの」

「本当に？　よかったわ！」

　姉は私の手を握って喜んだ。

「真宮さんも大変だったわよね。いい人を見つけて本当に柚葉が羨ましいわ。あら？」

　私の左手の薬指に光っている指輪に、姉の視線が動く。

「え？」

　姉の目が指輪に釘づけになっている。

「この前とは違うわよね？　新しい指輪？」

「う、うん。もうひとつプレゼントしてくれたの。この前出張したニューヨークで買ってきてくれて」

「すごいわね……。ますます羨ましくなっちゃうわ」

　自分でも琉聖さんに愛されて幸せ者だと思う。姉にも素敵な恋人ができるといいな。




　今日の姉は、慎が遅く帰ってくるからと、私が夕食を食べ終わるまでいてくれた。そして姉が帰ってから少しして、琉聖さんが現れる。

「玲子から聞いたよ。あと一週間で退院できるって？」

「うん。すごく嬉しくて」

　琉聖さんはベッドの端に腰かける。

「俺も嬉しいよ。ゆず、退院したら一緒に住まないか？」

「一緒に……？」

「ああ。仕事もすぐには復帰できないだろう？　うちでゆっくり療養したらいい」

「それなら家でも……」

「ゆず、一緒にいてほしいんだ。それに言っただろう？　退院したら結婚しようと」

　心がとろけるような甘い眼差しで見つめられて、嫌なんて言えなくなる。嫌だとは思っていないけれど……。

「籍を入れて、落ち着いた頃に結婚式を挙げないか？」

「結婚式は……」

　綺麗なウエディングドレスを着て、結婚式を挙げるのは夢だけど、真宮家ともなれば、簡単な結婚式では済まされそうもない。私は戸惑い、次の言葉が出てこなかった。

「結婚式は……の続きは？」

「結婚式はしたくないって言ったら……？」

「それはできないな」

「やっぱりそうだよね」

　真宮家のひとり息子の結婚式ともなれば、大々的な式は免れないはず……。

「身体を考えて、来春に式を挙げよう。だが、ゆずが考えているような大規模な式をするつもりはないよ。ゆずを紹介するのなら、前のように何かのパーティーに出れば済むしな。来春ならばウエディングドレスもオーダーできる。俺はゆずのドレス姿を見たいから式を挙げたいんだ」

　ちゃんと私のことを考えてくれる。私は嬉しくて、自分から琉聖さんの首に腕をまわした。




　待ち遠しかった一週間が経ち、やっと退院の日がやってきた。まだ無理のできない私のために、自宅で退院パーティーをやろうと姉が提案してくれた。修二さんと麻奈も誘っている。

　この日、どうしても抜けられない会議がある琉聖さんの代わりに、修二さんと麻奈が病室に来てくれて、荷物を片づけるのを手伝ってくれた。そして片づけ終わった頃、琉聖さんが病室に現れた。

「用意は終わった？」

「はいっ」

　私がいつになく明るい表情で返事をしたからか、琉聖さんも楽しそうに笑みを返してくれた。




　私たちはテーブルを囲んで姉の作った手料理を食べていた。慎も急いで大学から戻ってきて、久しぶりにみんなでの食事ができて嬉しい。

「ゆず姉、よく食べるな？」

　から揚げを食べている私を、慎がからかう。姉の手料理はおいしくて、いつもより食が進む。

「だって……本当に病院の食事っておいしくないんだよ？」

「なんでも食べるゆず姉がおいしくない料理って、どんなんだ？」

　その言葉に、みんなが笑い声を上げる。琉聖さんは庶民的な料理でも喜んでくれているようで、姉も私も嬉しい。

「だから、本当においしくないんだってば。入院していたときに慎に食べさせればよかったな。そうしたらわかったのに……」

「ざんね～ん。俺は健康体なの」

「ふ～ん、だ」

　私は慎に付き合っていられなくて、プイッとそっぽを向く。

「まぁまぁ、ふたりとも。だけど本当によかったよ。ゆずが元気になって」

　私の隣に座る麻奈が話を変える。

「うん、ありがとう。麻奈」

「いや～、それにしても、琉聖がとうとう結婚か」

　感慨深げにそう言ったのは修二さん。

「ああ。式は来春にしようと思ってる」

　そう言って琉聖さんは改まって姉へ顔を向ける。

「美紀さん、籍は近いうちに入れたいのですが……それでよろしいですか？」

　琉聖さんは家長である姉に聞いた。私から話を聞いていた姉はすぐにっこり微笑み、頷く。

「ええ。真宮さんに逃げられないように、籍だけでもすぐに入れてもらったほうがいいって、柚葉には言っていたんです」

「もうっ、お姉ちゃんまでっ」

　私は困って、姉から琉聖さんに視線を向けて、苦笑いを浮かべる。そこで慎が今まで見たことがないくらい真剣な表情になって口を開く。

「琉聖さん、お金を貸してくれてありがとうございました！」

　慎は頭を深く下げるも、琉聖さんはなんの話かわからない顔だ。私も心の中で、しまった！と思った。琉聖さんには誤解させたままでいたから。

「千五百万円、本当に助かりました。俺が車をぶつけたばかりに姉たちや琉聖さんに迷惑をかけてしまい……、お借りしたお金は、一生かかっても返しますから」

　慎は真摯にお礼を言い、琉聖さんに約束した。

「……事故は一生取り返しのつかないこともあり得る。お姉さんたちを悲しませないよう気をつけろよ」

　そう言った琉聖さんは私に何か言いたそうだった。そこへ姉がケーキを運んできた。




　退院祝いが終わったあと、私は琉聖さんが運転する車に乗ってすぐに眠りに落ちてしまった。

　次に目を覚ますと、太陽の光が降り注ぐ中、私を見つめる琉聖さんと目が合う。

「琉聖さんっ」

　寝顔を見られていたのが恥ずかしくなり、慌てて掛け布団で顔を半分隠す。

「おはよう、ゆず」

　彼にかかる布団は腰までで、相変わらず上半身裸の琉聖さんに、心臓がドキドキと高鳴り始める。

「いつから見ていたの？」

「そんなに経ってはいない」

　グイッと引き寄せられて、頬が琉聖さんの裸の胸板に触れる。

「ゆず、ずっと不思議に思っていたんだ」

「何を……ですか？」

「欲のない君が千五百万を欲しがった理由」

　思いがけない言葉を耳にして、私はビクッと身体を起こし、琉聖さんを見る。

「なぜ言ってくれなかった？　慎くんのためだと」

「あのときは変な意地を張って……本当のことは言いたくなかったの。そんな金額、家を売るにしても時間がかかるらしくて、慎の友達のお父さんからは待てないって責められて……」

　あの頃の不安な気持ちを思い出して、苦笑いを浮かべる。

「最初に契約を持ちかけられたときは、そんなの無理だって思った。だけど、その日に家に帰ったら大変なことになっていて……琉聖さんしか思い浮かばなかったの」

「不謹慎だが、慎くんのおかげだな。金が必要にならなければ、ゆずが俺と契約し、愛し合うこともなかった」

　私の肩を琉聖さんはゆっくりと撫でている。触れる手のせいで肩が熱を帯びていくのを感じていた。

「……ごめんなさい……。琉聖さんのことを利用したの……」

「いや、俺のほうが君を利用していた。契約したその日にゆずのバージンを奪った」

「だって、契約したから……。琉聖さんは私に大金を支払ったんだもの。それに……琉聖さんになら許してもいいと思った」

「最初は嫌がっていたのに？」

　琉聖さんはあの日のことを思い出したのか、眉をひそめた。

「だ、だって、知識も経験もなかったから……。きゃっ！」

　視界が回転して、琉聖さんが覆いかぶさるようにして私を見る。

「真っ赤だ……。頬も……耳も……ここまでも……」

　言葉にする箇所に琉聖さんは唇を当てていく。

　赤くなっている鎖骨の下、胸の膨らみにも琉聖さんはキスを落としていった。




「今日は何をしたい？」

　朝食を食べていると琉聖さんに聞かれる。今日は日曜日で琉聖さんは休み。入院していた頃はあちこちに行きたいと考えていたけれど、今は思いつかない。琉聖さんと一緒にいられるだけで幸せだったから。

「といっても、まだまだ無理はしないほうがいいが」

　そこへ琉聖さんのスマホが鳴った。着信の文字を見て琉聖さんが舌打ちしている。

　出たくない人から着信？

　黙って見ていると、琉聖さんは深いため息をついてスマホの画面をタップした。

　答える間もなく次から次へとまくし立てられているのか、琉聖さんの言葉が少ない。

「ああ、退院した……わかった。昼頃に行くよ」

　琉聖さんはスマホを切った。

「ゆず、悪いが実家に行かなければならなくなった。親父にゆずを紹介したいんだ」

「お父様に？」

　私は目を丸くして驚く。

「ああ。忙しい人だから家にいるのが珍しい。お袋も君に会いたいって」

　貴子さんと会うのは嬉しいけど、琉聖さんのお父様と会うなんて緊張しちゃう……。でも、結婚するのだから会っておかないと。

「親父も俺たちの結婚には賛成しているからまったく問題ない。俺がついているから気後れせずに、心配しないで会ってほしい」

　力強い琉聖さんの言葉に、私ははにかみながら頷いた。




　真宮家は日本でも有数の大企業を営む一族。琉聖さんの実家は都内でもっとも高級住宅地と言われるエリアに豪邸を構えていた。車は大きな門をくぐり、少し走って純和風の家の前に停まった。

　私はポカンと口を開け、大きな家を見ていた。貴子さんや琉聖さんの雰囲気からして、洋館風の家を想像していたのだ。だが目の前には、想像とかけ離れた純和風のお屋敷があった。

「どうした？」

　私に琉聖さんが声をかける。

「え？　……想像と違っていたから」

「想像？」

「うん。洋風のお屋敷を想像していたの」

「ああ……、あのお袋だからな」

　琉聖さんは私が想像していたことがわかったようで、フッと笑みを浮かべた。

「柚葉ちゃん！」

　玄関から小走りで貴子さんが出てきて、ふわっと抱きつかれた。

「退院、おめでとう。ずいぶん元気になったみたいに見えるわ」

「お袋、柚葉が驚いている。離れろよ」

　琉聖さんは私の腕を掴むと、貴子さんから引き離して自分のほうに引き寄せる。

「まったく、いいじゃないっ。琉聖は毎日、柚葉ちゃんと一緒なんだから」

「今日はお邪魔します。これ、買ってきたもので申し訳ありません」

　恐縮しながら、貴子さんに来る途中で買った菓子折りを渡した。

「気を使わせちゃったわね、よかったのよ～」

　優しく微笑まれて、少し緊張が解けた。

「さあ、入って入って」

　広い玄関でパンプスを脱ぎ、スリッパを履いて上がる。

「今日の柚葉ちゃんの装いも可愛いわ～。早く一緒にお買い物に行きましょうね」

　私の装いを褒めてもらって嬉しい。琉聖さんのアドバイスで、水色のシャツワンピースを選んだ。胸の位置に緩くギャザーが入った女性らしいデザインで、ラフすぎず、かしこまった装いにならないように気を使ったことは確かだ。

「琉聖さんが選んでくれたんです」

「そうなの～？　琉聖は、趣味はいいから」

　すんなりと琉聖さんを褒める貴子さん。自慢の息子らしい。

　無理もないと思う。私にも琉聖さんみたいに、頭ず脳のう明めい晰せきで容姿端麗、スポーツも万能な子どもがいたら鼻が高い。

「あなた～、琉聖と柚葉ちゃんがいらしたわよ」

　貴子さんがドアを開けると、意外なことに室内は洋風の造りになっていた。

「めちゃくちゃだろ？　ここはお袋の趣味で二十年くらい前に改装したんだ」

　琉聖さんは小声でそう呟き、私に部屋に入るよう促した。

「でも……すごい……素敵」

　通されたリビングは三十畳程度ありそうなほどに広くて、アンティークなロココ調の家具が配置よく置かれている。

　ソファには三十年後の琉聖さんを思わせるような、まさにロマンスグレーの男性が座っており、私たちの姿を見て立ち上がり、迎えてくれる。

「急なのによく来てくれたね。琉聖の父です」

　笑みを浮かべながら、私に手を差し出して握手を求めてきてくれた。

「は、はじめまして、下山柚葉と申します」

　私はしっかりと手を握り、深々とお辞儀をした。

「貴子さんの話通り、素敵なお嬢さんだな、琉聖」

「ほら、柚葉ちゃん、どうぞかけなさいな」

　ご両親の対面のソファへ、琉聖さんは私を先に座らせ、隣に腰を下ろした。




　琉聖さんの両親に見送られてマンションへ戻る中、ようやく緊張が解けていくのを感じた。無意識で出た小さなため息は運転する琉聖さんの耳に聞こえてしまったようで、心配そうな顔で見つめられる。

「退院したばかりなのに、今日は無理させたな。疲れたんだろう」

　運転中のアンバー色の瞳が、私の表情を探るように見る。

「でも、お会いしたかったから。お話がたくさんできてよかった」

　大企業の社長さんだから厳しい人かなと思っていたけれど、気後れしている私に笑顔で優しく話しかけてくれた。

　だけど不安になる……。このまま琉聖さんと結婚してもいいのかと……。もしかしたら私は病気のせいで、一生子どもを望めないかもしれないのに。

　琉聖さんの跡を継ぐ子どもを産めなかったら……と考えると、この結婚に踏みきれない。今日、ご両親に会って、そんな不安な気持ちになった。

「少しでも身体の調子がおかしくなったら、すぐに言ってほしい」

　琉聖さんの片手がステアリングから離れ、私の髪に伸びる。

「うん。そんなに心配しないでね？」

　私は琉聖さんに安心してほしくて、笑みを浮かべた。




　琉聖さんは両腕に持った荷物を、フローリングの上に下ろした。

　貴子さんは香港旅行からおととい帰ってきたばかりで、いくつものお土産を私のために買ってきてくれていた。

　笑いながら『少しなんだけど』と言って渡してくれたけど、その量は決して少しとは言えないもの。貴子さんが別の部屋から次から次へと出してくる紙袋に、琉聖さんの顔がだんだんと呆れた顔になっていた。

　フローリングに置いたお土産に、琉聖さんがフッと笑ったのが視界に入る。

「琉聖さん、どうして笑ってるの？」

「相当ゆずのことが気に入っているんだなと思ったら、おかしくなったんだ」

「こんなにたくさん……。どうしよう」

「どうした？　気に入らないものでもあった？　お袋の趣味は結構派手だからな」

「ううん、違うの。いいのかな、こんな高いものばかり……」

　高級ブランドの中でも特に高いと言われているところのバッグや財布、革の手袋や、化粧品……。女の子なら誰もが欲しいと思うものが目の前に広げられている。それらを見ていると、親子がよく似ていることに気づいた。

　琉聖さんもプレゼントを贈るのが好きだし、大量に買う……。

「使っているところを見せれば喜ぶよ。娘がいないから、買うのが楽しいんだろう」

「そうだね。ありがたく使わせてもらうね」

　私は琉聖さんに、にっこり笑みを浮かべた。
















五　つきまとう不安
















　翌日の月曜日。

　今朝、眩暈がいつもより長いのが琉聖さんに気づかれてしまい、また心配をかけてしまった。今日はもともと通院の日で、着替えを済ませる。

　着替えが終わって、リビングでバッグの中身を確かめていると、イタリア製のオーダーメイドのスーツに着替えた琉聖さんが姿を見せた。いつも見ているのに、男性の色気を醸し出す琉聖さんに見とれてしまう。

「今日は送ってやれないが、大丈夫か？」

「はいっ。そんなに心配しないで」

　午前中に重役会議があるのは知っているし、付き添いは必要ない、と私は琉聖さんに微笑んだ。




　タクシーで向かい、混んでいる大学病院の待合ロビーに着く。少しして看護師さんに名前を呼ばれて、診察室へ入った。

「今日はひとりなのね」

　玲子先生が奥から白衣のポケットに片手を入れながら現れた。

「立ちくらみがときどきあるのね？」

「はい……」と返事をする私に、玲子先生は以前のカルテを見ながら問診していく。

「採血しましょう」

　看護師さんが採血キットを用意し、玲子先生自ら、私の腕から血を抜く。

「はい。いいわよ。出血が止まるまで、隣の部屋でおとなしく横になっていてね」

　玲子先生は採血を済ませた私に、隣の部屋を指差した。

　私のような病気は、血液検査をすると、血が完全に止まるまでは病院で休ませてくれるのだ。




　そして、出血が止まったのを確認した玲子先生が、タクシー乗り場まで付き合ってくれた。

「ちゃんと薬を飲んでね。それから、まだ無理しないこと」

　今日の検査の結果が悪くなければ、次に病院に来るのは十日後でいいと言われ、嬉しいより、安堵の気持ちのほうが大きい。

　玲子先生に見送られて、タクシーに乗り込むと、琉聖さんのマンションへ向かった。




　リビングのソファに座り、琉聖さんに電話する。彼は数コールで出てくれた。

「琉聖さん」

『病院はどうだった？』

「検査結果がよければ、次は十日後でいいと言われたの」

『きっとよくなってる。疲れただろうから休んでなさい。夕食はホテルに頼むから』

「大丈夫。何もしないだなんて……お夕食は作っておくから、ホテルに頼まないで」

『前にも言ったが、そんなことをさせるために一緒に住んでいるんじゃないんだ』

　彼から与えられる恵まれた生活に、甘んじてはいけないと思うことがときどきある。

「でも、退屈だから、せめてそれくらいやらせてほしいの」

『では下のコンシェルジュに欲しいものを頼むといい。なんでも用意してくれる』

　仕方ないな、というような琉聖さんの口ぶり。

「買い物にだって行けるわ」

　マンションの近くに、高級スーパーマーケットがある。

『作るのはいいが、買い物はまだ許さない』

　過保護な琉聖さんに私は負け「わかりました」と返事をして、通話を切った。




　琉聖さんの言う通りに、マンションのコンシェルジュに必要なものを頼むと快く引き受けてくれた。このマンションは至れり尽くせりのサービスが充実しているということを改めて認識する。

「さて、何をしようかな……」

　琉聖さんが帰ってくるまで、まだまだたっぷり時間がある。入院していたときは、眠るか雑誌を見るかしかできなかったけれど、今は部屋にいる限り自由だ。

「早く仕事したいな……」

　琉聖さんは私が働くことに賛成なのかな？　一日中することもなくここにいたら、退屈……。




　病院へ行って、思ったより疲れていたようだ。ソファに横になっていたら、いつの間にか眠ってしまっていた。

「……寝ちゃったんだ」

　壁時計を見ると十五時過ぎ。思ったより体力がなくなっているみたい……。

　少し寒さを感じてカーディガンを羽織ったところへ、インターホンが鳴った。出ると、コンシェルジュが頼んだものを持って立っていた。いつもロビーで挨拶してくれる、年配の男性だった。

「またご入り用があれば、いつでもおっしゃってください」

「ありがとうございます。助かります」

　荷物を受け取ったのを見て、男性はきびきびとした動きで帰っていった。私は買い物袋を抱えて早速キッチンへ向かい、食事の支度に取りかかった。




　料理をしている最中、ふいに視線を感じて、キッチンカウンターの向こうを見た。

「りゅ、琉聖さん。びっくりした……。お迎えできなくてごめんなさい」

「ただいま」

　琉聖さんは私の驚いた顔を楽しんでいるかのように、口元を緩ませる。そしてキッチンで突っ立っている私のところに来て、唇の端にキスをする。

「おかえりなさい。お仕事は……？　まだ十六時過ぎなのに」

　ぎゅっと背後から抱き込まれて、身動きができなくなる。

　ふんわりと、琉聖さんがいつもつけているフレグランスの香りが鼻腔をくすぐった。夕方なのにまだこんなに爽やかだなんて、彼は本当に仕事をしてきたの？って思ってしまう。

「仕事はしてきたさ。ゆずのエプロン姿に欲情しそうだ」

「りゅ──」

　優しく振り向かされたのち、琉聖さんはしっとりと唇を重ねてきた。唇を啄むようなキスをされ、舌が口腔内を、わが物顔で入ってくる。私の身体がみるみるうちに痺れていく。

　立っていられないくらいのキスを受けて、琉聖さんが唇を離したときにはガクンと崩れ落ちそうになった。

「もう……いきなりそんなキスしないで……」

　そう咎めると、琉聖さんは笑いながら身を屈めて額に唇を落とす。

「副社長さんが、こんなに早く帰ってきていいの？」

「この時間に帰るために昼食時間も削って仕事をしたんだ。褒めてくれるだろう？」

「琉聖さん……」

　早く帰るために努力してくれたんだ……。私は笑みを浮かべ、コクッと頷いた。

「着替えてくるよ」

　琉聖さんはネクタイを緩めながら着替えに行った。

　早い帰宅だけど、やはり仕事はほっといてくれない。着替えてリビングに戻ってくるとすぐにスマホが鳴り、彼は書斎に入ったきりになった。そして、夕食を作り終えて呼びに行くまで、彼が書斎から出てくることはなかった。




「琉聖さん、私、職場復帰したいのだけど……」

　夕食を食べ終えて、コーヒーを飲んでいるときに言ってみた。琉聖さんは私の言葉に片方の眉を上げる。

「退院したばかりだ。まだ無理だろう？」

　何を言っているのかと言わんばかりの口調。

「でも、一日中何もしないで家にいるのは……」

「当たり前だ。ゆっくり療養するためにいるんだろう？」

　琉聖さんの強い口調に押され気味の私は、声が小さくなる。

　やっぱり反対されると思っていた。そっとため息を漏らす。

「ゆず、自分の身体が疲れやすいことはわかるだろう？　無理をしたら入院だぞ」

　琉聖さんの指が、頬に触れてそっと撫でる。

「……はい」

「今度の週末はドライブに行こう」

　飴あめと鞭むち……。琉聖さんは女性の扱い方が上手だ……。私のためを思って言ってくれているのだけれど、その扱いのうまさに、今まで付き合っていた人に嫉妬してしまう。

「ゆず？」

　眉根を寄せた琉聖さんが私を見ていた。

「あ……うん、楽しみにしてるねっ」

　私が明るく答えると、琉聖さんはホッとした表情になった。




　数日が経ち、相変わらず琉聖さんに外出を禁止されていて退屈だった。意地悪で外出禁止をされているわけではない。私の身体を考えてのことだとよくわかっている。けれど、毎日の退屈しのぎはテレビか、読書になる。

　退屈している私のために琉聖さんは、今日の夕食に麻奈と修二さんを呼んでくれた。

　食事は琉聖さんの意見でホテルに頼むことになった。私が料理をすると言ったが、身体に負担がかかることはダメだと諭された。私の身体を考えてくれての言葉だから、素直に頷くしかない。

　十八時を過ぎて、仕事を終えた麻奈が先に現れた。

　私とふたりきりで話をしようと、就業時間が終わって急いで来てくれたみたい。

　スリッパを出して、麻奈をリビングへ招き入れる。

「しかし……すごいマンションだね～。さすが真宮の御曹司」

　麻奈が物珍しそうに、うろうろとインテリアを見て歩いている。

「キッチンも最新式だし、マンションなのにこの広さっ。いったいいくらするのよ～。庶民には考えられないわ！」

　私は前もって用意しておいた紅茶のセットを、キッチンからリビングに運ぶ。

「立っていないで。麻奈、座って」

　ソファに座った麻奈は、テーブルの上に和紙に包まれた箱を置く。

「はい、お土産。ゆずの好きなあんみつだよ」

「ありがとう！　あとで冷やして食べようね」

　あんみつはあのとき以来。私はあんみつを冷やしにキッチンへ行った。

「で、どうなの？　若奥様。こんな生活、羨ましいけど」

　私は返事に困った。『快適』とひとことで済ませるのは簡単だけれど……。

「ゆず？」

　私の顔から笑みが消えたのを見て、麻奈が首を傾げている。

「何かあったの？」

「何もない……。けれど、何もしないのが苦痛で……あ、紅茶淹れるね」

　こんなことを言うのはいけないと思っていても、心を許せる麻奈だからと、つい愚痴をこぼしてしまった。

　紅茶ポットから、麻奈のカップに注ぐ。

「真宮さんの帰りはいつも遅いの？」

「そうでもないよ……。だいたい食事までに帰ってきて、夕食後は書斎で遅くまで仕事しているの」

「ゆずっ、それってすごいことだよ？　真宮コーポレーションの副社長が早く帰ってきてくれるなんて。食事会に誘われることも多いと思うし、処理しなければならない仕事も多いんじゃない？」

　考えてみれば、琉聖さんは私のために、ものすごい努力をしてくれていた。

「ありがとう、麻奈。そうだよね！　琉聖さんの立場も考えないとっ」

　麻奈と話して、私は自分のわがままを反省した。




　琉聖さんと修二さんは、十九時過ぎに帰宅した。

「ただいま。楽しそうだな」

　リビングに現れた琉聖さんたちに、私と麻奈は話に夢中で気づかず驚いた。

「あっ！　おかえりなさい……こんばんは、修二さん」

　急いで立ち上がり、ふたりのところまで行き、修二さんに挨拶する。

「やあ、柚葉ちゃん。早々と麻奈がお邪魔して疲れていない？」

　修二さんが笑みを浮かべながら、からかうような口調で聞いてきた。

「大丈夫です！　久しぶりに話ができて楽しくて」

「ゆず」

　琉聖さんに名前を呼ばれて、私は修二さんから視線を動かす。

「ちょっと来てくれるか」

　そう言って琉聖さんは寝室に入っていった。

「ちょっと行ってくるね」

　ふたりに断って私は琉聖さんのあとを追い、寝室へ入る。

「琉聖さん？　何か……？」

「ドアを閉めて」

　言われた通りドアを閉めた瞬間、琉聖さんに抱き寄せられた。

「りゅ──」

「しっ……黙って……」

　琉聖さんの指が私の顎を持ち上げて、唇を重ねてきた。

「ん……っ……」

　いきなり舌を絡め取られて深いキスをされる。苦しくなって手で琉聖さんの胸を叩くと、唇が離れた。

「っはぁ……」

　唇が離されると、空気を求めて喘いでしまう。

「大丈夫か？」

「う……いきなりなんだから……」

「当たり前だろ？　いつもしているじゃないか？」

　しれっと言う琉聖さんに、私は呆れた顔になる。

「今日は麻奈と修二さんがいますっ」

「だからここに呼んだんだ。人前でも俺は構わないが、ゆずが嫌だろう？」

　私の髪をゆっくり梳きながら、琉聖さんは笑う。

「着替えるから、先に行ってていいよ」

　もうっ、自分勝手なんだからっ。なんか出ていくのが恥ずかしいよ……。ドアの向こうで起こったことなんて、わからないはずなんだけど。

　だけどリビングに戻ると、なぜかニヤニヤした顔のふたりがいて、恥ずかしさから急激に体温が上がった気がした。私は気まずい思いでキッチンへ引っ込んだ。

　着替えを済ませた琉聖さんも話に加わると、すぐにホテルの給仕の人たちが現れ、テーブルがセッティングされる。

　ホテルの料理を麻奈たちは楽しんでくれていた。食事が終わりリビングへ移ったのち、コーヒーと小さく取り分けた数種類のケーキがテーブルに並べられた。

「いいな～。ゆず、毎日こんな生活なの？」

　麻奈が羨ましそうに聞いてくる。

「そんなに羨ましいのか？」

　麻奈の羨ましがる口調に、修二さんが身を乗り出して聞く。その姿はなんだか焦っているみたい。

「当たり前じゃない」

　麻奈は修二さんの焦りを見て笑い、肩をバシッと叩いている。

「ま……普通の男はできないわよね」

「そうに決まっているだろ」

　叩かれた肩が痛かったのか、修二さんはそこをさすりながら答えた。




　ふたりが帰り、私がテーブルの上の食器を片づけようとすると、後ろから腰に腕がまわされた。

「やっとふたりきりになれた」

　私は四人で楽しかったけれど、琉聖さんはそうではなかったのかな……。

「琉聖さんはつまらなかった？」

「いや、そういうことじゃないんだ。早くゆずを抱きしめたかった」

「……もうっ……」

　妖あやしくきらめく瞳と目が合って照れくさくなり、視線を逸らした私だった。




　それから一週間ほどが経った。時折、貧血状態はあるものの体調はよかった。病気はよくなっていると思っていた矢先、あまりの気分の悪さに目が覚めた。

　あれ……？　なんだか気持ちが悪い。

　真夜中だったが、隣に琉聖さんの姿はなかった。

「……琉……聖……さん？」

　この感覚は覚えがある。会社で気分が悪くなったときのようだ。込み上げてくる吐き気に急いで起き上がり、トイレへ向かった。襲ってくる眩暈で足元がふらつく。

　やっとの思いでたどり着き、胃の中のものをすべて吐き出した。トイレから出て洗面所の床に座り込み、眩暈で動けないでいると、物音に気づいた琉聖さんが現れる。

「ゆず？」

　床に座り込む私を見て、琉聖さんが駆け寄ってきてしゃがむ。

「どうした!?　貧血か!?」

「ちょっとだけ……」

　吐いたと言えば、入院の騒ぎになるかもしれないと思い、首を振った。琉聖さんはすぐに私を抱き上げて、ベッドに運んでくれた。

「吐いたのか？」

「吐いてない……。ちょっと気分が悪くなっただけ……」

　そう言うのが精いっぱいで、今はぎゅっと目を閉じて眩暈と戦う。

　少しして、琉聖さんに身体を起こされる。うっすらと目を開けると、封を切った薬を口の中に入れられ、水を飲まされた。




　翌朝、目を覚ますと、昨晩のような気分の悪さは感じなかった。

　身体を起こしたとき、眉間に皺を寄せた琉聖さんが入ってきた。今日は休みだからいつものスーツ姿ではなく、白いセーターにモスグリーンのスラックスをはいている。

「ゆず、気分はどうだ？」

「大丈夫。薬を飲み忘れたからいけなかったみたい。今日はドライブに連れていってくれるんだよね？」

　にっこり微笑んだ私を見て、琉聖さんの眉間から皺がなくなった。

「体調が戻ったのはよかったが、ドライブはどうかな」

　琉聖さんは私の身体を考えて、外出を渋っている。

「でも……ずっと家にいるから、気分転換したいの。お願いっ」

　私はにっこり笑って、両手を顔の前で合わせる。

「……わかった。数時間なら。どこへ行こうか？」

　自分のわがままで琉聖さんが妥協してくれたことはわかっているし、体調がよくないこともわかっている。だけど、通院以外の外出をしていないせいか、今日を楽しみにしていた。




　数時間で帰ってこられる湘しょう南なんの海沿いをドライブすることになり、私は琉聖さんが運転する車の助手席で、街並みを見ていた。

　サングラスをかけた琉聖さんは俳優みたいで、カッコいい。

「やはりずっと家だとストレスが溜まるよな。俺は過保護すぎたようだ。ゆずの気持ちを考えていなかった」

「かほ……ご？」

　私はキョトンとした顔で、琉聖さんの横顔を見つめた。

「ああ、君が心配で仕方がないんだ。このままでは、あっという間に白髪になってしまいそうだ」

　そう言われて目を見張る。それから、琉聖さんのさらさらの黒髪を見つめる。

「白髪は一本もないよね？」

　私の目の動きに琉聖さんが口元を上げて笑う。

「今はないな……。だがわからないだろう？」

　私は自分がいかに心配させていたかを、そのときに悟った。

「ごめんなさい……」

「ゆず、謝ってほしいんじゃない。君を愛しすぎる自分が最近怖くなるよ」

　片手を私の髪から頬へと動かして、優しく撫でてくれる。ふいに愛の告白をされて、今まで青白かった自分の頬がピンク色に染まった気がした。

「ありがとう……琉聖さん。私も、こんなに人を好きになるなんて思わなかった」

　頬に置かれた手に、私はちゅっと唇をつけた。




　キラキラと輝く海が建物の隙間から見え始めた。

「琉聖さん！　海が見えるわ！　海は久しぶりなの。琉聖さんは？」

「もう少し行くと、一面に見えるよ。俺も大学生以来だな」

　私の興奮した声に、サングラスの下の琉聖さんの顔が微笑する。

「琉聖さんは……デートで来たとか？」

「ゆずは？」

　私が先に聞いたのだが、逆に聞かれてしまう。

「もちろん、デートですよっ」

　去年の秋に、二ヵ月ほど付き合っていた彼と海にドライブデートをした。

　自分がしてしまった嫉妬を、琉聖さんにもしてほしくて言っていた。

「定番だな」

「定番って……私たちも定番のデートをしているじゃないですかっ」

　嫉妬されるよりも、少しバカにされた気分で、私は顔をしかめた。

「それに、少しぐらい嫉妬してくれても……」

　琉聖さんはいつになく豪快に笑う。

「もちろん嫉妬はしている。内心、ゆずとデートしたやつを殴りたい心境だ」

「それは大げさですっ。ただのデートなのに」

「そのただのデートでも妬いてしまうほど、俺は嫉妬深い男なんだ」

　自分の頬がかぁっと熱くなるのがわかった。

　琉聖さんに嫉妬してもらえるなんて……。




　しばらく車は海岸通り沿いを走っている。

　キラキラ光る水面を見ていた刹那、一瞬目の前が暗くなった。眩暈を覚えたのだ。

「さすがに土曜日は混んでいるな」

　琉聖さんの車はゆっくりとしか進まない。

「運転大変でしょう。ごめんなさい……」

「運転は苦じゃないよ。むしろ好きだが……、今はゆずを抱きしめたくてうずうずしている」

「また冗談ではぐらかすんだから」

　軽口を叩く琉聖さんに頬を膨らませる。そんな私の顔を見て、琉聖さんの顔がほころんだ。

　楽しい会話に、久しぶりの解放感のある景色。だけど、徐々に体調の変化を感じてきていた。

　吐き気はないものの、琉聖さんに気づかれないように何気なく額に手を置いてみる。いつもより熱い。そして、額は熱いのに、身体は寒気を感じている。車中は暖房が入って暖かいのに。

「琉聖さん、少し眠っていい？」

　心配をかけないように聞いてみると、ちょうど赤信号でブレーキをかけた琉聖さんはサングラスを外して私を見る。アンバー色の瞳は診察するような視線だ。

「瞳が潤んでいる。もしかして熱っぽいんじゃないか？」

　琉聖さんは私の額に手を置いた瞬間、口元を歪めた。

「熱っぽいんじゃなくて、実際に熱がある」

「ごめんなさい。急に体調が……」

　また心配をかけてしまって申し訳なくなり、シュンとする。

「病院へ向かうから、我慢できるか？」

　休めば大丈夫と言いたかった。けれど、あまりにも心配そうな琉聖さんに言えず、彼は車を東京に向けて走らせた。途中で、琉聖さんは玲子先生に電話をかけた。




　一時間半後、琉聖さんは車を病院のエントランスへつけた。ロビーで玲子先生が待っていてくれた。

　私を玲子先生に引き渡し、琉聖さんは車を駐車場へ停めに行く。

　今日は土曜日で、いつも混んでいる待合室はそれほどでもない。お昼を過ぎて、診療時間が終わったせいだろう。

　玲子先生に手を添えられて、診察室へ向かいながら、自由の利かなくなった身体が嫌になった。

「診療時間外なのに、すみません……」

　診察台に横になり、血圧計をセットしている玲子先生に謝る。

「いいのよ。何よりも私は柚葉さんの主治医なんだから」

　玲子先生は私に笑みを浮かべる。

「ちゃんと薬を飲んでいなかったわけじゃないわよね？」

　玲子先生が私の腕を取り、腕時計を見ながら脈を測っている。

「熱が高いわね……喉を診るわ」

　この時期、風邪やインフルエンザが流は行やり始めている。そういった病気も、体力のない今の私には大敵だ。

「喉の腫れはなし……」

　玲子先生は呟くように言ってから、難しい顔になる。

「……私はよくなっているんですよね？」

　不安になって聞いてみる私に、玲子先生は静かに口を開く。

「今日血液検査をしてみて、数値が変わっていなければいいのだけど……ひどくなっていたら……」

「ひどくなっていたら？　骨髄移植が必要に？」

　昨今、ネットで調べれば必要なことはほとんどわかる。

「ええ……」

　わかっていたけれど、否定されないと、それはそれでショックだった。




　入院はせずに、自宅へ戻ってきた。

　私は琉聖さんの言う通り、おとなしくベッドに行く。もちろん起きてはいられず、枕に頭をつけ、すぐ眠りに落ちた。

　喉が渇いて目を覚ますと、ベッドサイドにあるランプが点けられていた。もう二十一時を過ぎていた。

　起きる前に体温計で熱を測ってみる。平熱に戻っており、安堵しているそこへ琉聖さんが入ってきた。

「どうだ？　熱は？」

「大丈夫。下がったの。今日はごめんなさい」

「ゆず、謝る必要はない。お腹が空いているだろう？　今持ってくる」

　琉聖さんは私の頭に手を置いて、寝室を出ていき、数分後、夕食をのせたトレイを持ってきた。

　トレイには、おかゆに鮭さけ、梅干、子持ち昆布がのっていた。

「こんなことさせてごめんなさい。迷惑ばかりかけていて……」

　私の様子に琉聖さんはトレイをサイドテーブルに置いて、ベッドの端に座る。

「ゆず？　どうした？　今日は謝ってばかりじゃないか。玲子に何か言われた？」

「玲子先生は大丈夫と言ってくれたけど、ひどくなれば骨髄移植が必要になるっていうのは、検索したら簡単に調べられるから……」

　そう言う私に、難しい顔になった琉聖さんは小さく頷く。

「確かに……ゆずの病気はそうだ。しかし、そのときは世界中から適合者を探してみせる」

　適合するドナーはそう簡単にいるものではない。本当に見つかるのか……。

「そんな顔をするな」

　琉聖さんに頬を軽くつままれ、私は小さく微笑む。

「そう、君は笑っていて。すべての悩みは俺が引き受けるから」

　琉聖さんの腕が伸びてきて、身体が引き寄せられた。強く抱かれて琉聖さんの胸板に頬が当たる。

「病気は必ずよくなるし、迷惑などかけられていない。それに、君のわがままは可愛い……。叶かなえてやれないこともあるけどな」

　琉聖さんはさらに強く抱きしめて、こう言った。

「なんと言おうが、俺は君を手放さない。俺に相応しくないなどと思わなくていい」

　彼は私の考えていることがわかっていた。その言葉に胸と目頭が熱くなり、涙が零れ落ちた。

「その涙は、わかったという意味か？」

　私は琉聖さんの腕の中で小さく頷いた。

　琉聖さんがそう言うと、本当にできる気がする。

「この先、不安だろうが、万が一を考えるのはよそう。まず体調を整えることが大事だ。大丈夫。時間はかかるかもしれないが、必ず病気は治る。ほら、食事が冷める。食べて」

　サイドテーブルに置いていたトレイを膝にのせてもらい、琉聖さんに見守られながら食べ始めた。




　翌朝、額に触れる手に目を開けた。琉聖さんのアンバー色の瞳と視線が合う。

「琉聖さん……」

　私は笑みを浮かべる。

「気分は？　熱が下がっているからといって安心はできない。しばらくはおとなしく寝ていろよ」

　琉聖さんの命令におとなしく頷く。そんな私に、彼はフッと微笑む。

「君は俺から逃げていきそうだな……。今日……籍を入れてしまおうか」

「えっ……？」

　思いがけない言葉に、私の目が大きく見開く。

「籍を入れてしまえば、別れたいなどと言えなくなる。俺を気遣って別れたいと言う柚葉がもどかしい。いいか？」

「……嫌です」

　今度は琉聖さんの涼しげな目が驚いたようになり、私は慌てて首を横に振る。

「違うの。届けに行くときは、私も一緒に行きたいから……」

　琉聖さんは柄にもなく、大きく息をついた。

「ああ……よかった。まだ拒絶されているのかと思ったよ。動けるようになったらすぐに籍を入れよう。君が逃げないうちに」

　そう囁いて、琉聖さんは私の唇にキスを落とした。




　琉聖さんはなるべく私と一緒にいようとしてくれたけれど、彼は優秀なビジネスマン。仕事に支障をきたしてほしくない。だから、私が安心するように仕事を優先してほしいと話し、琉聖さんも納得してくれた。

　琉聖さんは退屈な生活を送る私を気にして、マンションに姉や慎、麻奈や貴子さんを招いてくれる。

　そんな生活が二週間ほど経つと、夕食を一緒に食べられていた琉聖さんの帰りが遅くなった。新しいプロジェクトが起ち上げられ、軌道に乗るまでは琉聖さんが統括して推進していかなければならない。

　今、マンションには料理や洗濯などをしてくれる佳か代よ子こさんという女性が通いで来てくれている。佳代子さんは琉聖さんの実家の家政婦さんで、五十代後半の優しい人だ。状況を聞いた貴子さんが、心配してよこしてくれたのだ。

　佳代子さんの仕事時間は九時から十七時まで。

　優しい佳代子さんを、私はすぐに母のように慕い始めた。母と雰囲気が似ている気がする。両親が早くに亡くなってしまったので、私は佳代子さんと話ができるのが楽しい。




「今日も琉聖様は遅いのですか？」

　私はほとんどの時間をリビングのソファで過ごしていた。最近、琉聖さんの分の夕食が残っているので、佳代子さんには食べていないと知られてしまっている。

「そうみたいです……。お仕事が忙しいみたいで」

「琉聖様の肩には大勢の社員の生活がかかっていますから、大変なのですね」

「忙しくて身体を壊さないように、ちゃんと食べているか心配で。聞くと、しっかり食べていると言われちゃうんです」

　私は琉聖さんとの会話を思い出して、肩を竦すくめる。

「それならちゃんと食べられていますよ。身体が資本だとわかっておりますから。それでは、お食事はいつもの通り温めて召し上がってくださいまし。今日はおいとまさせていただきます」

「佳代子さん、気をつけて帰ってくださいね」

　エプロンを外して佳代子さんが帰っていった。




　佳代子さんのおいしい手料理のおかげで、食欲がある。今夜は楽しみにしていた揚げ出し豆腐。

　あ、大根おろしで食べよう。

　少しさっぱりした食べ物が欲しくなり、冷蔵庫の野菜室から大根を取り出す。包丁を出して大根の皮を剥き始める。そのとき、慎重に剥いていた手が滑った。

「いたっ！」

　指を包丁でうっかり切ってしまい、左の人差し指から血が出ている。指を水で洗い流し、清潔なタオルで押さえた。

「やっちゃった……」

　リビングに戻り、引き出しから救急箱を出す。小さな傷なのだけど、タオルが赤く染まっていく。

　大丈夫だよね？　それほど深くないし……。

　救急箱から絆ばん創そう膏こうを取り出して、ぎゅっと傷口に貼る。夜ということもあり、血が止まるか様子を見ることにした。




　ひとりでテレビを観ながら、佳代子さんの作ってくれた料理を口に運ぶ。気持ちを明るくしたくて、漫才師たちが行く旅番組を観ていた。

　旅をしているのに、ツッコミとボケがおもしろくて、食べるのを忘れてテレビに見入ってしまう。

「あっ……！」

　コマーシャルになり、ふと自分の左手に視線を落として驚いた。絆創膏が真っ赤に染まり、テーブルの上に血が垂れている。

「どうしよう……。止まっていなかったなんて……」

　止まらない血を見て、泣きたくなった。テーブルの上に置いたスマホを手にする。とっさに琉聖さんに電話をかけようとしたが、指を止める。

「ダメ……お仕事がある」

　まだそれほどたいした出血ではない。

　私は少し落ち着きを取り戻し、指にハンカチを巻いてバッグとコートを手にした。




　コンシェルジュの男性が呼んでくれたタクシーに乗って、玲子先生のいる大学病院へ向かった。

　指を切ったときに、すぐ行けばよかった……。

　病院は終わっている時間で、救急の入口で降ろしてもらった。タクシーから地面に足をつけた途端、眩暈に襲われる。

　ふらつく身体を、壁に腕をついて支えていると、女性たちの賑にぎやかな声が聞こえてくる。病院の職員の出入口に数人の女性が出てきた。

「あら？　柚葉さん？」

　声をかけてくれたのは、入院していたときの顔見知りの看護師さんだった。

「あ、あの、診察を……」

「まあ！　大変だわ！」

　看護師さんは私の左手──血に染まるハンカチを見て驚いていた。私は入口に置かれていたストレッチャーに乗せられ、処置室に運ばれた。

「すぐに処置するからね」

　看護師さんが安心させるように言う。目を閉じた私の耳に、玲子先生が帰っていないか確認の声が聞こえてきた。

　玲子先生はまだ医局にいたようで、即座に現れた。私の指の傷口を見る。

「切ってからどのくらい経っているの？」

「そんなには……二時間くらい……」

「バカね、誰もいなかったの？　ひとりで来るなんて」

　真剣な表情で怒りながら、玲子先生は輸血用の針を私の腕に刺す。

「たいした傷じゃなかったんです……」

「まったく……」

　怒りを通り越して呆れた様子の玲子先生に、私は何も言えない。

「琉聖さんは知っているの？　って知っているわけないわね。彼に連絡するわ」

「電話しないでください。お仕事が忙しいんです」

　泣きそうな顔の私は首を左右に振る。

「どちらにしてもわかってしまうわ。今日は病室で様子を見なければならないから」

「そんな……病院に泊まらないとダメですか？」

　ほんの小さな傷が、こんなに大事になるとは思わなかった。

「輸血しているのよ？　眩暈もひどいみたいだし、今日のことは琉聖さんに黙っているわけにはいかないわよ。まだ輸血が終わるまでに時間がかかるから、寝ていなさい」

　琉聖さんに連絡が行ってしまう。それだけは避けたかったけれど……私、何をやっているんだろう……。




　それからまだ輸血中に、琉聖さんは姿を見せた。

「ゆず、出血が止まらなくなったと聞いた」

　慌てて飛んできてくれたようで、本当に申し訳ない。

　瞳を揺らしてしまった私の頬を、琉聖さんは指で撫でた。外から来たばかりで指先がひんやりしている。それがかえって気持ちいい。

「こういうときはすぐに知らせてくれ。心臓に悪いだろう？」

「ごめんなさい。すぐに止まると思ったの……」

「まだ顔色がよくないな。今日は病院に泊まるようにと、玲子から指示があった。大丈夫なようなら明日帰れる」

　琉聖さんの言葉にコクッと頷く。彼に迷惑をかけるなら、そのほうがいい。

「ゆず、忙しいのは否めないが、仕事はうまくいっているんだ。君は何も心配しないで甘えてくれればいい。やっぱり早く籍を入れるべきだな」

　私は琉聖さんの優しさが嬉しくて、泣きそうだった。
















六　強まる絆
















　翌日、病院の朝食を食べている最中に、琉聖さんが現れた。平日だけど、スーツ姿ではなくカジュアルなセーターとジーンズを身につけている。

「おはよう。顔色がよくなったな。それにちゃんと食べられている」

　琉聖さんは皿の中を見て満足そうに笑う。

「おはよう。輸血のおかげで身体がとても軽くなった感じ」

　私の言葉に頷きながら、ベッド横に置いてあるイスに琉聖さんは腰を下ろす。

「……ゆず、頼みがある。病気が治るまで、包丁など鋭利なものは持たないでほしい」

　琉聖さんは至極真面目な顔つきだった。

「今の君には危険すぎる。昨晩マンションに戻って、君の慌てた様子が目に浮かんで胸が痛くなった」

　食べっぱなしだったことを思い出す。

　きっと、テーブルに血も垂れていたはず。

　心配をかけ通しで、本当に申し訳ない気持ちでいっぱいだ。琉聖さんが安心してくれるように、鋭利なものを持たないと私は約束した。




　マンションへは、お昼前に戻ってきた。佳代子さんが出迎えてくれて、心配そうな表情でソファに座るように言ってくれる。

「柚葉様、大丈夫でございますか？　私が用意していかなかったばかりに申し訳ありません」

「違うのっ、私のせいなんです。佳代子さんは謝らないでください」

　私自身の不手際でケガをしたのに、自分のせいだと思っている佳代子さんに申し訳なかった。

　それでも佳代子さんはもう一度不備を謝り、お茶を淹れようとしてくれた。

「佳代子さん、私も手伝います」

　彼女のあとを追おうとすると、琉聖さんの腕がウエストにまわり、その場に留まらせられる。

「ゆずは座っていろよ。ちょっと桜木に電話をしてくる」

　そう言って琉聖さんは書斎へ向かった。

「もう大丈夫なのですか？」

　日本茶を私の前に置いて、佳代子さんが尋ねてくる。

「はい。入院しなさいって玲子先生には言われなかったので」

　まだ心配そうな佳代子さんに申し訳なく、茶目っ気たっぷりに笑った。

「奥様が残念がっていました」

　佳代子さんに言われて、貴子さんとの約束を思い出した。

「そうでした！　今日は貴子さんと約束が！」

　今、何時かと時計を見る。まだお昼前だ。

　貴子さんとの約束は十四時だった。だけど、佳代子さんの口調から、ケガをして病院に一泊したことは貴子さんに知られてしまっているようだ。

　私は貴子さんとのお出かけを楽しみにしていた。貴子さんもそう思ってくれているようで、昨日の昼間、電話をかけてきてくれたほどだった。私はバッグの中からスマホを取り出す。

『柚葉ちゃん！　電話したりして大丈夫なの？』

　すぐに出た貴子さんは、心配の声を上げた。

「ご心配かけてすみません」

『いいのよ。大事に至らなくてよかったわ』

　彼女は私の声を聞いて安心してくれたみたいだ。

「身体は大丈夫なので、出かけられます」

『何を言っているの、数日はゆっくり身体を休めなきゃダメよ。お買い物ならいつでも行けるわ』

「ありがとうございます。また誘ってください」

『もちろんよ。次を楽しみにしているわ』

　次を楽しみにしていると言われ、私は少し安堵して、貴子さんとの電話を切った。ちょうどそのとき、琉聖さんがスマホをポケットにしまいながらやってきて、私の隣に座る。

「どうした？」

「貴子さんとの約束を破っちゃった……。初めての約束だったのに……」

　私は気が滅入る一方で、隣に座った琉聖さんの肩に頭を預ける。

「私って、本当バカ……」

　ボソッと呟いた私の肩を、琉聖さんは抱き寄せた。

「お袋となんて、いつでも出かけられるだろう？」

「ん……」

　私の髪を梳く琉聖さんの手をそっと掴むと、自分の頬に当てた。




　腰の重みに気がついて、私は昼寝から目を覚ました。目を開けて、思わず驚きで小さな声を上げそうになる。なんと目の前に琉聖さんの端正な顔があったせいだ。彼は眠っていた。

　琉聖さんもお昼寝……？

　珍しくて、どこか具合でも悪いのかと思ってしまう。

　久しぶりに体温を感じるくらいの距離に嬉しくなる。長い睫まつ毛げに、指先でほんの少しだけ触れてみる。本当は頬にも唇にも触れたい。でも触れたら起きてしまうはず。睫毛に触れても目は覚めなかった。

　大丈夫かな？　疲れているんだよね……。

　琉聖さんの寝顔を見ていると、なぜか嬉しくなる。それは、ほとんど琉聖さんの寝顔を見たことがなかったから。このまま目が覚めるまでじっとしていよう。

　そこへ、眠っているはずの琉聖さんが口を開いた。

「もういいか？」

「琉聖さんっ、起きていたのっ!?」

　驚きの声に、琉聖さんは片目を開ける。

「寝ていたが、ゆずが起きる少し前に目が覚めた」

「えっ、じゃ、じゃあ、見てたのも知ってた？」

「もちろん。睫毛に触ったのも知っている」

　まじまじと見ていたのを知られてしまい、恥ずかしさで顔はもちろんのこと、耳まで真っ赤になった。琉聖さんはフッと笑って、髪に指を差し入れてくる。私の髪を何度も梳く長い指。こんなに近くに顔がある。私は自分から琉聖さんにキスを求めて、身体を起こして唇を重ねた。

「ゆず？」

　びっくりしている様子に、私はにこっと笑みを浮かべた。

「琉聖さんからしてくれないから……」

　上唇を啄むようにキスをしたあと、そう言った。

「誘っているのか？　ゆずの横で寝るのが、どんなに自制心を必要とするのかわかっていないな」

　琉聖さんは絆創膏の貼られている指にそっと唇を押し当てると、それから唇を吸うようにキスをする。

「んっ……」

　熱い舌が絡み合い、頭に霞かすみがかかっているような感覚に陥っていく。熱い唇が離れたとき、甘く痺れるキスの余韻に私は動けなかった。ぼんやりする頭に琉聖さんのスマホが鳴っているのが聞こえてきた。彼は小さなため息を漏らし、サイドテーブルに置いたスマホに手を伸ばす。

　そうだ、今日は平日だった。

　電話に出て話し始めたのを、横になって聞いていた。的確な指示を出す琉聖さんが素敵で、うっとりしてしまう。

「……ああ、わかった。アレンに電話をする。書類はメールで送ってくれ」

　スマホを切った琉聖さんは、ベッドから下りた。

「ちょっと電話をかけてくる。ゆずはまだ横になっていろよ」

　身体を起こした私の髪にそっとキスをして、琉聖さんは寝室を出ていく。

　彼がドアを閉めたのち、眠気に逆らえず、私はもう一度まどろんだ。




　次に目を開けると、部屋が薄暗くなっていた。倦怠感は拭えず、寝室を出てリビングの壁時計へ視線を向ける。彼がベッドを出ていってからずいぶん経っていた。

「もう十六時過ぎ……。あ、佳代子さんは……」

　キッチンを覗いても、いつも十七時過ぎに帰る佳代子さんの姿が見えない。書斎のドアが開いていて、琉聖さんの声が漏れてくる。

　電話中らしい。しかも流暢な英語が聞こえる。琉聖さんの語学力は知っているけど、久しぶりに聞いた彼の英語は、ため息が出るくらいカッコよかった。琉聖さんを見ていると、仕事がしたくなる。

　聞き惚れていた電話が終わり、彼が戸口に姿を現した。

「ゆず、起きたのか」

「……琉聖さん、私に何か手伝えることはないかな？」

「手伝い？」

「書類の整理とか……」

　琉聖さんは私の顔を窺うように見てから、書斎に招き入れてくれた。

「助かるよ。こっちに来て」

　断られるかと思ったのに……。

「ここに座って、このデータの打ち直しをしてほしい」

　私は琉聖さんの執務デスクの前に座らされた。そして背後から抱き込まれるようにして、彼の腕が伸びてマウスを操作していく。

　手伝おうとしているのに、胸がドキドキと高鳴っていく。なんとか意識を琉聖さんからパソコン画面に向けた。説明を受けながら、これならできそうだと安堵する。

「急がないものだから、体調のいいときにゆっくりやってくれればいいよ」

「頑張ります！」

「いや、頑張らないでやってほしいんだ」

　琉聖さんは私の意気込みに苦笑いを浮かべ、根を詰めないようにと再び釘を刺す。

「はい。体調を考えてやります」

　心配する琉聖さんに、私は右手を上げて誓った。

「この仕事は明日からにして、今日は食事に出かけよう」

「本当？」

　私の顔色も思いのほかよかったので、今日は佳代子さんに夕食を頼まず、早めに帰宅してもらったそうだ。久しぶりの外出に、顔がにやけてしまいそうになる。




　以前、偽りの婚約を決めたあとに訪れたレストランに彼は連れていってくれた。

　レストランへ入ると、見覚えのある支配人がうやうやしく近づき一礼する。琉聖さんは軽く頷き、私のキャメル色のカシミアコートを脱がしてくれる。コートを預けたのち、窓際の席に案内された。

　すぐにソムリエがやってきてワインを勧められたが、琉聖さんは「車なので」と断り、ペリエを頼んでいる。ソムリエと話をしている横顔に思わずときめいてしまう。

　ここへ初めて来た日から、そんなには経っていない……。だけどこんなに琉聖さんを愛してしまうなんて思ってもみなかった……。

　ソムリエが去ってふたりだけになると、琉聖さんはテーブルの上に置いた私の手の上に自分の手を重ねる。

「琉聖さん、久しぶりの外食で嬉しい」

「そうだな。考えたらこういったデートは数えるくらいだな。これからはもっと出かけよう」

　彼が私の手を自分の口元に持っていくのが目に入り、慌てて手を引こうとした。

「琉聖さんっ」

　声を小さくしてたしなめるけれど、構わず私の手の甲に琉聖さんはキスを落とす。

「手で我慢しているんだ」

　甘い笑みを浮かべる琉聖さんはさすがだと思う。クォーターの血が流れているせいなのか、人前でも気にせず大胆に振る舞うことがある。

　おいしい料理に舌鼓を打ち、私はデザートまで綺麗に食べ終えた。




「ゆず、これから籍を入れに行かないか？」

　レストランを出て車に乗ると、琉聖さんが真剣な表情で言う。

「これから……？　本当に？」

　突然の話に驚いたけれど、嬉しくて、すぐにコクッと頷いた。




　琉聖さんはマンションへ戻る途中に、区役所に向かった。婚姻届には琉聖さんや保証人の名前はすでに書き込まれてあり、あとは私がサインをするだけだった。

　そして区役所の帰りの車の中、彼はエンジンをかけてから身を乗り出して、助手席にいる私に唇を重ねてきた。ひんやりとした唇は、私の唇に重なると心地いい体温になり、お互いが愛を確かめるように何度も唇を求めた。




　自宅に戻り、琉聖さんはキッチンへ行き、ノンアルコールのシャンパン風の飲み物と、もう片方の手にふたつのシャンパングラスを持ってきた。グラスに金色の気泡が連なった液体が注がれ、ひとつを私の手に持たせてくれる。私の身体に気を使い、ノンアルコールを買ってあったことに驚く。

「雰囲気だけでもな。ふたりの未来に乾杯」

　グラスがふたつ合わさると、透明感のある綺麗な音色が響いた。少しだけ飲んで私は口を開く。

「入籍って、あんなにあっけないものだったなんて思いも寄らなかった」

　私が婚姻届にサインをして、ものの五分とかからずに受理されたのは驚きだった。

「奥様、来春には結婚式だ。これからが忙しいよ？」

「お、奥様っ……」

　恥ずかしそうに両手を頬に当てる私を見て、琉聖さんが笑う。

「俺の奥さんになった実感は？」

　私はにっこり笑って首を左右に振った。

「飲み終わった？　そろそろ寝よう。今日は疲れたはずだ。シャワーを浴びてきて」

　確かに疲れてはいる。でも今日は琉聖さんの妻になったばかりで、嬉しさと不安が入り交じり、眠れるかわからない。




　別々のバスルームでシャワーを浴びて、寝室へ行くと、琉聖さんはベッドにいた。

「おいで」

　琉聖さんは羽根布団をめくり、私を招き入れる。滑り込むように彼の隣に横になった私の身体を、力強い腕で引き寄せてくれた。

「若奥様、おやすみ」

　私のおでこにキスが落とされる。

「琉聖さん……あ、あの……」

「そんなに甘い顔で見るなよ。これでも我慢しているんだ。早く思いっきり君を抱きたい」

　琉聖さんは欲望を抑え込むようなキスをした。私は彼の胸に頭を近づけて、目を閉じた。




　翌朝、隣に琉聖さんはいなかった。

　カーディガンを羽織ってリビングに行ってみると、佳代子さんが掃除していた。彼女は私に気づくと掃除機を止める。

「おはようございます、柚葉様。このたびはおめでとうございます」

「佳代子さん、おはようございます。あ、ありがとうございます」

　佳代子さんの丁寧な言葉に、頭を下げてお礼を言う。

「このお花は？」

　リビングにたくさんの花篭が置かれている。

「旦那様と貴子様からのお祝いのお花です」

　昨夜入籍したばかりなのに……やることが早い。……さすが貴子さんだ。でもそのおかげで、部屋の中が華やかになって嬉しい。

「おはよう、ゆず」

　琉聖さんがいつの間にか後ろに立っていた。肩に手を置かれ、頬にキスをされる。

「おはよう……」

　琉聖さんはチャコールグレーのオーダーメイドのスーツを着ていた。出勤には少し遅い時間だけれど、これから仕事に行くらしい。

「そうだ！　琉聖さん、昨日言っていたお仕事、どのフォルダに入っているのかだけ教えてほしいの」

「急がないから、ゆっくりでいいからな？　佳代子さん、柚葉が書斎にいるのは一時間だけにさせてください」

　止めなければずっと書斎にいそうだと思ったのか、琉聖さんは佳代子さんに頼んでいた。




　それからの数日は、琉聖さんに与えられた仕事をのんびりとこなして過ごし、退屈することもなく毎日が充実していた。




「ゆず、今日は病院だろう？」

　数日後、朝食を食べているときに琉聖さんが言った。病院と聞くだけで、私はうんざりした顔になってしまう。

「そうだったね……」

　私の気持ちを汲み取った琉聖さんは、苦笑いを浮かべた。

「今日もついていってやれないんだ。お袋に付き添いを頼もうか？」

「大丈夫。貴子さんも忙しいし。今日は帰りに実家に行きたいんだけど、行ってもいいかな？」

　籍を入れてからちゃんと報告していないので、近いうちに行こうと思っていた。

「ああ、家に行くのは久しぶりだろう？　今日は泊まってくるといいよ。明日は土曜日だから迎えに行く」

「ありがとう、琉聖さんっ」

　琉聖さんと離れるのは寂しいけれど、久しぶりに姉や慎に会えるのは嬉しい。




　病院の予約は十四時から。タクシーで病院へ行き、受付近くのロビーのソファで待っていた。病院の中は暖房が効いていて、お気に入りのコートを脱いで座る。

「真宮さ～ん」

　保険証が新しい名字になっても、まだ実感が湧かない私は、呼ばれたことに気づかなかった。

「真宮柚葉さ～ん」

「は、はい！」

　もう一度大きく呼ばれて慌てて立ち上がり、受付に急いで行く。新しい名字になったのをすっかり忘れていた。

「すみません、真宮です」

　受付の女性に言うと「五番にどうぞ」と案内される。五番のドアをノックして入ると、玲子先生が白衣を着てイスに座っていた。

「こんにちは、玲子先生」

　にっこり微笑むと、玲子先生も微笑み返してくれる。

「調子がよさそうね。それに表情も。あ！　おめでとう。本当に幸せそうだわ。真宮夫人」

　玲子先生はすでに知っており、私は頬を赤らめた。

「はい。幸せです。眩暈もしないし、身体も軽い感じなんです」

「それなら期待できるかしら。今日は血液検査をするわね」

　待ち構えていたように、看護師さんが注射器をのせたトレイを持ってきた。




　病院を出て、近くのパティスリーで実家への手土産を買い、タクシーで向かった。

　まだ姉は帰っておらず、私はリビングのコタツに入り、テレビを観ながら待っていた。しばらくすると玄関が開く音がして、バタバタとした足音が近づいてくる。

「柚葉！　ただいま」

　姉が嬉しそうに、にこにこしながらリビングに顔を見せた。

「おかえりなさい」

「来たばっかり？」

　コートを脱ぎながら聞いてくる。

「一時間ぐらい前かな」

　姉がリビングに姿を見せた途端、冷気も一緒に入ってきた。

　彼女は洗面所から戻ってきてすぐ、寒そうにコタツの中に足を入れた。

　琉聖さんのマンションにコタツはない。床暖房だし、つねに適温に管理されている。でも実家は古い一軒家。風がどこからか入ってきて寒さを感じる。

「夕飯、何食べたい？　食材はあるから食べたいものを言って」

　姉に聞かれて少し悩み、冬になると恋しくなるものが頭に浮かんだ。

「どうしようかな……あ！　ラーメンがいい！　〝天てん下か堂どう〟の！」

　安くておいしい中華料理店が家の近くにある。

　最近、食べていなかったな……。そういえば、琉聖さんがラーメンを食べるところを見たことがない。琉聖さんとラーメン……。想像つかない。

　そう考えるとクスッと笑ってしまった。

「柚葉ったら。旦那様を思い出しているの？　独身を前にして、嫌ね」

「もう、違うよ……」

　当たっているけれど否定する。

　姉には彼氏がいないのかな？　綺麗で料理は上手だし、いてもおかしくないんだけど……。

「慎が帰ってきてからでもいいよ？」

「慎は今日、遅くなるって」

　遅いのか……久しぶりに三人で話をしようと思っていたのに。

「バイトばっかりよ。慎は頭がいいから大学のほうは心配いらないし」

「そっか……」

　三人で話をしたかったから、がっかりでもあった。




「身体の調子はどう？」

　ラーメンを食べ終わり、薬を飲んでいると、姉が聞いてくる。

「いい感じだよ。眩暈もないし、もうよくなったかも」

「幸せすぎて、病気も逃げていっちゃったんじゃない？」

「そうだといいな」

　早く病気が治り、普通の生活を送るのが今の望み。

「もうすぐクリスマスね。琉聖さんと予定はあるの？」

「ううん、まだ聞いてない……。そうだ、もうすぐクリスマスだったね」

「プレゼントを用意しないとね」

「そうよ！　プレゼントっ。琉聖さんはなんでも持っているから何にすれば……」

「きっと柚葉からもらうものは、どんなものであれ喜んでくれるわよ」

　私はいろいろな品物を頭に思い浮かべながら頷いた。




　実家の自分の部屋で寝た翌朝、ドアの外から慎に起こされた。

「ゆず姉、まだ起きないの？　もう九時だぜ」

　慎が私の部屋のドアをノックしてから入ってきた。

「ん……慎……おはよう」

「おはよ、美紀姉はもう仕事に出かけたぞ？」

「うん、早番だって昨日言ってたから知ってる」

　私は布団の中で伸びをして起き上がった。

　大丈夫、眩暈はない。毎朝身体を起こすときはドキドキする。今は体調がいいけれど『少しの変化も見落とさないで』と玲子先生から言われているせい。




　慎の作ってくれたチーズトーストを食べていると、スマホが鳴った。これから琉聖さんが迎えに来てくれるという連絡だった。目の前の慎が顔をニヤつかせている。

「な、何よ？　慎」

「いや～、新婚さんは幸せそうだね？」

「羨ましいんだったら、慎も早く彼女を見つければ？」

　慎の冷やかしもなんのそので、さらっと受け流す。

「ゆず姉～、なんか余裕だな～。幸せで何より！　じゃ、バイトに行ってくるよ」

　慎は今日もアルバイトで、琉聖さんを待たず先に家を出た。琉聖さんに会えずに行くのを残念がっていた。就職を悩んでいるみたいで、ゆっくり相談したいらしい。

「就活かぁ……」

　最近はいい大学を出ても就職難だから、かわいそうだと思う。私は、ふうっとため息をついた。




　実家まで迎えに来てくれた琉聖さんは忙しそうで、イタリアンレストランで昼食を食べてマンションへ戻り、すぐに書斎で仕事を始めてしまった。

　私は夕食までの時間、リビングのソファでミステリー小説を読んで過ごしていた。活字を追っていると、いつの間にか眠ってしまっていたよう。

　気がつくと、温かい毛布がかけられていた。かけてくれるのは琉聖さんしかいない。忙しいのに気にしてくれたのが嬉しかった。




　その夜、バスタイムをゆっくり過ごした私は、書斎にいる琉聖さんの元へ向かった。実家にひと晩泊まっただけなのに、寂しくてそばにいたかった。

　書斎のドアはどんなに重要な仕事があっても、いつも開いている。それは私が寂しくならないようにと、琉聖さんの心配りから。

　書斎に行くと彼は電話中だった。

　今日はドイツ語……？

　マルチリンガルである琉聖さんの会話は、もはやどこの国の言葉か聞き取れないほど流暢。

　私が出入口で足を止めたのを見ると、電話をしながら『おいで』と手招きされる。大事な電話中だと考えて、私はその場で待っていた。

　電話を終わらせた琉聖さんはイスから立ち上がり、私のほうに来た。

「どうした？」

「電話中だったから……」

「俺はそばに来てほしかったな」

　そう言って、琉聖さんは私の髪に手を伸ばす。髪の乾き具合を確かめているみたい。

　わかっていても、琉聖さんの指の動きに胸を高鳴らせてしまう。

「薬は飲んだか？」と聞かれて、頷くのが精いっぱい。

「ゆず？　どうした？」

　何か言いたそうな私の顔を、琉聖さんが覗き込む。

　複雑な色味の瞳と目が合い、慌てて逸らすと、両頬を手のひらで挟まれてじっと見つめられる。

「ゆず、俺がどんなに我慢しているかわかっているのか？　そんな顔をされたら……」

「どんな顔？　こんな顔をしたら……」

　先にバスルームに入った琉聖さんの、紺色のバスローブから覗く喉仏、喉元。

　男性的な色気が漂っている。色っぽくて自分からキスをしたくなってしまう。大きく息を吸い込み、意を決すると自分から琉聖さんの唇に唇を重ねた。

「そんなキスをされたら、俺の自制心が崩れる」

　私からしたキスはすぐに琉聖さんに主導権を奪われ、甘すぎるくらいのキスをしてくれる。

「自制心なんて……いらない」

　琉聖さんの身体に胸を押しつけるように抱きついた。




　数日後の朝、琉聖さんの意味不明な誘いに、私はキョトンとなった。

「一緒に会社に行こうって、琉聖さんの会社……？」

「それ以外ないだろう？」

「だって……どうして琉聖さんの会社に私が？」

　わけがわからずに聞いてみる。

「パスポート用の写真を撮るんだ。うちは海外出張者が多いから、スタジオがある。クリスマスの翌日からオーストラリアに行く予定を立てようと思っている」

「本当に!?　琉聖さんっ、オーストラリアに行けるって、本当？」

「ああ、冗談は言わない」

「すぐに着替えてくる！」

　私は弾むような足取りでクローゼットに向かった。




　マンションのエントランスで、桜木さんが優しげな笑みを浮かべて出迎えてくれた。

「おはようございます。琉聖様、柚葉様」

　琉聖さんは桜木さんに頷いただけでそっけない。それが普通なのだろうと考えながら、私はにっこりと笑みを浮かべて「おはようございます」と桜木さんに挨拶する。

　私たちが後部座席に座ったのを確認した桜木さんは、ドアを閉めてから運転席へまわった。




　真宮コーポレーションのビルが見えてくると、圧倒的な大きさに、改めてすごさを感じる。会社には二回しか来たことがない。一回目は琉聖さんと偽りの婚約を決めたとき。二回目は菜々美さんがいるところに乗り込んだとき。

　こんな大きな会社の副社長って、大変なんだろうな……。お義と父う様は社長だし。琉聖さんは私には考えられないほど、とてつもない重責を背負っているんだ。

「どうかした？」

　車はビルのエントランスに到着していて、考え事をしていた私は琉聖さんの声で我に返った。

「ううん。なんでもない」

　琉聖さんはドアを押さえてくれ、私が降りるのを待っている。車から降りると腕を軽く添えられて、回転ドアに向かった。




「桜木、パスポート申請用の写真の手配をしてくれ」

　執務室に到着した琉聖さんは私をソファに座らせ、桜木さんに声をかけた。

「桜木さん、ごめんなさい。余計な手間を取らせてしまって……」

　写真ならどこでも撮れるのに……と、自分の用事で桜木さんが忙しくなるのが申し訳なく思える。

「いいえ、たいしたことではありませんので」

　桜木さんは一礼して出ていった。琉聖さんは大きく重厚な造りの執務デスクの向こうにまわり、コートを脱いだ。ネクタイの結び目に指をかけて少し緩ませる。その姿に、妙に胸がドキドキする。

　私がぼうっと見ているのに気づいた琉聖さんが首を傾けながら「どうした？」と聞いてくる。

「え……あの……ネクタイ……」

「ああ、会議も外出も何もない日はこうするんだ」

　寝るときはパジャマの上を着ないし、どうやら琉聖さんは締めつけられるのが嫌なのかもしれないと思った。

　ふと数日前の甘く熱いひとときを思い出して、さらに胸が暴れ始めた私は、気持ちをまぎらわせようと立ち上がり、窓に近づいた。ビルの最上階とあって、窓から下を見てみると、眼下の車はミニカーのように見える。

　ううん。ミニカーより車は小さい。

　そのとき突然目の前がぐらりと揺れて足元がふらつき、倒れそうになり、窓に手をついた。とっさに動いたせいで、バンッという音をたててしまう。

「ゆず？」

　窓に手をついている私に琉聖さんは急いで近づき、背後からそっと引き寄せて抱きしめてくれる。

「眩暈がしちゃった……。ここのビルは高すぎるから……」

　琉聖さんの腕の中ですぐに眩暈は去り、心配そうな彼の顔を見て笑う。

「本当か？」

　私の言葉を信用していないらしい。

「本当だよ？　高いところは昔から苦手だったのに忘れてたの」

　ソファに座らせてもらうと、ひと息つく。

「ゆずは高所恐怖症か……。ひとつ、君のことがわかった」

　そう言われて、そういう些さ細さいなこともお互い知らないことに気づいた。出会ってからあっという間の結婚だったから、まだまだお互いを知るには時間がかかりそう。でも知るほどに、私は琉聖さんをどんどん好きになっていくだろう。

「琉聖さんは高いところは大丈夫？」

「まあ大丈夫と言えるだろう。怖いと感じたことはない」

　琉聖さんが怖がりなんて似合わないかも。私はそう考えてクスッと笑った。




　少し経つと桜木さんが私を呼びに来た。桜木さんに連れていかれた場所は、エレベーターで降りて三階にある、本格的な写真スタジオのような設備が揃った部屋。

「すごいですね……。会社にあるなんて……」

　スタジオのような部屋を見て、目が真ん丸くなる。

「わが社は出張が多いので、パスポート切れにならないように写真の設備も整えてあるんですよ。その他の撮影も頻繁にありますし。彼は広報の山やま田だです」

　桜木さんに紹介された男性は、二十代後半くらいの青年だった。

「山田さん、よろしくお願いします」

　私は山田さんに頭を下げて挨拶した。




　写真を撮り終えて桜木さんの案内で再び執務室に戻った私を、琉聖さんが執務デスクから離れて出迎えてくれる。

　ソファに座った私たちの元へ桜木さんがやってきて、琉聖さんに先ほど撮った小さな証明写真を見せる。証明写真は三枚あった。その他にもプリントサイズの半分ほどの写真が一枚。

「パスポートって、その大きさの写真も必要……？」

　首を傾げると彼は笑って、プリントサイズの半分ほどの写真を財布の中へしまう。

「これは俺用だ」

「そんな改まった顔の写真、嫌です。それならふたりで撮ってもらえばよかった……私も琉聖さんの写真が欲しいのに」

　私は不満で頬を膨らませてみせる。

「そういえば、ふたりの写真を撮ったことがなかったな。桜木、撮ってくれないか？」

　琉聖さんは自分のスマホを桜木さんに渡し、私の肩を抱き寄せた。つられてにっこりしたけれど、再び琉聖さんはスマホのたった今の写真を確認してからポケットにしまった。そこで私はハッとなる。

「琉聖さん、見せてっ。それに結局、私には写真がないじゃない。今すぐに送って？」

　きっと琉聖さんにからかわれているのだと思う。桜木さんも笑っている。

「仕方ないな」

　私の拗すねる表情を楽しんでいるかのような琉聖さんはスマホを出して、私に送ってくれた。

　それから琉聖さんは執務デスクに向かい、桜木さんも部屋を出ていき、ソファには私だけになった。ひとりになって退屈になるかと思いきや、テキパキと仕事をこなす琉聖さんを見ているだけで楽しかった。

　こんなにスピーディーで的確に仕事をする人は、私のまわりには今までいなかった。やっぱりエリートなんだなと思う。そんな琉聖さんが自分なんかを愛してくれているなんて、不思議で仕方ない。

　昼食を一緒に、と言われていた私は、待っている間、テーブルに置いてあった会社概要のパンフレットを手に取る。パラパラとページをめくり、小冊子を読み始めた。

　表紙の裏には、堂々とした風格のお義父様の写真が載っている。琉聖さんの写真を探したが、どこを見ても載っていなかった。社員総数なんて気が遠くなるくらい多い。

　真宮コーポレーションの子会社として、私が勤めている会社の名前が載っているのを見て嬉しくなる。

「あっ……」

　指先にピリッとした痛みを感じて、思わず声を漏らす。ページをめくったときに、ほんの少しだけど指先を切ってしまった。

「どうした!?」

　私の声に、琉聖さんがパッとこちらを見る。切った指を口に運んでいる私の姿を見た彼は、急いで近づいてきた。

「切ったのか？　見せてみろ」

「少しだけ、ほんの少しだけだから」

　心配そうな琉聖さんに手を掴まれて、口から指を外される。

「ね？　少し……！　りゅ、琉聖さんっ！」

　指を見せると、琉聖さんにその指を口に含まれて驚く。その瞬間、ドキッと大きく心臓が高鳴った。私の指を舐め取るように彼は舌を動かす。指先なのに身体の芯がジンと痺れてくる。

「大丈夫そうだ。掠めただけでよかった……」

　私の指を口から離し、うっすらある傷口に琉聖さんは呟くように言った。

「ごめんなさい……ありがとう……。わ、私、帰ります！　お仕事の邪魔だから」

　立ち上がった途端、腕をグイッと引かれて座らされる。

「一緒にランチを食べる約束だろう？　確かに君がこの部屋にいると、気になって集中できないが」

　琉聖さんは私の肩をそっと抱き寄せてくれる。

「お仕事の邪魔はしたくないです……」

「邪魔じゃない。俺が勝手に集中できないだけだ。いつの間にか、君のことを考えている」

「琉聖さん……」

　頬を指の甲で撫でられると、琉聖さんの顔が近づいてきて、私の唇は奪われていた。

「ダ、ダメですっ！　仕事場でっ！」

　琉聖さんの胸板に手をつき、思いっきり身体をずらす。そんな私に琉聖さんが苦笑いをしている。

「ゆずはお堅いな……」

　つまらないと言いたげな口調は、珍しく子どもみたいだなと思ってしまう。

「お堅いんじゃなくて、モラルの問題ですっ。も、もしかしたら、今までにここで他の女の人とキスをしたことがあるとか……？」

「それは絶対にない。そうやって話を逸らさないでくれないか？　数日前は誘ってくれただろう？」

「……夜だったし、家だから別です」

　琉聖さんは私の髪の毛のひと房を指でつまみ、弄んでいる。

「別に夜限定のものでもないだろう？」

「りゅ、琉聖さんっ……」

　私は絶句し、全身が熱くなっていく気がした。

「そんなふうに言うと、琉聖さんの浮気を疑っちゃいますからね」

「浮気だって？」

　髪の毛を弄ぶ手が止まり、琉聖さんがキョトンとした顔で私を見る。

「だって……ここなら誰も来ないし、琉聖さんはモテモテのようだし……」

　不思議な色合いの目が、私の話を聞いているうちにだんだんと鋭くなって、思わず語尾が小さくなってしまう。

「浮気は神に誓ってしないさ。俺が全身全霊かけてゆずを愛しているのが、まだわからないのか？」

　琉聖さんは少し不機嫌そうな顔で私の肩を引き寄せて、噛みつくようなキスをしてきた。舌が入り込み、私の舌を絡め取ろうと追ってくる。

「じらしているんだな？」

　私が笑みを浮かべた瞬時、後頭部に置かれた手で動けなくなった。さらに深く唇を重ねて、私の思考をシャットダウンさせる。身体がとろけそうなほどのキスに、私は自分からキスを深めていた。




　ランチが済み、桜木さんに送られてマンションへ戻ってきた。疲れたけれど、彼の意外な一面を見られた気がして嬉しかった。

　眠気に逆らえず、私はソファの上にドサッと座ると、身体を丸めて目を閉じた。




「ゆず？　柚葉？」

　眠っていた私は、琉聖さんの声にハッと目を開けた。

「帰ってから、ずっとここで寝ていたのか？」

　別れたときのワンピース姿のままだったから、琉聖さんにバレてしまったようだ。

「琉聖さん……おかえりなさい。眠気に勝てなくて」

「驚かせないでくれ。体調が悪い？」

　琉聖さんは私の額に手を伸ばした。熱はないようで安堵の表情になる。

　私は額に置いた彼の手を両手で掴み、にっこり笑って立ち上がった。

「眠るならベッドで眠らなければダメだろう？」

　琉聖さんは厳しい視線を投げかけながら尋ねてくる。外から戻ってすぐに寝たと知ったら、心配するに違いない。

　ちゃんと言うべきか私は迷って、すぐに返事ができなかった。気まずい雰囲気がその場に漂う。すると琉聖さんは肩を竦めてから立ち上がって言った。

「まだ眠いか？　もう一度、眠る？」

「ううん。もう眠くないから大丈夫。お腹が空いたでしょう？　何か作るね」

「ゆずは風呂に入ってこいよ。俺が作るから」

　刃物禁止令が出ているせいで、琉聖さんに迷惑をかけてしまう。今日は佳代子さんはお休みだった。

「簡単なものならできるのに……」

　琉聖さんは私の両肩に手を置き、バスルームのほうへ数歩歩かせた。

「いいから、ゆっくり入ってこいよ」

　私は仕方なくバスルームに向かうことにした。

　バスルームへと続く寝室へ入ると、突然に目の前が真っ暗になり慌てて座り込む。眩暈と共に動悸も激しくなり、吐き気が込み上げてくる。

　どうして……？

　今日は二度、眩暈を起こしている。私は不安を覚えながら、眩暈が治まるまで目を閉じて座っていた。ここのところ、調子がよかっただけにショックだ。

　オフィスでも立ちくらみがしたけど、あれは苦手な高所だからだと思っていた……。

　数分で眩暈が治まり、ホッと息をついて、バスルームのドアを開けた。




　お風呂から上がり、パウダールームで髪をドライヤーで乾かし終わったとき、鼻からヌルッとしたものが出る感覚に、思わず手を当てる。

　鼻血だった。鏡を見ると右の鼻から血が垂れてきていて、そばにあったティッシュを慌ててあてがう。幸いすぐに鼻血は止まった。

　よかった、すぐに止まって。これは病気のせいじゃない。のぼせただけだ。

　血がついたティッシュをゴミ箱に捨てて、パウダールームを出た。




　琉聖さんがキッチンからダイニングルームに出てきた。

「ゆず？」

　琉聖さんは怪訝そうな顔をして私に近づき、目の前に立つ。

「なあに？　琉聖さん」

　微笑んで琉聖さんを見上げる。

「顔色が悪いな。唇が白っぽい。気分は？」

　私の唇を、琉聖さんの指先がなぞる。

「そうかな……メイクを落としちゃったからじゃない？　メイクを落とした顔は、本当は見られたくないんだよ？」

「メイクなどしなくても柚葉は可愛いよ」

　琉聖さんの瞳は暖かい色を帯びていて、抱きついて甘えたくなる。

「もう……琉聖さんったら、ドキッとするような言葉を平気で口にするから……」

　琉聖さんは腰を落として、私の唇に軽くキスをする。

「さあ、食べよう」

　琉聖さんが作ってくれたのは、おいしそうなガーリックソースがかかったステーキだった。グリーンサラダもあった。

「琉聖さん、ごめんね……。私、琉聖さんの奥さん失格……」

「ゆず、言ってあるだろう？　君と結婚したのは料理を作ってもらいたいわけじゃないって」

　いつも優しい言葉をかけてくれる。私はコクッと頷くと、席に着いた。




「ごちそう様でした。お昼を食べすぎたみたいで、たくさん残してごめんなさい」

　皿にはまだ半分以上のステーキが残っている。頑張って食べてもこれが限界だった。

「ゆずの胃には少し重かったか。残りは俺が食べよう」

「ううん。とてもおいしかったよ」

　最高級の松阪牛のフィレ肉だ。琉聖さんが食べてくれてよかった。

「そうだ、ゆず。クリスマスイブは毎年実家でパーティーを開いているんだ。今まではひとりで顔を出すだけだったが、お袋が今年は君と一緒に必ず来てくれって」

「毎年クリスマスパーティーがあるの？」

　そんな世界、テレビでしか見たことがなく、私はびっくりする。

「ああ、自宅でね。招待客は三十人ほどのパーティーだが」

　本当に私とは育った環境が違うのだと、改めて思い知らされる。

「ドレスアップしろよ、可愛い奥さん」

　私を見つめてくる彼の瞳は、楽しそうに輝いている。

　数えてみたら、クリスマスイブまであと二十日しかなかった。

　もうっ。毎年のことなら、もっと早く教えてくれればよかったのに……。




　ふたりで片づけをして、琉聖さんはバスルームに行った。

　彼がいなくなって、私はソファに座った。座ったというよりは身を投げ出した感じ。なんだか立っているのがつらかった。身体がだるい。

　そうだ……薬飲まなきゃ。

　少しして、重く感じる身体を引きずってキッチンに立つと、薬を水で流し込んだ。
















七　残酷な告知
















　クリスマスパーティーまでの間に、私は体調の変化を感じていた。異常に疲れやすく、眩暈、動悸が頻繁にある。

　一度はベッドの上だったからよかったけれど、バタンと倒れてしまった。

　昨日、玲子先生に問診されたときに、最近の不調について言えなかった。

　怖い……私の病気は悪化しているのかも……。

　でも最近はできるだけ安静にしていたし、悪化しているわけない。自分自身にそう言い聞かせる。

　明日はクリスマスイブ。楽しみにしていたパーティーがある。

　そして、クリスマスの翌日から琉聖さんとオーストラリアへ行く。初めての海外旅行にウキウキとした気分にならないはずがないのに、やはり病気が心配で、そんな気分になれない。

　佳代子さんは料理を作って帰ったばかりだ。まだ夕食には早く、最近は琉聖さんのためにセーターを編むことに時間を費やしていた。彼に似合いそうなダークブルーの毛糸を佳代子さんに頼んで、買い物のついでに買ってきてもらった。

　琉聖さんからはたくさんのプレゼントをもらってばかりで、自分からは何もしてあげていない。何不自由ない琉聖さんに、何をクリスマスにプレゼントしようかと考えた末に決めた手編みのセーター。

　喜んでくれるかな……。

　明日のクリスマスイブを前に、編み物はあともう少しで完成だった。残りの作業はパーツを繋げていけばいい。今日のうちに仕上げておかなければ、明日のプレゼントに間に合わない。ソファに座って夢中になって作業をしていく。




　どのくらい時間が経ったのだろうか。喉の渇きを感じて立ち上がった。キッチンに入り、冷蔵庫からミネラルウォーターを一本出してグラスに注ぐ。グラスを持ってリビングに戻る途中、目の前がぐらっと揺れてとっさに壁に手をつくと、ずるずるとしゃがみ込む。

　眩暈が治まるように目を瞑り、じっと待つが、意識が飛んでしまいそうな感覚に陥る。動悸が激しくなり、私は胸を押さえた。

「っ……はぁ……はぁ」

　しばらくその場にうずくまったまま、動けなかった。

　数分後、眩暈が治まると落としてしまったグラスを探す。グラスはすぐ近くに転がっていた。そこはびしょ濡れになってしまったけれど、水だったし、絨じゅう毯たんのおかげでグラスは割れずに済んだ。濡れた絨毯をタオルで拭いて水気を取ると、ぐったりとソファに座る。

　眩暈は、いつものこと……。




「あとちょっと……頑張ろう……」

　もう少しで琉聖さんのセーターができ上がる。

　作業をしようと編んだパーツを籠から取り出したとき、佳代子さんが作ってくれた夕食がダイニングテーブルの上に置かれたままなのに気づいた。

　ちゃんと食べなきゃ。

　私は佳代子さんが作ってくれた料理を温めて食べた。

　食事が済むと再びソファに座り、セーターの仕上げ作業に没頭した。繋ぎ合わせる目がずれないように、慎重に縫っていく。

　明日がクリスマスイブだと思うと頑張れる。いや、頑張って絶対に仕上げないといけない。

　私は何かに追われるように、セーターを仕上げる作業を急いだ。




「……できた」

　最後の繋ぎ目を作り、飛び出した毛糸を処理して、でき上がりに安堵する。

　琉聖さん、気に入ってくれるかな……。

　アイロンを当てないといけないけれど、それはプレゼントを渡したあとにしよう。

　時計を見ると、もうすぐ明日になってしまう時刻だった。琉聖さんがいつ戻ってきてもおかしくない。

　私は急いで、でき上がったダークブルーのセーターを畳んで箱に入れた。グリーンのリボンで箱を結ぶ。リボンの仕上がりにも満足して、ひとり笑みを浮かべる。

　プレゼントの箱を大事に持ち、ウォークインクローゼットの自分用の引き出しに入れた。ホッと息をついたところで、明日のドレスに目がいく。

　漆黒のドレスは、琉聖さんと私がひと目惚れしたものだ。スカートの半分の位置から下にかけて、大輪の真紅のバラが刺し繍しゅうされている。前身頃はハート型にカットされた女性らしいライン。袖はバラと同じ真紅のオーガンジーで、ふわっとしている。

　琉聖さんは黒のタキシード。中に着るシャツはフリルがついたもので、一見、女性っぽい感じを受けるけれど、彼が着ると似合いすぎる。一度それを着た琉聖さんを見たときは、心臓が痛いくらいに暴れた。




　翌朝、クリスマスイブだけど平日で、琉聖さんは仕事へ行く。

「十七時には戻るから、それまでに出かける支度をしておいて。体調が悪かったら無理にパーティーに行かなくてもいいんだからな。ここでゆっくり過ごしてもいい」

　今朝起きたときの私の顔色が悪かったせいで、琉聖さんはまだ心配そうな顔をしていた。

「大丈夫！　そんなに心配しないで」

「行ってくるよ」

　琉聖さんは振り返り、私の唇に軽くキスを落として出ていった。

　玄関のドアが閉まると、私は堪えていた動悸と眩暈に耐えきれなくなり、その場にずるずると座り込む。

　怖い……。たび重なる身体の不調……。

　自分の身体を両腕で抱きしめた。




　今日は自分を急がせるものは何もなかった。佳代子さんは真宮の家政婦なので、今日はパーティーの準備でここには来られない。だから私は、支度の時間までベッドでゆっくり休んだ。

　十五時になり、起きてシャワーを浴び、支度に取りかかった。早く支度を始めたのは、身体に重りがついたみたいにだるく、時間がかかると思ったから。それに今日は完璧に準備したかった。琉聖さんや義父母が嫁を誇れるように。

　タオル地のバスローブを素肌に身につけて寝室へ戻る足取りは、やっぱり重い。シャワーを使っただけで疲れてしまった。

　ドレッサーの前に座って、のろのろとした動作でドライヤーを髪に当てる。

　髪が乾いてから、両サイドを少し取って結い上げ、残りの髪は垂らしておくことにした。

　耳が露出しているので、琉聖さんからプレゼントされたダイヤのピアスをつける。これをつけるたびに落としてしまうのではないかと心配だけれど、あのドレスに似合う装いをしたい。

　髪が終わると、血色の悪い顔にメイクを始めた。

　あとはドレスを着るだけ……。

　時刻は十六時を過ぎていた。物音がしてハッとすると、鏡の中に琉聖さんの姿を見つけた。

「琉聖さんっ、おかえりなさい」

「ただいま。支度は進んでいるようだね」

　琉聖さんは笑みを浮かべると近づいてきて、頬にキスを落とす。

「あとはドレスだけか」

「うん。琉聖さん、早く支度してね。クリスマスパーティー、すごく楽しみなの」

　私は空元気で、笑顔を琉聖さんに向ける。

「わかったよ。早く用意を済ませて、綺麗な妻を自慢しに行こう」

　琉聖さんは私の髪に口づけて、パウダールームから出ていった。

　本当は出かけずに、彼とふたりきりで過ごしたかった。身体が悲鳴を上げているようだった。




「柚葉ちゃ～ん！　なんて素敵なのかしらっ」

　真宮の実家に到着すると、まだ少し早かったようで、パーティーは始まっておらず、貴子さんが私たちの元へ来た。

「今日はお招きありがとうございます。とても楽しみにしていました」

　にっこり微笑んで言うと、貴子さんが嬉しそうに私の手を取って、部屋の中へ招き入れてくれる。いつもは使われていない広い部屋に、大きく華やかなクリスマスツリーが置かれている。本物のモミの木で、可愛らしいオーナメントは外国製のよう。キラキラと光るイルミネーションからは目が離せない。

「とても綺麗です！　飾りつけは貴子さんが？」

「ええ、佳代子や他のみんなにも手伝ってもらったけれどね」

「来年はお手伝いしてもいいですか？」

　こんなに大きなツリーを飾りつけたことはない。きっと楽しいに違いない。

「柚葉ちゃんが？　本当に？　それは嬉しいわ」

　そんな話をしているとお義父様も現れて、貴子さんの隣に立つ。ふたりはお似合いの夫婦で、私は自分たちもこんなふうになれるのかなと考えてしまった。

　そして招待客が来るまで、琉聖さんたちはシャンパン、私はジュースを片手に話をしていた。

「いいわね～、オーストラリア。今の時期、向こうは夏だから暑いわよ」

「はい。海外旅行は初めてなので、とても楽しみなんです」

　スーツケースのパッキングは済んでいるけど、本当に行けるか不安だった。そんな思いは顔には出さず、にっこりと笑みを浮かべる。

「私、寒さが苦手なのよね～。一緒についていこうかしら」

　貴子さんは、意味ありげな笑みを浮かべながら琉聖さんを見る。

「それだけはやめてくれないか。お願いだから、新婚旅行の邪魔をしないでくれ」

　琉聖さんはムッとした表情になり、冷たく答える。それを見て私は内心ハラハラだ。

「じょ～だんよ、じょ～だん。そんな野暮じゃないわよ。柚葉ちゃんとは別で行くからいいわっ」

　なんだ、冗談だったんだ、と胸を撫で下ろした。貴子さんなら本当に実行しそうだけど、今は息子をからかうのが楽しいみたいだった。




　真宮家のクリスマスパーティーには驚きっぱなしだ。素敵なデザインのドレスで着飾った女性や、タキシードやスーツ姿の男性。豪華な食事が用意され、クリスマスの雰囲気をさらに盛り上げる、小さな楽師団も呼ばれていた。しかもその音楽に合わせてダンスをするって……。どこかの貴族の家で行われているような舞踏会さながらの様子に、私は目を丸くさせてしまった。

　琉聖さんにダンスに誘われて、一度は断ったが、教えてあげるからとフロアに出てみた。琉聖さんに教えられているうちに、足を動かすパターンがわかるようになって、思いのほか、私はダンスを楽しんでいた。

　気を張っているせいか、倒れそうなほどのひどい眩暈は起こらなかった。

「何か飲もうか」

　琉聖さんに腕を取られて、飲み物を配っているウエイターからシャンパンとジュースをもらう。

「おいで」

　琉聖さんに誘われるままについていく。彼は二階に上がろうとしていた。手を引かれてドレスの裾を踏まないようにゆっくり上がるけれど、どうして二階へ行くのだろうと気になって琉聖さんを呼び止める。

「琉聖さん？」

「疲れただろう？　部屋で休もう」

　確かに疲れてはいる。眩暈は起こらないけれど、身体はだるい。連れていかれた先は、琉聖さんが大学生まで使っていた部屋。広い部屋で今は使っていないからがらんとした印象だが、ダブルベッドだけが置かれていた。

「座って」

　ベッドに腰かけ、ドレスを手で撫でつけていると、私の隣に琉聖さんが座った。洗剤の香りがするシーツ。わざわざ自分のためにベッドメイキングされたのだと悟る。

「最高に綺麗だって、今日はもう言った？」

　甘い蜜色の瞳が優しく私を見つめる。その瞳に心臓がトクンと鳴った。

「まだ……」

　そう言うのが精いっぱいで、何を言おうか戸惑っていると、彼は唇を重ねてきた。

「ん……っ……」

「綺麗だ……。出席者の男たちは全員、君にキスをしたかっただろう」

　唇を触れ合わせたまま吐息のように囁き、上唇を食はむキスをされる。

「琉聖さんだって、女の人たちの目をハート型にさせて──んっ……」

　私に最後まで言わせてくれず、舌を絡ませてくる。

「君を休ませに来たのにダメだな……。三十分くらい横になってから帰ろう」

「そんな……大丈夫だから戻ろう？　まだパーティーを楽しみたいの」

「……いや、少し休んだほうがいい」

　琉聖さんは頑として譲らなかった。私をベッドに横にさせ、自分もタキシードが皺になるのも構わずに隣に横になってくれた。

「タキシードが皺になっちゃう……」

「あとは帰るだけだから構わないさ」

　なら、今、帰ろう……そう言いたかったけれど、横になると眠気が起こり、自然と目が閉じてしまった。




　琉聖さんが起こしてくれたのは一時間後だった。まだイブだけど、あと一時間ほど経てばクリスマスになる。少し眠ったおかげで、身体のだるさが取れた気がする。

　一階からはまだ賑やかな声が聞こえてくる。パーティーがお開きになるのは毎年、真夜中の一時頃だという。

　私はパウダールームに行かせてもらい、メイクを軽く直した。ドレスは皺になりにくい素材だったせいで、乱れはない。手を洗っていると、オーガンジー素材の布地を通して、腕の内側の色が変わっているのが見えた。急いで袖をめくってみると、痣になっていた。

　反対の腕の柔らかいところにも痣が見つかる。目の前が真っ暗になった。

　自分の身体が自分のものでない感覚。眩暈や鼻血だけではない。病気がひどくなっているのは意識の底でわかっていた……。けれど、それを無理に押し込めていたのだ。それがついに痣となって、外に現れてきた。確実に私の病気は悪化している……。

　この幸せを守りたかった。琉聖さんと暮らす日々を楽しみたかった。

　だけど明日、病院に行くと琉聖さんに言おう。またあの長く、つらく、退屈な日々を過ごさなければならないのだと思うと気が滅入る。

　私は緩慢な動作で、パウダールームのドアを開けると、琉聖さんが壁から身体を起こすのが見えた。壁に背を預けて待っていてくれたようだ。

「ゆず？　大丈夫か？」

　私の表情を見て、琉聖さんは眉根を寄せて聞いてきた。

　私は気持ちを読まれないように無理やり明るい表情を作って、琉聖さんの腕に腕を絡ませる。

「大丈夫だよ？　お義父様と貴子さんにお礼を伝えるんでしょう？」

「あ？　ああ……行こうか」

　私たちはふたりを探しに、賑やかな部屋に戻った。挨拶を済ませ、お屋敷を出ると、真宮家の運転手が待つ車に乗り込んだ。




　マンションへ向かう道は、街路樹のクリスマスイルミネーションがまばゆいばかりの光を放ち、綺麗だった。真夜中だけどカップルが手を繋いで歩いているのが見える。

「琉聖さん、見てっ！　すごく綺麗！」

　興奮したような私の声に、琉聖さんはこちらへ身を乗り出して、窓の外を見た。車窓からイルミネーションを見る私は、子どものようにはしゃいでいた。ふたりで見るイルミネーションは特別なものに感じる。

「ねっ？　綺麗でしょう？」

　彼は温かい笑みを浮かべると、ちゅっと触れるだけのキスをこめかみに落とす。

「停まりましょうか？」

　私の声が聞こえたようで、真宮家の運転手さんが聞いてくれる。

「えっ？　ううん……いいです」

　車から見るだけで充分に綺麗だから。

「いいのか？」

　琉聖さんにも聞かれたが、首を横に振った。




　帰宅後、ドレスを脱いでシャワーを浴びるのも大儀だったが、なんとかそれらを済ませてベッドルームへ向かう。

　琉聖さんはすでにベッドに身体を起こして、書類を読んでいた。私の姿に、彼は書類をサイドテーブルに置き、布団をめくって手招く。

「寝よう。疲れきった顔をしている」

　私は琉聖さんの隣にピタッと横になり、目を閉じる。

「琉聖さん、今日は小さい頃に夢に見たクリスマスパーティーだったの。ありがとう。私、幸せ」

　目を閉じながら感謝を言葉にして、私は眠りに引き込まれた。




　ふと、気分の悪さに目を覚ました。隣を見ると琉聖さんはいなかった。カーテンの隙間から光が漏れていることから、もう朝のよう。

　琉聖さんが眠っていた場所に手を置くと、冷たかった。だいぶ前に起きているのだろう。

　それにしても、この気分の悪さ……。今起き上がれと言われたら無理なほど。心臓がドクドクと暴れ始めていて、痛いくらいだ。

「っ……は……ぁ……」

　胸に手がいき、暴れる心臓を押さえる。ベッドサイドの引き出しから薬を取り出し、いつも用意している水の入ったコップを震える手で持つ。ゴクッと音をたてて薬を飲み込んで、ぐったりと枕に顔を伏せた。

　薬を飲めば……吐き気もなくなる……。

　目を閉じて堪えるうちに意識が途切れ、眠りに落ちていった。




　髪を梳く琉聖さんの手で、私は目を開けた。

「琉聖さ……ん……」

　先ほどの気分の悪さからどのくらい経ったのかわからないけれど、吐き気は感じられなくなっていた。

「だいぶ疲れていたんだな。ぐっすり眠っていた」

「今……何時？」

「もう少しで昼だ」

「起こしてくれればよかったのに……」

　今日がクリスマスだと思い出した。起こした身体は鉛がついたように重い気がした。

「着替えてくるね」

　私は自分の熱っぽさを琉聖さんに悟られないよう、ウォークインクローゼットに向かった。ドアを閉めて、白いアンゴラの糸で編まれたワンピースを着る。髪は後ろでひとつに結び、真っ赤なベルベット素材のリボンをつける。

　これでクリスマスらしい雰囲気になったかな……と、姿見の前に立ってみる。

　鏡の中から、青白い顔が自分を見つめ返していた。目はぼんやりしていて、熱で瞳が潤んでいる。

　これでは琉聖さんに、体調が悪いことがバレてしまう……。

　でも寝室に戻ると琉聖さんの姿はなく、ホッとする。そのままパウダールームで急いでメイクを施し、少しでもいつもの自分に近づけようとする。

　メイクが終わって、琉聖さんに渡すプレゼントを思い出した。

　そうだ、プレゼントを持っていかなきゃ……気に入ってくれるといいな……。

　ウォークインクローゼットに戻り、引き出しからプレゼントを取り出して、大事に胸に抱えるようにして出た。

　リビングに足を踏み入れた途端、目に飛び込んできたものに驚いて立ち止まる。

「クリスマスツリー……」

　そこには、琉聖さんの背と同じくらいの高さがあるクリスマスツリーが置かれていた。昨晩はなかったから、彼が朝から飾りつけをしてくれていたのだとわかった。

　ふいに後ろから腕がまわり、抱きしめられる。

「メリークリスマス。ツリーは気に入った？」

「うん。びっくりしちゃった。最高に素敵なプレゼント……。琉聖さん、ありがとう」

　琉聖さんの腕の中で振り返り、微笑む。

「ツリーはプレゼントを置くためのものだ。プレゼントは他のものだよ」

「えっ……」

　驚いた私は、琉聖さんに抱きかかえられるようにして、ツリーのすぐそばまで誘導される。その下には色とりどり、大小さまざまな箱が置かれていた。

「全部プレゼント……？」

「そうだ。全部ゆずへのプレゼントだ」

　私の胸を高鳴らせるような笑みを浮かべた琉聖さんは、さらっと言う。

　また私を甘やかしている。こんなに甘やかされると、身体の不調を言って落胆させたくなくなる……。

「ゆず？」

　涙を堪えて琉聖さんを見ると、アンバーの瞳に心配そうな色を浮かべる。

「感動しちゃった……。ありがとう、琉聖さん。こんなに甘やかさないで……」

　涙を堪えきれなくなった私は、彼に抱きついた。

「俺たちの初めてのクリスマスだろう？　できる限りのことをやりたかったんだ」

　琉聖さんは私の髪にそっと唇を当て、顔を上げた私の唇にキスを落とした。自分で持っていた箱が潰されそうになり、渡すプレゼントを思い出す。

「琉聖さん、たくさんのプレゼント、ありがとう。本当にいつも感謝しているの……。これ……私からのクリスマスプレゼント」

　私は琉聖さんから少し離れて、持っていた箱を渡す。

「プレゼント？　いったいいつ用意したんだ？」

「佳代子さんに材料を買ってきてもらって……」

「材料？　なんだろうな」

「それは開けてみてからのお楽しみ」

「開けるのが楽しみだ。嬉しいよ。座ろう」

　琉聖さんはプレゼントを右手に、もう片方の手は私の肩に置いてソファに促した。隣に座った彼は、嬉しそうにリボンの結び目を外している。そして箱を開けて、信じられないといった表情で私を見た。

「これはもしかして、手編み？」

「目が不揃いだから、わかっちゃったね？　時間がなくてアイロンをかけられなかったの」

「いつの間に編んでいたんだ？　無理はしなかっただろうね？」

　私は首を横に振る。

「編み物をしているとき、とても幸せで……。琉聖さんの喜んでくれる顔も想像したりして充実していたの。琉聖さんはなんでも持っているから、プレゼントを何にするかとても悩んで……」

　目が覚めたときに感じた頭痛は軽いものだったのに、今はひどくなってきていた。

「ありがとう。上手に編めているし、好きな色だ。こんなに嬉しいプレゼントは今までなかったよ」

　琉聖さんは顔をほころばせて、箱からセーターを出している。グレーの開襟シャツを着ていた琉聖さんは、その上からセーターを着てくれた。

「ちょうどいい。よくサイズがわかったな」

　琉聖さんの顔が二重に見えてきて、目をこする。

「……いつも着ている服を……測ったの……」

　話している言葉も、まるで酔ったようにろれつがまわらなくなってきた。

「ゆず？」

　琉聖さんが私の肩を掴み、顔をよく見ようとしている。

　私はソファに座っているのもつらくなってきていた。頭がぐらぐらするような眩暈に襲われて、琉聖さんの声が遠くに聞こえてくる。

　意識が朦もう朧ろうとしてきた……。この眩暈、いつもと違う……。

「どうした!?　ゆず！　ゆず！　柚葉っ！」

「ごめんね……りゅ……せい……さん……」

　やっとのことで言葉にしたあと、私は琉聖さんの腕の中で意識を手放した。




　私が目を開けると、玲子先生が点滴を確認しているところだった。病院へ運ばれたのだと、ぼんやりする頭で思った。

「柚葉さん！　気がついたのね！」

　私は酸素吸入のため、マスクをつけられていた。

「どのくらい……？」

　いつもと様子の違う空間で、私のまわりにいろいろな機械がある。琉聖さんの姿がなくて、頭を枕につけたままなんとか動かす。

「ここは集中治療室よ。もう四日も昏こん睡すいしていたの」

「四日も……」

　琉聖さんはひどく心配しているはず。

「玲子……先生……、私……悪化した……んです……ね？」

　マスクをつけているけれど、話すと呼吸が乱れてしまう。

「ええ……」

　玲子先生の顔が悔しそうだった。

「まだすべての検査結果が出ていないの。それによっては、骨髄移植が必要に。ご家族に目を覚ましたことを伝えてくるわ。でも、面会はできないの」

　私はコクッと頭を縦に動かした。それよりもまた睡魔に襲われていた。




　その翌日、私は集中治療室から、以前入院していた病室に移動になった。眠っているうちの移動で、意識を取り戻すと、琉聖さんがそばにいた。病状が落ち着き、酸素吸入マスクは外されていた。

「ゆず……」

「琉聖さん……心配かけて……ごめんなさい」

　彼の顔色が病人のように悪く見えた。相当な心労をかけてしまったに違いない。

　私の手は琉聖さんの手にずっと握られていたようだ。

「ゆず、さっき玲子から──」

「骨髄移植が必要に……なったんですね？」

　つらそうな表情の琉聖さんが、かわいそうになる。

「ドナー……探してもらわなきゃ」

　私はつらい顔を見せないように、微笑んだ。

「もちろんだ。もう手配をしている。骨髄移植を受けるには、体力が必要だから、ゆずはそれまでに元気になるんだ」

「はい……。すぐに……琉聖さん……、また眠くなっちゃ……た……」

　話をしたいし、琉聖さんの顔を見ていたいのに睡魔に襲われ、スーッと眠りに引き込まれた。




　目を覚ました私は頭を動かして、琉聖さんの姿を探した。

　琉聖さんは窓辺に立ち、私に背を向けて外を眺めていた。考え事をしているようで微動だにせず、声をかけるのが躊躇われる。ふいにその背中を見続けるのが怖くなり、声を出していた。

「琉聖さん……」

　私の声に琉聖さんが振り向く。

「ゆず、ああ……よかった……気分は!?」

「大丈夫です、それより……会社は……？」

　久しぶりに頭がはっきりしている。今日の気分は入院前のようだと思った。

　入院してからの私は、ほとんどの時間を眠って過ごしている。

「会社のことは気にしないでいい」

「……ごめんなさい。心配をかけてばかりで……」

「そう思うのなら、一日でも早く元気になるんだ」

　額にかかった私の髪を、琉聖さんが優しく払う。

「……うん、絶対に元気になるから」

　ふと、琉聖さんの背後……窓の外に、白いものが落ちているのが目に入る。

「雪!?」

　窓の外にちらつく白い雪を見て、ハッとした。

「ああ、寒いと思ったら雪が降っていたよ。明け方から降り出したようで、地面をもう真っ白にさせている」

「今日は何日……？」

「大おお晦みそ日かだ」

「そんなに……」

　倒れたのはクリスマスだった……。クリスマス……！

　ハッとして身体がビクッと動く。

　意識が混濁しているうちに、数日が経ってしまっていた。

「オーストラリア……ごめんなさい……」

　……倒れなければ、オーストラリアに行っていたんだ。

　そう思うと悲しくなり、瞳が潤むのを止められない。

「ゆず、旅行はいつでも行ける。治ったら行こう」

　目尻から伝わる私の涙を琉聖さんは拭って、約束してくれる。

「うん……連れていってね……」

　少し話をしただけなのに、疲れて眠くなる。自然と落ちてくる瞼。

　眠りたくない……。

「ゆず、我慢せずに、もう一度眠るんだ」

　眠気を我慢しているのがわかったのか、琉聖さんはそう言って手を握り、優しい眼差しを向けてくれた。




　私たちは知り合ってから初めてのお正月を、病室で迎えた。病院でのお正月はなんの実感もなかったけれど、入れ替わり立ち替わり姉や慎、琉聖さんの両親、麻奈と修二さんが訪れ、見舞ってくれた。




　一月が過ぎ、二月になっても病状はよくならず、日に日に自分は弱っている気がした。そのあとも、姉や慎は頻繁に姿を見せてくれた。慎は私を笑わせようと、自分のまわりで起こった笑える出来事を得意げに話して、気分を明るくしようとしてくれる。

　琉聖さんはいつまでも出勤しないわけにはいかず、最近は会社に出ている。

　大変だと思う。仕事が忙しい中、私の心配をしなければならないのだから。でも、疲れるそぶりも見せずに私のために、朝、晩と必ず顔を出してくれた。

　だから、琉聖さんが顔を見せるときはつらい顔を見せないようにして、ベッドの上に身体を起こしている。

　琉聖さんがいるときだけ元気が出る。ううん、元気を出さなければと思うから頑張れる。

　今は広く豪華な病室にひとりきり。ひとりのときはほとんどの時間を眠って過ごしているけれど、どういうわけか今は目を閉じても眠りは訪れない。

　ため息が漏れ、身体を起こす。あまり同じ姿勢で横になっていると、身体が軋むように痛んだ。

　先ほど看護師さんが開けていってくれたブラインドから眺める景色は、入院してからの数少ない楽しみのひとつになった。五階なので見えるのは空と遠くのビル群なのだけど、琉聖さんが前に、あの方向に真宮のビルがあると言っていた。今も私が見ている方向で琉聖さんは仕事をしている。

　彼のことを考えると、胸が詰まるような思いになる。

　琉聖さん……ごめんなさい……。

　顔を見ると謝りたくなってしまう。言葉にすると、なんで謝るんだと怒られるから、心の中で何度も言う。

　今では身体を起こすのも大変で、自分の身体じゃないみたい。

　琉聖さんとずっと一緒にいたい……あなたの顔を見て過ごしたい。ふたりでいられれば何もいらない……。

　でも……もう無理かもしれない。だから神様……琉聖さんと一緒にいられるときを、少しでもいいから長くしてください……。そう願わずにはいられない。




　病状はそのまま小康状態を保ち、季節は春になった。春は入学式や入社式の季節。もちろん、真宮コーポレーションにも大勢の新入社員が入り、琉聖さんはますます多忙な時期を迎えていた。

　私は横になったまま頭を巡らして、窓の外を見た。

　風が強そうだけどいい天気……。外にもうどのくらい出ていないだろうか……。

　時刻は十二時ちょっと前。もうすぐ昼食が運ばれてくる。

　いつもおいしくない病院食を口に運ぶたび、顔をしかめて飲み込んでいる。食べなければ身体がすぐに不調を訴えるから、頑張って口に運ぶ。そんな私を見て、玲子先生は『薬や点滴も大事だけれど、しっかり食べないと体力がつかないから、頑張るのよ』と言ってくれていた。

　玲子先生を前にすると、私は小学生の子どもに戻った気分になってしまう。彼女は小学生の頃の担任の先生に似ている。あの先生は今もお元気だろうか。

　現在の私の先生は玲子先生。私の病気を治そうと、一生懸命に尽くしてくれている。優しく厳しい……大好きな先生。

　──トントン。

　ノックの音と共に誰かが入ってきた。看護師さんが食事を持ってきたんだと思い、私は窓の外から視線を外さなかった。

「ゆず？」

　名前を呼ばれて驚いて振り返ると、心配そうに眉根を寄せた琉聖さんが立っていた。

「琉聖さんっ！」

　こんな時間に来てくれるのは珍しくて、私は嬉しい驚きの声を上げた。

「こんな時間にどうして……？」

「ゆず、気分は？」

　琉聖さんは眉根を寄せたまま、私の頬にそっと触れながら聞く。この言葉を数えられないくらい聞いている。

「はい、大丈夫です」

　私はにっこり琉聖さんに微笑む。

「俺の前で、無理はしないでいいんだ」

「無理はしていないから」

　私の返答に、いたずらっぽく笑みを浮かべる琉聖さん。

「だったら、たくさん食べられるな」

「えっ……？」

「弁当を持ってきた。佳代子さんが作ってくれたんだ。玲子と相談し、塩分やカロリーなどを事細かに書いたから、味つけは薄いかもしれない」

　久しぶりの佳代子さんの手料理に、私は目を輝かせた。病院食でない食事はきっとおいしく感じられるに決まっている。

　琉聖さんは点滴のチューブに触れないよう慎重に私の身体を起こすと、お弁当を置くためにテーブルを設置してくれ、その上で三段の重箱を開け始めた。彩りも鮮やかで、種類も豊富なおかずがたくさん入っていた。

「おいしそう！　私の好きなものばかり」

　笑みを浮かべると、琉聖さんが身を屈めて額にキスを落としてくれる。

「食べさせてあげよう。食べたいのを教えてくれ」

「えっ？　自分で食べられる──」

「わかっているが、食べさせたくなったんだ」

　甘い笑みを浮かべて言う琉聖さんに、私は卵焼きを指差して口を開けた。




　佳代子さんの手料理はおいしかったけど、胃がさらに小さくなったせいで、思ったより食べられなかった。それでもいつもよりはたくさん食べたはず。

「ごちそう様でした。忙しいのにありがとう」

「このくらいなんでもないさ。ゆずが喜んでくれるのが嬉しいんだ」

　琉聖さんも食べ終わり、重箱を片づけてからベッドの端に腰かける。

「もう四月になっちゃった……。新入社員は入ってきた？」

　普通の会話がしたくて聞いていた。

「ああ。おととい、入社式が終わった」

「そうだったんだ……」

　私が勤めていた会社の入社式はそれほど人数がいなかったから、各地の支店から新入社員が集められ、会議室でやったんだっけ。真宮コーポレーションの入社式は、ビルの一階にある大ホールで行われたんだろうな。




　やがて琉聖さんが仕事に出てひとりになると、無性に寂しさを感じる。

　自分の病気はよくなるどころか、悪くなっているのがわかった。

　ひどい眩暈と吐き気。ときには鼻血。頭が割れそうなほどの痛みを伴う頭痛や、心臓が痛いくらいの動悸など、以前は経験したことのない感覚に襲われている。薬はほとんど効いていないようにも思える。

　以前、琉聖さんが言ってくれた言葉を思い出す。

『世界中から適合者を探してみせる』と。

　それはたぶん……無理……。

　入院して三ヵ月が経ってしまった。琉聖さんのことだから必死で適合者を探してくれているはず。

　だけど今のところ、まったく見つかっていない。姉も慎も適合しないのだから、見つかる確率なんて微々たるもの。それまで私の命がもつのかどうか……。

　今の私は、つらい検査や治療が嫌になっている。こんなにつらい検査をこれから何度もしなくてはいけないのなら、いっそ死んでしまいたい。

　正直なところ、もう死んでも構わないと思い始めていた。死ねばこんなつらい思いをしなくて済む……。

　私の気持ちは折れかけていた。

　唯一心残りなのは、琉聖さんとお別れしなくてはならないこと。それを考えただけで悲しくて、胸が潰れそうなほどの痛みに襲われ、気が狂いそうになる。

　だけど……残される者のほうが実は悲しいのかもしれない。

　両親が突然の交通事故で亡くなったとき、残された私たち姉弟はいつまでも悲しみに浸っていた。

　いまだに両親のことを思うと悲しくなる。そんな経験から、残される者のほうがはるかにつらいことも知っている。

　だから私が死んだら、琉聖さんには早く私を忘れてほしい。

　そして、私以上に愛する人を見つけて幸せになってほしい……。

　悲しみをいつまでも引きずらないでほしい。

　最初に出会ったときのように自信家で、ちょっと意地悪な琉聖さんに戻ってほしい。
















八　未来に繋がる希望
















　暖かくなってきた春の外を眺めていると、麻奈が来てくれた。

「ゆず、遊びに来たよ」

「いらっしゃい、麻奈」

　いつもの麻奈と様子が違うように見える。私の顔色を窺うような、気遣うような、そんな感じに見えた。

　琉聖さんから修二さんを通して、麻奈は私の病状を聞いているのかもしれなかった。

　すぐ顔に出る麻奈には言わないでほしかったな。ここに来るにも勇気が必要だっただろうに。

　私は近づいてくる麻奈の表情をじっと見ていた。彼女は私と目が合うと、すぐに逸らしてしまった。

「どうしたの？　麻奈、変な顔してるよ？」

「そ、そうかな～？　今日はゆずにお花持ってきたの。綺麗でしょう？　すぐに生けるね。花瓶は他にもある？」

　病室には、貴子さんや琉聖さんが持ってきてくれた花がたくさん飾られている。麻奈は早口で言って、すぐにクルッと私に背を向けた。

「うん。そこの洗面台の下を開けてみて」

　麻奈は洗面台の前でしゃがむと、下の観音開きの戸を開けた。

「あ～、あったよ！　あった！　今、生けるからね」

「麻奈……」

　無理に明るく振る舞おうとしている麻奈が、痛々しくてならない。

「え……？　な、何？　今、生けちゃうから待っててね」

　彼女はまだ振り向いてくれない。でもその声は、涙声だということがわかる。

「麻奈……ごめんね……悲しまないで」

　生けようとしていた花が、麻奈の手から離れて床に落ちた。

　彼女は振り返り、悲痛な顔で私を見る。

「数ヵ月のうちに骨髄移植をしなければ、命がないって……知っているの。お願いだから、悲しまないで……」

「ゆず！　悲しまないなんて、できるわけないじゃん!!」

　麻奈は涙でぐしゃぐしゃになった顔のまま、私のところまで来た。

「絶対に適合者が見つかるまで頑張るんだよ？　頑張らないと許さないんだから！　何がなんでも適合者が見つかるまで、つらくても耐えなきゃダメだよ？」

　ポロポロと涙を流す麻奈は、私に抱きついた。

「麻奈……ありがと……。もう泣かないで。メイクが落ちちゃったよ」

「本当に約束してね？　絶対だよ？」

　麻奈はしゃくり上げながらも、私に約束させようとした。

「うん」

　私の返事に涙を拭きながら頷き、彼女は花を生けに洗面台へ戻った。




　麻奈が帰ると、無性にここから出たくなった。家に帰りたい……どうせ治らないで死ぬのなら、病院でじっとしているなんて嫌。そう思うと絶対に帰りたくなった。でも……もうひとりの自分が、家に帰れば琉聖さんに迷惑がかかると言っている。このまま外に出られずに死んじゃうのかな……。

　夕暮れの空を見つめながら、心が沈む。

　結局私は家に帰ることを諦めた。それはひとえに琉聖さんに迷惑をかけたくなかったから。




　ゴールデンウィークは私にとって幸せな日々だった。泊まりがけで琉聖さんがそばにいてくれたからだ。ベッドの上に横になったまま、琉聖さんがノートパソコンに向かっている姿をそっと見る。

　彼はまだ私が眠っていると思っている。たった今、目が覚めたばかりだから。近くに琉聖さんがいて嬉しい。

　今、私の心の中には、いろいろな考えが渦巻いている。入院した最初の頃、私のそばにこれ以上いれば、死んだあともきっとつらい思いをする琉聖さんがかわいそうだと思った。ところが最近の私の考えは変わった。会えない琉聖さんを思って寂しく死ぬより、少しでも一緒にいて幸せを味わいたいと思うようになった。それは自分本位の考えで、残された琉聖さんには酷なのかもしれないけれど……。

　私の視線を感じたのか、琉聖さんが顔を上げて見た。

「ゆず、起きたのか」

　私が起きているのがわかると、笑みを浮かべ立ち上がり、そばへ来てくれる。

「たった今……」

　琉聖さんの手が私の額に触れる。琉聖さんは、この熱を確かめる仕草が癖になってしまったようだ。

「少し熱いな……」

「そうかな……、大丈夫だよ？」

　琉聖さんの瞳の奥が曇るのを見て、私は微笑んだ。




　それから数日経った真夜中、私の容態が急変した。琉聖さんは急な出張で明朝に戻ってくる予定だった。

　寝ていた私はあまりの苦しさに目を開ける。

　琉聖さん……もう会えないのかな……。

　呼吸困難に陥り、慌てて玲子先生が入ってきたのをうっすらと目にして、私は意識を失った。




　真っ暗な意識の中で誰かが叫ぶ声が聞こえた。

　あれは……だ……れ？　私は何をしていたんだろう……。

　耳に機械音と、誰かのすすり泣く声が聞こえてきた。

　そうだ、私はまた具合が悪くなって……。

　りゅ……せ……。会わずに死んでしまうのかと死を覚悟したのに……。

　ああ……意識がはっきりしてきた。だけど、瞼が重くて開かない……。やっぱり琉聖さんの顔を見てからでないと、逝いけない……。

「ゆず！　ゆず！　目を開けてくれ！」

　そのとき、切羽詰まったような琉聖さんの声が聞こえてきた。

「りゅ……」

　まだ死ねない……。つらいけれど死ねない。お別れの挨拶をしていないもの……。

　重くて仕方がない瞼を、一生懸命開こうとした。目を開けると、憔しょう悴すいしきった顔をした琉聖さんが目の前にいる。

「わ……た……し……」

「よかった……」

　琉聖さんは私の手を口元に近づけて、キスを落とした。

「ゆず姉！　心配させんなよ！」

　慎が怒ったように言うけれど、顔には泣いた痕が見える。隣には赤く目を腫らした姉もいる。

「……し……ん……、ごめ……」

　私はまたみんなを驚かせ、悲しませてしまったことを知った。もう一度こんな目に遭わせるのなら、死んでいたほうがよかったのかもしれない。




　そのあと、私の容態は小康状態を保っていた。

　琉聖さんは会社を休み、ずっとそばにいてくれた。私は自分の命がもう風前の灯ということはわかっていた。

　苦しすぎる……。早く逝きたい……。ダメだとわかっているのだが、そう思ってしまう。

　あとどのくらい生きるのだろうか……。逝く私も残る琉聖さんも今のままでいるのが一番つらい。だけど、そのことは何も触れずに琉聖さんに接する。死ぬ人間と直面しているのって、つらいと思う。それでもそばにいてくれることが嬉しい。




　夜に目を覚ましてしまった私は頭を少し動かし、琉聖さんを見つける。いつもの場所に彼はいた。

「静かだね……」

「柚葉、どうした？　遅い時間だぞ？」

　ノートパソコンに向かって仕事をしていた琉聖さんがベッドに近づいてきた。

「ん……なんとなく目が覚めちゃった」

　琉聖さんの手が、ナースコールボタンに伸びる。

「大丈夫だよ……」

　琉聖さんに安心してもらえるように微笑む。最近は以前にも増して身体が思うように動かない。微笑むことすら、つらくなってきた。

　琉聖さんは私の熱を確かめる。

　ひんやりした琉聖さんの手が額に置かれ、気持ちがいい。

　私は額に置かれた琉聖さんの手に触れてから、そっと握って口を開く。

「琉聖さん……私の命……もう長くないみたい……」

「っ！　何を言っているんだ!?　そんなことない。必ずよくなる」

「……気休めは言わないでいいの。ドナーが見つからなければ、私は──」

「やめるんだ、ドナーは必ず見つかる」

　琉聖さんは私の言葉に愕然としながらも、ドナー探しを諦めていないようだった。

　ドナーが見つかったとしても、この弱った身体が耐えられるかわからない。

　苦しそうな表情の琉聖さんに小さく微笑みを浮かべたとき、ドアがノックされて、玲子先生が慌てた様子で入ってきた。

「琉聖さん！　柚葉さん！　ドナーが見つかったのよ！」

　玲子先生は最高の笑顔で私たちに伝えた。琉聖さんは信じられない表情から、すぐに喜び、私をそっと抱きしめる。

「ゆず、聞いたか？　ドナーが見つかったんだ！」

　今にも男泣きしそうな琉聖さんに、私の胸が熱くなる。でも、なんだか他人事に思えてしまっている私がいた。喜ぶ琉聖さんを直視できなくて、私は目を逸らした。

「ゆず？」

　琉聖さんの怪訝そうな声に、私は大きく息を吸うと口を開いた。

「……私」

　琉聖さんが喜んでいるのに水を差したくなかった。けれど、今、はっきりと言わないといけない。

「どうした？　まさか、嬉しくないのか？」

「私……このまま……」

　その先は言葉にできなかった。涙が溢れ出て、その先を告げられない。

「ゆず？　このまま……どうした？」

　困惑する琉聖さんの顔が涙で歪んでいく。

「柚葉さんっ、いったいどうしたのっ!?」

　玲子先生も思いがけない私の反応に、驚いている。

「玲子、すまない。ふたりだけにしてほしい」

　彼女がすぐに出ていって病室のドアが閉まり、ふたりだけになり、琉聖さんは私の手を握る。

「ゆず!?　まさかこのまま死にたいと言うのか!?」

　琉聖さんはいつになく声を荒らげた。真剣な顔は、すぐに苦痛を受けた表情になった。こんな顔をした琉聖さんは初めて見る。私の胸は鷲掴みにされたみたいに痛くなった。

「ごめんなさい……」

　私の口からは謝りの言葉しか出ない。涙が止めどなく次から次へと溢れ出る。

　死ぬのが怖いから泣いているんじゃない。私はもうこの痛み、苦しみ、つらさから逃れたいと思っている。

　だけどこんなことを言ったら、献身的に看病してくれている琉聖さんを裏切ることになる。

　だから申し訳なくて……琉聖さんが心配で……。涙が止まらない。

「ダメだ！　生きることを諦めるのか！」

　琉聖さんは廊下にまで聞こえそうなほどの大きな声で問う。

「琉聖……さん……？」

「柚葉が大変な治療に耐えているのはわかっているつもりだ。つらいのもわかる。だが……どんなにつらくても、人間は生きることを諦めてはいけないんだ！」

　そんなことを言わせてしまい、私は申し訳ない気持ちで胸が痛い。

「お願いだ！　治療を受けると言ってくれ。助かってほしいんだ！　俺を置いて逝ったら許さない！」

　琉聖さんは寝たままの私をぎゅっと抱きしめた。

　伝わる振動。顔は見えないが、私を抱きしめる琉聖さんの肩が小さく震えている。

　琉聖さん……泣いている？

「……頼む！　移植を受けてくれ。愛しているんだ。このまま死んではいけない！　まだ一緒にやりたいことが数えきれないくらいあるんだ！　一緒に年を取って手を繋いでデートするんだろう!?」

　琉聖さんの声は力強いけれど、掠れていた。

　男泣き……。私は琉聖さんを悲しませている……。

「ゆず！　お願いだ、まだ君は生きられる」

　その声が私の心に響いてくる。

　一緒にやりたいこと……そうだった……。まだ琉聖さんとやりたいことは、たくさんある。それに、迷惑ばかりかけている私を、まだこんなにも愛してくれている……。

「ゆず……聞いてくれ。生きることを放棄するな……。まだ生きられるんだ」

　久しぶりに抱きしめられて、忘れかけていた甘いひとときを思い出した。

　そうだ……私は琉聖さんを愛している。その愛する彼を、これ以上悲しませたくない。生きることを放棄してはいけない……。

　琉聖さんの言葉が胸に突き刺さる。

　まだ……琉聖さんに愛されたい。

　私は力の入らない腕で精いっぱい、琉聖さんの身体を抱き返した。

「ゆず？」

　確かに伝わる私の腕の力に、琉聖さんは顔を上げた。

「ごめんね……琉聖さん……。私、人生を放棄しようとしてた。琉聖さんとまだ一緒にいたい……」

「じゃあ……ゆず？　移植を受けてくれるのか？」

「うん……頑張る。自分で命を絶つようなことをしてはいけないよね。私、つらくてどうかしていた。移植を受ける。……琉聖さん、ありがとう」

「ゆず、愛している。君は必ず元気になる」

「ん……絶対……元気になる……」

　そう言うと、疲れきってしまった私は目を閉じた。




　骨髄移植の日が一週間後に決まった。その間、私は骨髄移植のための治療を受ける。大量の抗がん剤の投与や放射線照射で、一度、骨髄の細胞組織を破壊する。そのため免疫が低下するので、感染症などを引き起こさないために移植前後は無菌室で過ごすのだ。それは今よりもずっとつらい思いをしなくてはならないはず。

　明日からその治療が始まる。琉聖さんは夕食を頑張って食べようとする私を見守っていた。

「今日はたくさん食べられたな？」

「うん、体力つけなくちゃ。琉聖さん……。今晩は一緒に寝てくれる？」

　食事が終わって、あとは寝るだけ。明日からしばらくひとりになる不安からお願いしていた。

「もちろんだ。俺もゆずを抱きながら眠りたい」

　琉聖さんは私の身体を少しずらして、隣に横たえると抱きしめてくれる。

「……心細いか？」

「うん……でも、私、頑張るからね」

　琉聖さんのために、生きる望みを捨ててはいけない。どうなろうとも頑張らなければならない。

「ああ、そばについてあげられないがどうか堪えてほしい。心はいつも一緒にいる。忘れないでくれ」

　頬を長い指で撫でられる。そしてそっと唇を重ねられて、すぐに離れる。

「柚葉。愛している」

「私も……愛してます」

　私は琉聖さんの優しい眼差しに見守られながら眠りについた。




　翌日、看護師さんが迎えに現れた。姉や慎、義父母、麻奈が病室に来てくれている。

「今日はわざわざ来てくれてありがとう……。必ず、元気になるから」

　移動のために車イスに座った私は、みんなに力強く約束した。

　琉聖さんはこれから私が過ごす無菌室の入口まで付き添ってくれた。私たちの手はしっかり繋がれていた。

　とうとう無菌室の入口に到着してしまった。車イスを押してくれていた琉聖さんは私の目の前に来てしゃがみ、目線を合わせる。

「ゆず、気持ちを強く持って。俺や玲子、みんながついている」

「はいっ！　琉聖さん、頑張るから心配しないで。元気になって戻るから」

「ああ、待っている」

　琉聖さんの気持ちは痛いくらいわかっている。彼のためにも元気になりたい。必ず元気になる。これから始まる治療。拒絶反応を起こさないで済むのかわからない骨髄液が怖いけれど、頑張ろうと決めた。

　愛するあなたのために……。治って琉聖さんと幸せになりたい。

　私は最高の笑顔を琉聖さんに向けた。




　その日から私は、自分自身を苦しめていた病気と闘った。どんなに吐き気がひどくても、負けない心を持つように心がけた。

　そしてアメリカから骨髄液が到着したと、玲子先生から教えられる。

　もうすぐ……もうすぐ私は元気になる……。元気にならなければ。

　琉聖さんと約束したのだから……。




　骨髄移植が始まった。抗がん剤と放射線照射で苦しんでいたところへの移植。静脈内からゆっくりと別の人の骨髄液が入っていく。ひどく気分が悪かった。

『頑張るのよ……柚葉……』

　苦しみに耐えている中、亡くなった母の声が聞こえた。

　お父さん……お母さん……、私、もうダメかも……。

　私は亡くなった父と母に語りかけた。

『大丈夫よ。耐えて、幸せになるのよ』

『お前なら頑張れるよ、柚葉』

　両親が励ましてくれた。すぐ近くにふたりがいてくれる気がした。朦朧とした意識の中だから夢かもしれないけれど、ふたりに会えて嬉しい。

　そうだよね、待っていてくれる琉聖さんのために頑張らなくては……。




　そして……半年後の大晦日。

　私は雲ひとつない空の下にいた。太陽の光がオペラハウスの建物に反射して眩しい。ここは、琉聖さんが約束してくれた場所、オーストラリアのシドニー。

「琉聖さ～ん！」

　名前を呼ぶと、シドニー湾を見つめていた琉聖さんが私のほうを向く。

　私は少し離れたところで大きく琉聖さんに手を振って、デジカメを片手に駆けだす。頭の高いところでひとつに結んだ髪が左右に大きく揺れる。

　寒い日本から暑いオーストラリアのシドニーで、私は解放感を味わっていた。病気になる前の私よりも活動的かもしれない。それは琉聖さんという大事な人がいつも見守ってくれているからに違いない。

　私は水色のＡラインのワンピースの裾を足にまとわりつかせながら、琉聖さんの隣に立つ。

「ゆず、慌てると転ぶぞ？　いい写真が撮れたのか？」

「もう最高！　オペラハウスも撮ってきたの。もっともっといろいろなところを撮らなくちゃ」

　私はデジカメを肩から提げた大きなバッグにしまう。

「琉聖さん、ぼんやりしていた？」

　彼の整った顔を覗き込んで、にっこり笑う。琉聖さんは私の腰に腕をまわし、こめかみに唇を当てた。

「感慨深いな、と……。ゆずの元気な姿を見られるなんて、これ以上の幸せはないよ」

　ふいに琉聖さんの唇が下りてきて、私の唇を甘く食む。日本だったら恥ずかしい行為も、外国だから、私もキスを返せる。なぜならば、まわりのカップルも私たち以上にイチャイチャしているから。

「私も思ったより順調に回復して、驚いているの。以前より元気なくらい」

「とはいっても、まだ貧血があるだろう？　まだまだ気をつけろよ。特に転ばないように」

　琉聖さんはさっき駆けてきたことをからかう。

「ゆず、もうホテルへ戻ろう」

「え？　だって……さっき来たばかりなのに……」

　シドニー滞在もまだ二日目で、観るところはたっぷりあるのにと、私は不満の声を上げた。

「君が可愛すぎて、早くふたりっきりになりたい。俺のわがままを聞いてくれるだろう？」

　琉聖さんの言わんとするところを悟り、私の顔が熱くなった。そんな私の表情を楽しむように、アンバー色の瞳がいたずらっぽく笑っている。

「もうっ……あとで絶対観光だからね？」

　私は呆れたフリをしてから、にっこり笑って琉聖さんの腕に自分の腕を絡めた。

　実はこの旅行は結婚式も兼ねている。結婚式は明日。

　そこへ──。

「ゆず！」

　振り返ると、麻奈と修二さんがこちらへやってくるところだった。今は別行動だけど、慎と姉、貴子さんとお義父様もシドニーへ来ている。何度もここへ来ている義両親は、今日ゴルフへ行っている。夫婦でコースをまわれるのは、なんだか羨ましい。

　姉と慎はオプショナルツアーを申し込んでおり、バスで出かけている。ふたりも海外旅行が初めてだから、いろいろ見てまわりたい派。

「ランチ行かないかな？と思って」

　麻奈がにっこり笑って誘ってくれる。

　たった今、琉聖さんは早くふたりっきりになりたいと言ったばかりで……。

　返事に困った私の表情で、場の空気を読んだ修二さんが慌てて口を開く。

「そう思ったが、邪魔者だったようだな。麻奈、行こう。おすすめのオイスターバーがある。俺たちは昼から牡か蠣きで白ワインといこう」

　おすすめのオイスターバーっ!?

　私はオイスターバーに惹かれて、目を輝かせて琉聖さんを仰ぎ見る。

「あとで連れていってやる」

　さらっと言われてしまい、諦めるしかない。

「ほら修二、私たちは邪魔だって言ったじゃないっ」

　麻奈の声が少し苛立っているように聞こえて、どうしたんだろう……と思っていると、琉聖さんが修二さんの肩に手を置いて、私たちから少し離れる。

　ふたりを目で追っていた私は麻奈へ向けた。

「麻奈、楽しんでる？　ごめんね。琉聖さんのペースで……」

「いいのいいの。ゆずたちはハネムーンなんだから、ふたりきりで楽しまなきゃね」

　そう言う麻奈は少し悲しそうに見える。理由を聞こうとしたとき、ふたりが戻ってきた。麻奈たちと別れた私たちはホテルへ戻った。




　最高級ホテルのロイヤルスイートルームは、オペラハウスとハーバーブリッジを見下ろすことができ、シドニー最高のロケーションに建っている。素晴らしい景色が見られ、ロマンティックでとても贅沢なハネムーンだ。

　パスポートもなく、一度も海外旅行へ行ったことのなかった私にはすべてが初体験で戸惑うことも多いけれど、旅慣れている彼はしっかりエスコートしてくれる。

　ホテルの部屋に入ると、ドアが閉まらないうちに琉聖さんは私を引き寄せ、抱きしめる。顎に手をかけて上を向かせて、強引に唇を重ねてきた。

　うっとりと甘いキスに夢中になっているうちに、ワンピースの背中のジッパーが下ろされる。

「一緒にシャワーを浴びよう」

　耳元をくすぐるようにそう言った琉聖さんは、私を軽々と抱き上げた。その先は琉聖さんに翻弄される時間だった。




　そして今日は結婚式。ウエディングドレスを着て支度を終えた私は、琉聖さんを待っていた。これから小高い丘の中腹にある教会で挙式。肩を出したプリンセスラインで刺繍が美しく、ロングトレーンの上品なウエディングドレスだ。緩くアップにした髪は豪華なティアラで飾られている。

　こんな日が来るなんて、まだ信じられない。

　ドアがノックされて、琉聖さんが入室してきた。その姿にうっとりしてしまう。さすが高身長の彼はモデルさながら、純白のタキシードを着こなしている。入ってきて私を見た瞬間、琉聖さんの涼しげな目が大きくなった。

「ゆず……まるで女神のようだ」

　恥ずかしいセリフも堂に入っている。琉聖さんに手を差し出され、ロング手袋に包まれた手を握られる。

「琉聖さんも言葉にできないくらい……」

　言葉に詰まってしまうと、琉聖さんが顔を近づけて「その先は？」と促す。

「素敵──んっ……」

　ちゅっと唇にキスをされた。

「ゆずの唇はついキスをしたくなって困る。行こう。奥様」

　琉聖さんは私の手を繋いだ。




　ホテルのエントランスに、真っ白なロングリムジンが待っていた。ウエディングドレスの私はホテルスタッフに手伝われて乗り込む。隣に琉聖さんが座り、リムジンはゆっくり動き始めた。

「あ！　支度をしているときに、麻奈が昨晩修二さんからプロポーズされたって、喜んでいたの。すごく幸せそうだった」

「そうか。ようやく重い腰を上げたんだな」

　琉聖さんは私の手を握ったまま微笑む。

「重すぎだよね。どれだけ麻奈が待っていたか……。それでね、急だからおかしいって言っていたの。昨日、琉聖さんは修二さんと何か話していたでしょ？　もしかして……？」

「いつでもバチェラーパーティーを開いてやるって言っただけだ」

「ええっ？　バチェラーパーティーって、あの、ストリップの女性──」

　困惑した顔で言い続ける私の唇に、人差し指が置かれる。バチェラーパーティーは先日、洋画を観たときに驚いた内容だった。

「そんなことはしないから、安心しろよ。ひと晩中飲んで騒ぐだけだ」

　私はホッと胸を撫で下ろす。

「でも、それで修二さんは決心したのかも……」

「前から考えていたんだろう。ともあれ、ふたりが結婚を決めたのはよかったな」

　私たちより付き合いが長いふたりだったから、少し心配していたところだった。

　そうしているうちに、リムジンは石造りの重厚感のある教会へ到着した。車窓から義両親、姉、慎、麻奈に修二さんが待っているのが見えた。みんな着飾っており、華やかだ。

　琉聖さんが先に出て私に手を添え、リムジンからエスコートしてくれる。

「柚葉ちゃん、おめでとう！　なんて綺麗なのかしら！」

　ロイヤルブルーのワンピースを着た貴子さんがそっと抱きしめてくれる。お義父様も「おめでとう。幸せな家庭を築いて」と祝福してくれた。姉や慎、麻奈と修二さんも口々に祝福してくれ、まだ始まってもいないのに私の涙腺は決壊しそうだった。

　数えきれないくらいの美しいステンドグラスが施されている教会は、光が当たり、荘厳な雰囲気だった。

　そして隣にはどんなときでも支え、愛してくれる琉聖さんがいる。私の琉聖さんへの愛は湧き出る泉のごとく、涸かれることは絶対にない。




　式が終わってみると、緊張と牧師さんの英語に圧倒されて、泣く余地がなかった。プロの写真家が呼ばれていて、数えきれないくらいの写真が撮られた。

　教会から海が臨める芝の庭園でシャンパンやおいしい料理に舌鼓を打ち、最高に贅沢な時間を過ごして、一生の思い出になる結婚式だった。




　二十時過ぎ。シャワーを浴び、黒のオフショルダーのワンピースに着替えてから、ソファでくつろぐ琉聖さんの元に向かう。髪はそのまま肩に垂らし、ルージュは赤めにしてみた。

　首元にはクリスマスに琉聖さんがプレゼントしてくれた、プラチナのひと粒ダイヤがついたネックレスが輝いている。

「普段は可愛いのに、そういった色を着ると、グッと妖艶になるな」

「ルージュのせいかも」

　ソファから立った琉聖さんは、私に顔を近づける。

「まわりの男が君に視線を送るのは困るな。ルージュはキスで取ってしまおうか？」

　さらに顔が近づけられて、私は片手で自分の唇を隠して、首を左右に振る。

　たとえ他の男性が私を見たり、声をかけたとしても、琉聖さんならスマートに自分のものだと誇示してくれるはず。

　そんな私に琉聖さんは不敵な笑みを浮かべる。やっぱりからかわれているんだと思った。

　次の瞬間、私は口を隠していた手を外して、サッと琉聖さんの唇に口づけた。ふい打ちのキスに、琉聖さんは面食らったような顔になる。

　彼の唇には真紅のルージュがほんのりついている。

「真紅のルージュは琉聖さんのほうが、私よりも似合うみたい」

　そう言ってからかうと、琉聖さんはフッと笑い、手の甲でついたルージュを拭った。その姿が様になっていて、私の胸は高鳴る。

　琉聖さんは心臓をドキドキさせている私の手を握った。

「ずっとこうしていたいが、予約の時間に遅れる。行こう」

「はいっ」

　私たちは手を繋ぎながら、スイートルームを出た。




　琉聖さんはホテルのレストランに連れていってくれた。オーストラリア料理を繊細に調理し、ひと工夫凝らしたレストランに。

　シャンパンが私たちのグラスに注がれる。

「乾杯。今日は信じられないくらい綺麗だった」

　琉聖さんの持ったグラスと自分のグラスを合わせる。

「君にウエディングドレスを着せる約束が、やっと果たせた」

「ありがとう。琉聖さんに偶然出会えて、私は幸運です。写真、早く見たいな」

　私は今までのことを振り返り、彼と出会えたことはいつも感謝しているけれど、今日のように本当に幸せを実感できるのが夢のようだ。

「ゆず……実は俺たちの出会いは偶然ではないんだ」

「えっ!?　偶然じゃ……な……い？」

　私は驚きつつも、琉聖さんの言っている意味がわからず首を傾げる。

「俺たちが初めて会ったのは、ゆずが修二に誘われて、合コンに参加したときだ」

「はい。ひとりで外に出ると、雨が降っていて、店から出てきた琉聖さんに邪魔だって言われて……」

　琉聖さんに初めて出会ったときのことは鮮明に覚えている。こんなに素敵な人がこの世にいるのかと思ったほどだった。だから、簡単に拉致られて……。

　あのときのこと思い出して、口元が緩んでくる。

「修二に、今どき珍しく性格がよくて可愛い子がいると言われていたんだ。俺は菜々美のような貪欲な女にしか出会ってこなかったから、嘘だと思った。あのレストランで合コンがあることは修二から聞いており、俺は興味本位でゆずを見に行ったんだ」

　初めて知る事実に私はポカンと口を開けて、琉聖さんを見つめる。

「じゃ、じゃあ、あの出会いは……琉聖さんは私が気になって……？」

「そうだ。合コンで紹介された男にもまったく興味がないゆずは、はたから見ていておもしろかった」

　ずっと、見られていたんだ……。

「さらに雨に濡れたゆずは、心まで透明感に溢れているように見え、俺の心をくすぐったんだ。あのとき、俺は恋に落ちていたんだと思う」

「琉聖さん……私もあのときから……」

　アンバー色の瞳に恋をした。

「……私たちが出会えたのは、修二さんのおかげだったんですね」

「いや、そう言うとやつがつけ上がる。ゆずを見に行った俺の気まぐれのおかげだ」

　そう言って、琉聖さんは楽しそうに笑った。

「これから神様が嫉妬するくらいに幸せになろう。俺の大事な奥様」

　琉聖さんはテーブルの上で私の手を握った。

「はい。教えてくれて嬉しい。琉聖さんがもっと愛おしくなりました」

　にっこり微笑むと、琉聖さんが喉から絞った声を漏らす。

「可愛すぎるぞ。早く食べて部屋に戻ろう。ゆずを愛しても愛し足りないほど渇望するんだ」

　彼はいつも貪欲に愛してくれる。繊細といえるほどに優しく身体を開かせ、私を高みに持っていく。

　琉聖さん、あなたに会えなかったら、私は生きることを諦めてこの世にいなかったかもしれない。生きる望みを与えてくれたのはあなたです。そして人を愛して、こんなに幸せな気持ちになれたのも……琉聖さんがいてくれたから。

「琉聖さん、ありがとうございます」

「なんだ？　改まって……」

　琉聖さんは食べる手を止めて、私に視線を向けて不思議そうな顔になる。

「ずっと、ずっと、一緒にいてね」

　私は笑みを浮かべて、感謝と愛を……心を込めて口にした。
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　琉聖さんと出会った年の冬に入籍してから、三年が経った。その間も彼の愛情は変わることなく、幸せな日々を送っている。

　老舗しにせデパートに勤めていた姉は同僚と去年結婚して、現在妊娠五ヵ月。以前からの住まいである、両親が残してくれた家に、優しい旦那様と暮らしている。

　真宮コーポレーションに就職し、海外事業部一課に勤務する慎は入社一年目。琉聖さんによると上司からの評価もよく、将来を期待されているらしい。まだ彼女はいないみたいだけど、早く愛する人と出会い、結婚して幸せになってほしい。私と琉聖さんのように。

　麻奈と修二さんも結婚を決めてから半年後にゴールインし、女の子のママとパパだ。子どものいる生活は賑やかで、いいなと思う。

　私は大病を患ってしまったので、妊娠はこの先見込めないと、玲子先生から話はされていた。

　ただ、それは百パーセントではない。そう希望を持ってはいる。しかしながら、体調がよくなってから丸一年経っており、その間も妊娠できていない。

　でもまだ一年。いつか琉聖さんの赤ちゃんを腕に抱ける日を夢見ている。

　そんな私の生活は、それなりに忙しい。琉聖さんの妻として恥ずかしくないように教養を身につけようと、現在は英会話、フラワーアレンジメント、料理をそれぞれ教室に通って習っている。

　休職中だった会社は退職した。普通に働くにはまだ疲れやすく、身体を健康にすることが第一だった。

　結婚式を挙げた年に、野菜ソムリエの勉強をして資格を取った。口から入るものは血となり肉となる。病気をきっかけに、お肉も大切だけど、野菜や果物の栄養や健康効果、選び方を勉強したくなったのだ。

　生活を制限されていた私はいろいろ考えた末、野菜ソムリエに興味を持った。その勉強をしたおかげで、日々おいしくて健康的な手料理を、多忙な琉聖さんに食べさせてあげられる。

　もともと健康で風邪も滅多にひかない彼。ずっと変わらずの引きしまった体型と、アクティブな行動は三年前と同じ。

　喜んで食べてくれる琉聖さんのために、毎日の食事のメニューを考えて作ることが楽しい。




　もうすぐ帰宅する琉聖さんを待ちながら、でき上がった料理をダイニングテーブルにいそいそと運び終えた。あとはご飯とお味噌汁だけ。

　テーブルには野菜をふんだんに使った料理が並んでいる。もちろん野菜だけでは摂れない栄養もあるから、舌平目のムニエルもメインディッシュとして用意した。

　いつものように夕食を作り終えただけなのに、今日は身体が重く、疲れた感じだ。ダイニングテーブルのイスに腰を下ろして、頬杖をつく。

　どうしたんだろう……風邪かな。微熱がある？

　頬杖をついていた片方の手を額に持っていく。やっぱり少し熱い気がする。

　まさか病気が再発……？

　ううん。そんなことないよね。




「ゆず？」

　しばらく考え事をしていた私は、琉聖さんの声でハッと我に返った。

　顔を上げると、ダイニングキッチンの入口に、ダークグレーのスーツ姿の琉聖さんが立っていた。腕に黒のコートをかけている。

「おかえりなさい！　気づかなくてごめんなさい」

　琉聖さんは片方の眉を上げてから、こちらへ近づく。私がイスから立ち上がったときには、もうすぐそばに琉聖さんが来ていた。そして私の顎をクイッと持ち上げて、目を合わせる。

「い、いきなり、どうしたの……？」

　彼のアンバー色の瞳に、じっと探られるように見つめられ、私は思わずたじろいでしまう。

「ゆず？　何か困ったことでもあるのか？」

「困ったこと？　ううん。何もないよ……」

　そう言ってから一度言葉を止めたけれど、正直に話すことにした。

「ちょっと熱っぽいかなって思っていたところなの」

　それからなんでもないといったふうに、にっこりと笑みを浮かべる。

「熱を測っていないのか？　座っていて」

　琉聖さんは私を今まで腰かけていたイスに座らせて、救急箱を取りに行った。

　心配はかけたくないんだけど……黙っているほうがよくないから……。

　琉聖さんの後ろ姿を目で追いながら、私の口から小さなため息が漏れた。

　救急箱を持った彼がすぐに戻ってきた。中から体温計を取り出して、私に渡してくれる。

「喉は痛い？」

　十一月の上旬。外は寒くなっており、風邪も流行り始めている。

「ううん。痛くない」

　体温計はピピピピピッと音を鳴らして、測り終えたことを知らせた。自分で体温を見ようと取り出した途端に、体温計は琉聖さんに奪われる。

「三十七度か……身体はだるいか？」

「少し……。でも全然大丈夫！　お腹が空いたの。食べよう？　明日玲子先生に診てもらうから。手を洗ってきて」

　再びイスから立ち上がろうとする私の肩に、彼の手が置かれる。

「俺がやるから、座っているんだ」

「でも……」

「ゆず？　言うことを聞いて」

　瞳に心配と甘さを含んだ色を浮かべられて、私は頷くしなかった。

「着替えてくるから絶対に動くなよ？」

「……はい。ずっとここにいます」

　琉聖さんは釘を刺して、寝室へ消えていった。

　心配をかけないように、おとなしく座って待っていると、数分で琉聖さんは現れ、キッチンの中へ入った。

　そして炊きたてのご飯とお味噌汁が、私の目の前に置かれる。

「ありがとう。琉聖さん」

　にっこり笑ったとき、胃が急激にむかついてきて、急いで手を口元へやる。

「どうした!?　気分が？」

「う、うん」

　暴れてくる胃に恐怖を覚えた。

　病気が再発……？

　ううん。そんなのじゃない。きっと風邪をひいたんだと、心の中で強く思う。

「今すぐ病院へ行こう」

「琉聖さん……」

　時刻は二十一時を過ぎている。

　でも、やはり以前の病気のことを考えたらすぐに行ったほうがいいのだろう。

「玲子に確認してみるよ」

　琉聖さんはスマホを取り出して、玲子先生に電話をかける。

　彼女はまだ病院におり、診察は早いほうがいいと勧められ、大学病院へ向かうことになった。




　病院に着いて、玲子先生の問診後、検査をされた。

　夜間診療室の前のベンチで検査結果を待つ間、最悪な想像ばかりが頭の中を巡ってしまう。

「ゆず、大丈夫。きっと風邪だ。寒くなってきているし」

　琉聖さんは膝の上で組んだ私の両手に大きな手を重ねて、力づけてくれる。

「……うん。そうだよね。風邪だと思う」

　自分に言い聞かせたとき、顔見知りの看護師さんがドアから顔を見せて、診療室に入るよう指示された。

　玲子先生はデスクの前にいて、難しい顔をしていた。その顔に、私の心は一気に不安になった。

　私は丸イスに座り、琉聖さんは真後ろに立ったままでいる。彼も緊張しているのかもしれない。

「玲子先生？　もしかして……再発？」

　おそるおそる口にすると、玲子先生は首を左右に振った。そしてにっこり微笑む。

「信じられないけれど、おめでたよ。柚葉さん、琉聖さん、おめでとう！」

　玲子先生は表情を崩して、心臓が止まるほど驚く言葉を口にした。

　私は事態を呑み込めなくて、ポカンと口を開けたまま彼女を見つめる。

「玲子？　それは本当なのか!?」

　いつも冷静な琉聖さんが興奮気味に尋ねる。

「ええ。詳しいことは産婦人科で検査をしなければわからないけれど、妊娠は確実よ。柚葉さん、月のものがなかったでしょう？」

「あ……」

　病気をしてから不規則になってしまっており、確認できていなかった。

「玲子先生、本当に私、妊娠を？　母親になれるんですか!?」

　じわじわと込み上げてくる興奮と感動で、涙が出てきた。

「ええ。妊娠中も注意を怠らなければ、柚葉さんは母親になれるわ」

　私は嬉し涙にむせび、琉聖さんを仰ぎ見る。

「……琉聖さん、信じられない。嬉しくて……どうしたらいいのかわからない」

「俺もだ。最高の気分だよ」

　琉聖さんの喜びをひしひしと感じ、いても立ってもいられずイスから立ち上がって抱きついた。

「相変わらずのラブラブっぷりね～」

　笑いながらからかう玲子先生に、恥ずかしながら頷く。私を腕に抱いている琉聖さんは額にキスを落とした。愛情が込められた口づけだ。

「俺にとって柚葉は、最高で最愛の人だからな」

　彼ののろけに、玲子先生は呆れたような笑いを漏らす。

　病院は今まで苦痛でしかなかったところだけれど、今回は幸せをもたらしてくれた。

　私は腹部に手をやる。赤ちゃんが大きくなったら、教えたい。

　あなたのパパは最高の人なのよ、と。
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あとがき




　こんにちは。若菜モモです。このたびは『契約妻ですが、とろとろに愛されてます』をお手に取っていただき、ありがとうございました。

　今回の原作は、二〇一二年五月にベリーズブックスで書籍になりました『シュガーラブ～契約上の婚約者～』です。私にとって二冊目の書籍化でした。

　ベリーズブックスは単行本で、今のベリーズ文庫より文字数が四万字以上多く、今回の改稿時、かなりのブラッシュアップをする必要がありました。

　単行本を読んでくださった方は、新しく生まれ変わった書籍として、楽しんでいただけたら嬉しいです。ラスト、加筆しております。

　そして、今回初めての読者様も、琉聖の溺愛や世界観をご堪能してくだされば幸いです。




　さて、あとがきを書いているのはお盆の真っただ中です。わが家のお盆は八月です。ご先祖様をお迎えし、三度の食事をあげるお役目があるので、毎年出かけられず、ツイッターなどでフォロワーさんがお出かけされているのを拝見しますと羨ましいです。とはいえ、ありがたいことに執筆や改稿作業が途切れずにあるため、出かけるのは無理なので、暇になったら楽しむことにします。それまでは読者様が喜んでくださる限り、邁進していきたいと思っております。




　最後に、この作品にご尽力くださいましたスターツ出版の皆様。素敵なカバーイラストを描いてくださいました夜咲こん先生。編集ではお世話になっております三好様、矢郷様。デザインを担当してくださった菅野様。この本に携わってくださいましたすべての皆様に感謝申し上げます。




　これからも、小説サイト『Berry's Cafe』、そしてベリーズ文庫の発展を祈ります。

　応援してくださる皆様に感謝を込めて。




　二〇一八年十月吉日





若わか菜なモモ


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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契約妻ですが、とろとろに愛されてます
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